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審 議 結 果

平成29年５月

区　　分 結果 番　　号 議　　　　　件　　　　　名　　　　　等 継続審査・調査・その他

条例制定

条例改正

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

発
議
案

予 算

補正予算

そ の 他

報　　　告

意見書等

主
な
内
容

第1回
定例会

◇審議して決まったこと
◇一般質問
◇議案審査の結果報告
◇常任委員会活動報告（総務財政）
◇常任委員会活動報告（民生文教）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.21
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.23

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.26
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.29
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.30

◇特別委員会報告（北海道新幹線等）
◇特別委員会報告（防災・災害）
◇特別委員会報告（予算審査）
◇監査報告
◇出席状況一覧表

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.32
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.41
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.45

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.49
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P.51

平成29年度一般会計、各特別会計予算を可決
一般会計総額12,400,000千円
＝平成29年度予算審査特別委員会で審議＝

　平成２９年第１回定例会は、３月２日に招集され、会期を
２２日までの２１日間と決め開催されました。
　平成２９年度の町政執行について町長の施政方針、教育
長の教育行政方針を述べた後、議案２９件、報告１件の合計

３０件を審議しました。
　６人の議員の一般質問後、各特別委員会、各常任委員会
より報告書の提出があり（下記参照）、議員提出の意見書等
３件を審議し、原案どおり可決されました。

◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

◎

◎

◎

付　託

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎
◎

◎

〇
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
報告済
◎
◎
◎
報告済
報告済
報告済
報告済
選　任
承　認

七飯町農業員会の委員の定数に関する条例の制定について

七飯町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について

水道事業統合等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

七飯町道の駅設置及び管理に関する条例の制定について
七飯町特定個人情報保護条例及び七飯町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
七飯町税条例の一部改正について

七飯町国民健康保険税条例の一部改正について

七飯町学童保育クラブ条例の一部改正について

七飯町火葬場設置条例の一部改正について

七飯町介護保険料率の特例に関する条例の一部改正について
七飯町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
七飯町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正について

空き地の環境保全に関する条例の一部改正について

平成２９年度七飯町一般会計予算
平成２９年度七飯町国民健康保険特別会計予算
平成２９年度七飯町後期高齢者医療特別会計予算
平成２９年度七飯町介護保険特別会計予算
平成２９年度七飯町下水道事業特別会計予算
平成２９年度土地造成事業特別会計予算
平成２９年度水道事業会計予算
平成２８年度七飯町一般会計補正予算（第１２号）
平成２８年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
平成２８年後七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
平成２８年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第４号）
平成２８年度七飯町下水道事業特別会計補正予算（第４号）
平成２８年度七飯町水道事業会計補正予算（第４号）
平成２８年度七飯町一般会計補正予算（第１３号）
道の駅外構施設工事請負契約について
冬トピア団地８８棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について
冬トピア団地８８棟長寿命化改修給排水設備工事請負契約について
町道路線の認定について
町道路線の廃止について
平成２９年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業計画及び予算の提出について
特別委員会設置に関する決議
特別委員会設置に関する決議
地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書
総務財政常任委員会報告・民生文教常任委員会報告
北海道新幹線等の利活用・地方創生対策に関する調査特別委員会報告
防災・災害対策に関する調査特別委員会報告
出納検査報告・定期監査報告・行政監査報告
常任委員の選任・議会運営委員会委員の選任
閉会中の委員会活動の承認について

経済産業常任委員会報告
※詳細については26ページをご覧下さい。

経済産業常任委員会報告
※詳細については26ページをご覧下さい。

経済産業常任委員会報告　＜修正報告＞
※詳細については27ページをご覧下さい。

経済産業常任委員会へ付託

平成２９年度予算審査特別委員会報告
※詳細については45ページをご覧下さい。

平成２９年度予算審査特別委員会報告
※詳細については46ページをご覧下さい。

平成２９年度予算審査特別委員会報告
※詳細については47ページをご覧下さい。

平成２９年度予算審査特別委員会報告
※詳細については47ページをご覧下さい。

※詳細については29・30ページをご覧下さい。

※詳細については32ページをご覧下さい。

※詳細については41ページをご覧下さい。

平 成２８年
議案第８０号

平 成２８年
議案第８１号

平 成２８年
議案第８２号

議案第２８号

議 案 第８号

議 案 第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号
議案第１４号
議案第１５号

議案第１６号

議 案 第１号
議 案 第２号
議 案 第３号
議 案 第４号
議 案 第５号
議 案 第６号
議 案 第７号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２９号
議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２６号
議案第２７号
報 告 第１号
発議案第１号
発議案第２号
発議案第３号
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◆
七
飯
町
農
業
委
員
会
の
委
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例

　
七
飯
町
農
業
委
員
会
の
委
員

の
定
数
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
は
、
経
済
産
業
常
任
委
員
会

よ
り
、
そ
の
審
査
結
果
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で

原
案
可
決
し
た
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
農
業
委
員
会
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例

　
七
飯
町
農
業
委
員
会
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、

経
済
産
業
常
任
委
員
会
よ
り
、

そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書
が
提

出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原
案
可

決
し
た
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
水
道
事
業
統
合
等
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
水
道
事
業
統
合
等
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
常
任

委
員
会
よ
り
修
正
可
決
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で

修
正
可
決
し
た
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
道
の
駅
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
道
の
駅
設
置
に
伴
う
「
七
飯

町
道
の
駅
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
慎
重
を
期
す
た
め
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆
七
飯
町
特
定
個
人
情
報
保
護

条
例
及
び
七
飯
町
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

伴
い
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
情
報
連

携
の
ほ
か
、
条
例
で
定
め
る
独

自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
を
規

定
す
る
こ
と
に
よ
る
条
の
繰
り

下
げ
及
び
独
自
利
用
事
務
の
情

報
連
携
を
定
義
す
る
こ
と
に
よ

る
号
の
繰
り
下
げ
等
を
行
う
改

正
。

平
成
29
年
５
月
30
日
施
行

◆
七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
及
び
同
法
施
行
令

の
一
部
改
正
と
特
定
非
営
利
活

動
法
促
進
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
改
正
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
予
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
し
、
そ
の
審
査
結

果
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
全

員
一
致
で
原
案
可
決
し
た
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
改
正

　
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

沼
っ
子
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
変
更

す
る
改
正
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
火
葬
場
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　
七
飯
町
火
葬
場
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
そ
の
審
査
結
果
の

報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
全
員
一

致
で
原
案
可
決
し
た
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
料
率
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
世
帯
員
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
生
活
保
護
基
準
相
当
額
以

下
等
で
あ
る
者
に
対
す
る
介
護

保
険
料
の
軽
減
措
置
を
平
成
29

年
度
も
引
き
続
き
行
う
た
め
改

正
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い

小
規
模
な
通
所
介
護
施
設
（
利

用
定
員
18
人
以
下
）
が
地
域
密

着
型
通
所
介
護
事
業
所
と
な
り
、

市
町
村
へ
指
定
・
指
導
の
権
限

が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
に
基
づ
く
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
包
括
的
支
援
事
業
の

実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員
に
更
新
研
修
が
義
務

付
け
ら
れ
た
た
め
の
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
空
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
空
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
し
、
そ
の
審

査
結
果
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、

全
員
一
致
で
原
案
可
決
し
た
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

　　平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会

計
予
算
は
「
平
成
29
年
度
予
算

審
査
特
別
委
員
会
」に
審
議
を
付

託
し
、
そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書

が
定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、

一
般
会
計
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
は
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
12
号
）

　
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
事
業

費
、
農
道
等
災
害
復
旧
事
業
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
１
千

240
万
１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
134
億
４
千

900
万
円
と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
高
齢
者
支
援
金
等
、
介
護
納

付
金
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
千
105
万
３
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
42
億

５
千
470
万
７
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
賦
課
徴
収
費
等
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
45
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
億

８
千
761
万
４
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
669
万

１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
26
億
４
千
538
万

２
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　
下
水
道
事
業
債
償
還
費
（
元

金
）等
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

千
207
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
９
億
７
千
205

万
１
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
収
益
的
収
支
を
１
千
578
万
２

千
円
追
加
し
総
額
を
５
億
178
万

２
千
円
に
、
収
益
的
支
出
を
１

千
354
万
８
千
円
減
額
し
総
額
を

４
億
７
千
149
万
１
千
円
と
し
た
。

ま
た
資
本
的
収
入
を
６
千
859
万

円
減
額
し
、
総
額
を
１
億
２
千

74
万
７
千
円
に
、
資
本
的
支
出

を
５
千
719
万
１
千
円
減
額
し
総

額
を
２
億
９
千
327
万
円
と
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
13
号
）

　
校
舎
等
営
繕
費
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
31
万
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
134
億
６
千
931
万
５
千
円

と
し
た
。

条 
例 
制 
定

条 
例 

改 

正

補 

正 

予 

算

平
成
29
年
度
予
算

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と 
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◆
平
成
29
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事

業
計
画
及
び
予
算
の
提
出
に
つ

い
て

◆
道
の
駅
外
構
施
設
工
事
請
負

契
約

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
１
３
５
，６
４
８
，０
０
０
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
亀
田
郡
七
飯
町
字
桜
町
35
番

　
地

　
株
式
会
社
　
相
互
建
設

　
代
表
取
締
役
　
大
竹
キ
ヨ
ヱ

◆
冬
ト
ピ
ア
団
地
88
棟
長
寿
命

化
改
修
建
築
主
体
工
事
請
負
契

約▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
１
８
７
，３
８
０
，０
０
０
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
鈴
木
・
カ
ワ
マ
タ
・
松
栄
特

　
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
冬
ト
ピ
ア
団
地
88
棟
長
寿
命

化
改
修
給
排
水
設
備
工
事
請
負

契
約

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
５
８
，６
４
４
，０
０
０
円

▽
契
約
の
相
手
方

　
昭
栄
・
東
栄
特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体

◆
町
道
路
線
の
認
定

　
町
道
昇
格
に
よ
り
２
路
線
、

総
延
長
155
．９
ｍ
を
認
定
。

◆
町
道
路
線
の
廃
止

　
縦
貫
自
動
車
道
整
備
に
よ
り

１
路
線
、総
延
長
165
．２
ｍ
を
廃

止
。

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
決
議

２
件
、
意
見
書
１
件
を
全
員
一

致
で
可
決
し
、
意
見
書
に
つ
い

て
は
要
望
事
項
と
し
て
各
関
係

者
に
送
付
し
た
。

【
意
見
書
】

◎
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書◆
常
任
委
員
の
選
任

◆
議
会
運
営
委
員
の
選
任

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承

認

◎
総
務
財
政
常
任
委
員
会

委

員

長
　
青
　
山
　
金
　
助

副
委
員
長
　
池
　
田
　
誠
　
悦

委
　
　
員
　
中
　
島
　
勝
　
也

　
　
〃
　
　
長
谷
川
　
生
　
人

　
　
〃
　
　
坂
　
本
　
　
　
繁

　
　
〃
　
　
坂
　
田
　
邦
　
彦

◎
民
生
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長
　
佐
　
野
　
史
　
人

副
委
員
長
　
畑
　
中
　
静
　
一

委
　
　
員
　
横
　
田
　
有
　
一

　
　
〃
　
　
平
　
松
　
俊
　
一

　
　
〃
　
　
木
　
下
　
　
　
敏

　
　
〃
　
　
田
　
村
　
敏
　
郎

◎
経
済
産
業
常
任
委
員
会

委

員

長
　
中
　
川
　
友
　
規

副
委
員
長
　
川
　
上
　
弘
　
一

委
　
　
員
　
川
　
村
　
主
　
税

　
　
〃
　
　
小
　
松
　
義
　
光

　
　
〃
　
　
上
　
野
　
武
　
彦

　
　
〃
　
　
神
　
﨑
　
和
　
枝

委

員

長
　
木
　
下
　
　
　
敏

副
委
員
長
　
中
　
川
　
友
　
規

委
　
　
員
　
小
　
松
　
義
　
光

　
　
〃
　
　
青
　
山
　
金
　
助

　
　
〃
　
　
長
谷
川
　
生
　
人

　
　
〃
　
　
川
　
上
　
弘
　
一

　
　
〃
　
　
田
　
村
　
敏
　
郎

◎
北
海
道
新
幹
線
等
の
利
活

用
・
地
方
創
生
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
畑
　
中
　
静
　
一

副
委
員
長
　
川
　
上
　
弘
　
一

委
　
　
員
　
横
　
田
　
有
　
一

　
　
〃
　
　
川
　
村
　
主
　
税

　
　
〃
　
　
平
　
松
　
俊
　
一

　
　
〃
　
　
佐
　
野
　
史
　
人

　
　
〃
　
　
池
　
田
　
誠
　
悦

　
　
〃
　
　
田
　
村
　
敏
　
郎

　
　
〃
　
　
神
　
﨑
　
和
　
枝

◎
防
災
・
災
害
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
長
谷
川
　
生
　
人

副
委
員
長
　
小
　
松
　
義
　
光

委
　
　
員
　
上
　
野
　
武
　
彦

　
　
〃
　
　
中
　
島
　
勝
　
也

　
　
〃
　
　
木
　
下
　
　
　
敏

　
　
〃
　
　
青
　
山
　
金
　
助

　
　
〃
　
　
坂
　
本
　
　
　
繁

　
　
〃
　
　
中
　
川
　
友
　
規

　
　
〃
　
　
田
　
村
　
敏
　
郎

報 

　 

　 

告

そ
　
の
　
他

発
　
議
　
案

そ
　
の
　
他

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

表　彰

※全国町村議会議長会表彰

【議長７年以上】 坂　田　邦　彦　議長

町村議会議長として地方自治の振興発展に寄与し、
その功績が認められ、表彰されました。

議会事務局からのお願い

◇送り先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　　　七飯町議会議長　あて
◇電　話　６５－５９４７（直通）

　

第
１
回
定
例
会
の

会
議
録
は
、
５
月
下
旬

以
降
に
議
会
事
務
局

で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

一
般
質
問
の
原
稿

は
、
質
問
者
が
要
約
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議長あての文書は直接議会事務局へ送付して下さい。
議長あての文書や案内状は、日程の調整を

する必要がありますので直接議会事務局にお送り下さい。

委
員
会
構
成
が

　

変
わ
り
ま
し
た
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畑
　
中
　
静
　
一
　
議
員

平
成
29
年
度
の
最
重
要
政
策
は
何
か

QA
道
の
駅
を
整
備
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
活
気
と
賑
わ
い
の

町
を
目
指
し
て
い
き
た
い

平
　
松
　
俊
　
一
　
議
員

公
共
用
地
の
取
得
及
び
利
用
に
つ
い
て

QA
一
日
も
早
く
所
有
権
移
転
で
き
る
よ
う
に
最
大
限
の

努
力
を
し
た
い

　
現
在
施
工
中
の「
道
の
駅
」の

借
地
契
約
に
つ
い
て
昨
年
12
月

定
例
会
に
お
い
て
質
問
し
、「
税

務
署
、札
幌
国
税
、函
館
開
発
建

設
部
に
確
認
し
収
用
事
業
の
対

象
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
や
む
を
得
ず
借
地
と
し
た
。」

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
私
が
札
幌
国
税
に
聞
い
た
と

こ
ろ
「
収
用
事
業
に
該
当
す
る

と
か
し
な
い
と
か
と
い
う
こ
と

を
国
税
と
し
て
答
え
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。」
と
回
答
が

あ
っ
た
。
国
の
方
針
は
公
共
用

地
の
取
得
は
任
意
取
得
を
原
則

と
し
つ
つ
も
、
公
共
用
地
交
渉

が
妥
結
に
至
ら
な
い
場
合
は
一

般
的
に
は
土
地
収
用
法
に
基
づ

く
強
制
取
得
の
手
続
き
に
移
行

す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
車
両
セ
ン
タ
ー
用
地
は
最
終

年
ま
で
、
も
し
借
地
を
続
け
た

と
す
れ
ば
４
０
０
０
万
円
近
く

を
払
っ
た
上
に
、
今
後
買
収
時

に
は
新
た
に
購
入
費
用
が
か
か

る
。

　
横
津
水
源
か
ら
の
水
道
導
水

管
が
1.9
㎞
程
の
民
有
地
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
が
、
何
度
か
地
権

者
が
変
わ
っ
て
い
る
現
状
も
あ

る
。
公
共
事
業
用
地
で
あ
れ
ば
、

民
地
で
は
な
く
公
共
の
用
地
と

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
借
地
と
す
る
こ
と
は
経
済
的

に
も
、
所
有
権
の
面
で
も
リ
ス

ク
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、

今
後
の
用
地
取
得
事
業
に
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
の
で
町
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

【
経
済
部
長
】

　
土
地
収
用
法
と
い
う
法
律
が

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
地
元
の
方
が
土
地
を
町
の

た
め
に
賛
成
し
て
協
力
し
て
く

れ
る
と
言
っ
て
い
る
中
で
、
収

用
法
を
適
用
し
て
、
強
制
執
行

す
る
こ
と
が
事
業
と
し
て
い
い

の
か
、
悪
い
の
か
を
判
断
し
た
。

借
地
契
約
を
継
続
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
と

き
に
違
う
方
法
な
り
を
考
え
る

し
か
な
い
。
そ
の
リ
ス
ク
は
当

然
持
っ
て
借
地
を
し
て
い
る
。

【
再
質
問
】

　
法
律
事
務
所
に
道
の
駅
の
よ

う
な
駐
車
場
、
公
衆
便
所
は
土

地
収
用
法
の
条
文
に
該
当
す
る

の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
解
釈
は

間
違
っ
て
い
な
い
と
答
え
を
い

た
だ
い
た
。
法
律
の
専
門
家
に

相
談
は
し
な
い
の
か
。

【
副
町
長
】

　
20
年
の
借
地
契
約
を
既
に
契

約
し
て
い
る
の
で
、
弁
護
士
と

の
相
談
は
無
理
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
契
約
期
間
中
で

あ
っ
て
も
早
目
に
購
入
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

【
再
々
質
問
】

　
借
地
契
約
で
は
借
地
料
金
と

最
終
的
に
土
地
を
購
入
す
る
代

金
が
二
重
に
掛
か
り
、
地
権
者

が
変
わ
る
リ
ス
ク
も
現
実
に
発

生
し
て
い
る
。
道
の
駅
に
関
す

る
借
地
契
約
に
つ
い
て
、
町
長

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】

　
副
町
長
の
答
弁
の
と
お
り
一

日
も
早
く
所
有
権
移
転
で
き
る

よ
う
に
、
最
大
限
の
努
力
を
し

た
い
。

　
町
道
に
個
人
名
義
の
用
地
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

【
土
木
課
長
】

　
町
道
総
延
長
約
298
㎞
の
内
約

９
㎞
が
該
当
し
て
お
り
、
随
時

対
処
・
確
定
し
て
行
く
。

　
そ
の
他
「
平
成
29
年
度
七
飯

町
施
政
方
針
」
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
七
飯
町
施
政
方

針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
何
が
重
点
政
策
な
の
か

②
財
政
運
営
で
は
、
年
々
経
常

収
支
比
率
が
上
昇
し
余
裕
の
な

い
財
政
状
況
で
あ
る
が
、
新
年

度
予
算
124
億
円
に
対
す
る
公
債

費
の
状
況
に
つ
い
て

③
平
成
28
年
度
の
道
南
市
町
村

の
人
口
移
動
報
告
の
中
で
、
唯

一
七
飯
町
は
138
人
の
転
入
超
過

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
過
性

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
真

の
人
口
増
、
出
生
率
の
向
上
に

繋
が
る
施
策
に
つ
い
て

④「
行
政
機
構
の
簡
素
化
・
効

率
化
を
は
じ
め
行
政
改
革
を
図

り
な
が
ら
」と
あ
る
が
、「
簡
素

化
」は
何
を
指
し
て
、何
が
ど
う

な
る
の
か
、
ま
た「
効
率
化
」と

あ
る
が
何
を
ど
う「
効
率
化
」す

る
の
か
、
こ
の
こ
と
が
町
民
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て

⑤「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
み
続

け
た
い
ま
ち
〝
七
飯
町
〞」
は

日
々
進
化
し
て
い
る
も
の
と
思

う
が
、「
町
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
補

完
し
合
う
」こ
と
に
よ
り
、「
実

現
に
近
づ
け
る
も
の
と
確
信
」

と
結
ん
で
い
る
が
、
こ
の
方
策

に
つ
い
て

【
政
策
推
進
課
長
】

①
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
、商
業
、鉱
工
業
、観
光
、今
あ

る
も
の
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
や

新
た
な
企
業
の
誘
致
に
も
力
を

入
れ
雇
用
を
守
る
、
創
り
だ
す

事
を
重
点
に
活
気
と
賑
わ
い
の

町
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
峠
下
地
域
に
平
成
29

年
度
末
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
道

の
駅
」
を
し
っ
か
り
と
整
備
し

て
い
き
た
い
。
特
に
雇
用
拡
大

に
よ
る
定
住
人
口
の
促
進
と
観

光
客
の
増
加
等
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
、
町
づ
く
り

を
最
重
点
政
策
と
考
え
て
い
る
。

【
総
務
財
政
課
長
】

②
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
る
公
債
費
の
額
は
10

億
５
千
742
万
円
、
歳
出
予
算
総

額
の
8.5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
も
増
え
て
い
る
の
は
確

か
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
制
度
的

な
見
直
し
も
必
要
と
考
え
て
お

り
、
新
年
度
中
に
検
討
を
担
当

課
に
お
願
い
し
て
い
る
。

【
子
育
て
支
援
課
長
】

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
相
談
、助
言
、情
報

提
供
や
保
育
所
等
の
延
長
保
育

や
一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
等

の
継
続
、
ま
た
新
た
に
小
規
模

保
育
、
更
に
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
や
保
育
所
等
の
費
用

負
担
の
軽
減
等
、
若
い
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
住
み
続
け
て

い
け
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
少
子
化
対
策
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
総
務
財
政
課
長
】

④
必
要
最
小
限
の
職
員
数
で
よ

り
無
駄
が
な
い
よ
う
に
作
業
を

進
め
る
た
め
の
組
織
機
構
へ
再

編
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
行
政

の
経
営
健
全
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

自
主
・
自
立
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
成
長
を
両
立
し
、
好
循
環

に
よ
る
町
民
の
満
足
度
向
上
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
政
策
推
進
課
新
幹

線
対
策
係
を
廃
止
し
５
係
か
ら

４
係
に
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

【
政
策
推
進
課
長
】

⑤
町
内
会
連
合
会
や
各
町
内
会
、

ま
た
各
種
サ
ー
ク
ル
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
町
内
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
町
民
一
人
一
人
の
協
力
に
よ

り
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
町
民
と
行
政
の
協
働
が

将
来
に
渡
っ
て
も
継
続
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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川
　
村
　
主
　
税
　
議
員

不
審
者
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

QA
保
護
者
が
不
安
を
抱
か
な
い
よ
う
教
育
委
員
会
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
き
た
い

田
　
村
　
敏
　
郎
　
議
員

七
飯
町
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の
実
態
と
対
策
は

QA
不
登
校
は
町
全
体
の
問
題
と
と
ら
え
校
長
会
全
体
と
し
て

組
織
的
に
取
り
組
む

　
平
成
29
年
度
教
育
行
政
方
針

で
は
、
不
登
校
対
策
等
に
つ
い

て
は
七
飯
町
適
応
指
導
教
室

「
レ
イ
ン
ボ
ー
」の
活
用
を
図
り

ま
す
と
あ
る
が
、
不
登
校
の
実

態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
不
登
校
の
人
数
は
、
平
成
29

年
２
月
17
日
現
在
で
28
名
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
対

象
要
件
は
現
在
ま
で
に
継
続
し
、

ま
た
は
累
積
で
30
日
以
上
の
欠

席
、
又
は
連
続
し
て
７
日
以
上

の
欠
席
の
あ
る
児
童
生
徒
の
数

で
す
。　

　
不
登
校
の
対
策
と
し
て
は
、

学
級
担
任
の
訪
問
で
本
人
と
面

談
、
保
護
者
と
の
話
し
合
い
や

校
内
の
対
策
委
員
会
的
な
も
の

を
中
心
に
組
織
的
に
学
校
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
供
の
状
況
に
応
じ
て
別
教

室
で
授
業
を
行
う
な
ど
少
し
ず

つ
通
学
で
き
る
よ
う
に
促
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
登
校
が
難
し

い
場
合
は
、
七
飯
町
適
応
指
導

教
室「
レ
イ
ン
ボ
ー
」を
紹
介
し

登
校
に
向
け
た
意
欲
を
促
し
て

い
る
。

　「
レ
イ
ン
ボ
ー
」は
、
大
中
山

コ
モ
ン
で
開
催
し
て
、
教
員
経

験
者
１
名
が
対
応
し
、
平
成
29

年
１
月
末
現
在
で
101
日
開
設
し

て
、
利
用
延
べ
人
数
は
86
人
と

な
っ
て
い
る
。

【
再
質
問
】

　
過
去
５
年
間
の
不
登
校
の
人

数
に
つ
い
て
、
小
・
中
学
校
別

の
内
訳
、
ま
た「
レ
イ
ン
ボ
ー
」

か
ら
学
校
に
何
人
復
帰
で
き
て

い
る
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
平
成
27
年
度
は
16
名
、
平
成

26
年
度
は
13
名
、
平
成
25
年
度

は
17
名
、
平
成
24
年
度
は
10
名
、

平
成
23
年
度
は
18
名
で
す
。

　「
レ
イ
ン
ボ
ー
」か
ら
の
復
帰

は
１
名
で
す
。

【
再
々
質
問
】

　
２
月
で
28
名
の
対
象
者
が
い

る
が
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
保

護
者
の
３
者
で
復
帰
に
向
け
た

対
応
策
は
ど
の
よ
う
に
行
い
、

１
名
し
か
復
帰
で
き
な
い
原
因

は
何
か
。
最
大
何
日
欠
席
し
て

い
る
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
不
登
校
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

理
由
が
重
な
っ
て
お
り
、
わ
か

ら
な
い
部
分
も
あ
る
。
先
生
は

家
庭
訪
問
を
し
て
話
を
し
ま
す

し
、
保
護
者
に
も
説
明
を
し
て

登
校
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
教
育
次
長
】

　
今
年
度
累
積
で
28
名
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
７
名
は
復

帰
し
て
い
る
。
100
日
を
超
え
て

い
る
児
童
も
い
る
。

【
再
々
々
質
問
】

　
21
名
の
子
供
が
復
学
で
き
な

い
で
苦
し
ん
で
い
る
。
教
育
委

員
会
は
第
２
次
七
飯
町
教
育
振

興
基
本
計
画
に
示
す
「
行
き
た

い
学
校
」「
通
わ
せ
た
い
学
校
」

を
目
指
す
な
ら
ば
、
不
登
校
に

な
ら
な
い
学
校
の
環
境
作
り
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

【
教
育
長
】

　
教
育
委
員
会
に
は
２
名
の
指

導
主
事
が
お
り
直
接
勉
強
を
教

え
高
校
進
学
に
向
け
努
力
を
し

て
い
る
状
況
も
あ
る
。
新
年
度

か
ら
不
登
校
を
校
長
会
全
体
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
教
育
委
員
会

も
含
め
組
織
的
に
取
組
み
た
い
。

　
そ
の
他
、「
平
成
29
年
度
七
飯

町
施
政
方
針
に
つ
い
て
」
質
問

し
て
い
る
。

　
毎
年
の
よ
う
に
、
下
校
時
の

児
童
生
徒
に
対
し
て
の
不
審
者

が
現
れ
て
お
り
、
特
に
昨
年
は

毎
月
の
よ
う
に
不
審
者
（
声
か

け
、
付
き
ま
と
い
事
案
等
）
が

現
れ
、
12
月
だ
け
で
５
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
、
重
大
事
件
に
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
倉
敷
市
の
誘
拐
監

禁
事
件
、
神
戸
市
で
の
誘
拐
殺

人
事
件
の
よ
う
な
犯
罪
を
未
然

に
防
げ
る
よ
う
に
、
学
校
、
地

域
、
警
察
が
連
携
を
密
に
し
て

い
く
こ
と
が
、
今
必
要
で
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
　

　
子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る

こ
と
を
一
番
に
考
え
、
不
審
者

情
報
だ
け
で
は
な
く
、
不
審
者

対
策
の
有
効
な
手
段
、
不
審
者

が
現
れ
な
い
よ
う
な
、
啓
発
活

動
を
含
め
た
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
過
去
５
年
間
の
児
童
に
対
し

て
の
不
審
者
被
害
件
数
に
つ
い

て
（
小
学
校
、
中
学
校
別
）

②
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

③
近
隣
市
町
と
情
報
交
換
等
を

含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

④
現
在
、関
係
機
関
（
町
内
会
、

警
察
等
）
と
の
協
議
会
ま
た
は

サ
ポ
ー
ト
事
業
的
な
も
の
は
あ

る
の
か

【
学
校
教
育
課
長
】

①
平
成
24
年
度
は
小
学
生
４

件
、
中
学
生
は
６
件
、
平
成
25

年
度
は
小
学
生
２
件
、
中
学
生

は
１
件
、
平
成
26
年
度
は
小
学

生
３
件
、
中
学
生
は
１
件
、
平

成
27
年
度
は
小
学
生
７
件
、
中

学
生
は
０
件
、
平
成
28
年
度
は

現
在
の
と
こ
ろ
小
学
生
13
件
、

中
学
生
10
件
で
す
。

②
警
察
の
指
導
の
下
、
不
審
者

に
対
応
す
る
た
め
の
訓
練
や
防

犯
教
室
の
実
施
、
地
域
の
巡
視

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
不
審
者

情
報
が
あ
っ
た
際
は
、
保
護
者

へ
の
連
絡
、
不
審
者
情
報
メ
ー

ル
の
一
斉
配
信
、
教
職
員
の
引

率
に
よ
る
集
団
下
校
、
校
区
内

の
巡
視
、
警
察
へ
の
パ
ト
ロ
ー

ル
依
頼
等
を
行
っ
て
い
る
。

③
現
在
の
と
こ
ろ
、
他
町
と
の

連
携
は
な
い
が
、
今
後
情
報
交

換
に
努
め
、
有
効
手
段
が
あ
れ

ば
、
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

④
大
中
山
地
域
で
子
ど
も
た
ち

の
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
連
絡

協
議
会
が
あ
り
、
各
町
内
会
等

が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
安
心
に
つ
い
て
、
情
報
交
換

等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に

小
学
校
１
年
生
へ
防
犯
ブ
ザ
ー

の
提
供
、
子
ど
も
110
当
番
の
家

の
協
力
を
依
頼
な
ど
し
て
い

る
。

【
再
質
問
】

　
現
在
、
大
中
山
地
域
に
協
議

会
は
あ
る
が
、
本
町
地
区
、
大

沼
地
区
に
不
審
者
を
防
ぐ
手
段

の
一
つ
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
北
海
道
教
育
委
員
会
で
も
防

犯
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

で
見
守
る
事
業
が
あ
れ
ば
検
討

し
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

【
再
々
質
問
】

　
不
審
者
が
出
な
い
よ
う
な
地

域
ぐ
る
み
の
対
策
に
つ
い
て

【
教
育
長
】

　
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
教
育
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
意
識
を
し
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
と

い
う
共
通
認
識
に
立
つ
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
意
識
す
る
こ
と

が
、
一
番
の
抑
止
力
だ
と
思
わ

れ
る
。町
と
し
て
、み
ん
な
が
活

動
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
を
作

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
「
学
校
の
防
犯
対

策
」、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
状
況
」

に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
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平
成
29
年
度
施
政
方
針
に
つ

い
て
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

①「
住
み
た
い
ま
ち
、住
み
続
け

た
い
ま
ち
、七
飯
町
」を
掲
げ
12

年
目
と
な
り
任
期
最
終
年
の
達

成
度
に
つ
い
て

②
河
川
に
つ
い
て
平
成
28
年
度

と
同
様
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

③
住
宅
、
市
街
地
の
整
備
に
つ

い
て
空
き
家
空
き
地
対
策
の
目

標
に
つ
い
て

④
地
域
福
祉
に
つ
い
て
継
続
事

業
と
捉
え
て
い
い
の
か

⑤
消
費
者
対
策
に
つ
い
て
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
ふ
る

さ
と
納
税
等
具
体
的
に
方
針
を

示
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

⑥
道
の
駅
に
つ
い
て
、
施
政
方

針
で
は
具
体
性
が
な
く
方
針
を

示
し
て
い
な
い
。
町
民
に
周
知

す
べ
き
で
は
な
い
の
か

⑦「
む
す
び
」に
つ
い
て
、
施
政

方
針
は
町
長
の
考
え
の
全
て
で

あ
り
町
民
に
重
要
事
項
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
最
重
点
的
な
取
り
組
み

方
針
は
何
な
の
か

【
町
長
】

①
61
項
目
中
実
施
済
、
実
施
中

の
も
の
が
57
項
目
93
．４
％
、未

実
施
の
も
の
が
４
項
目
6.6
％
と

な
り
、
未
実
施
の
も
の
は
今
後

も
進
め
て
い
き
た
い
。

【
土
木
課
長
】

②
毎
年
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
整
備
促
進
の
た
め
毎
年
要

望
し
て
い
る
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

③
空
き
家
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

の
周
知
を
図
り
、
移
住
定
住
の

促
進
、町
の
景
観
、治
安
の
維
持

に
努
め
る
。

【
民
生
部
長
】

④
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児

童
委
員
等
と
連
携
し
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
。

【
商
工
観
光
課
長
】

⑤
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
消
費
者
の
関
心
が
薄
れ
、

販
売
の
あ
り
方
等
に
改
善
が
必

要
で
あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
に
つ
い
て
は
休
止
す
る
。

⑥
H
P
、
広
報
を
通
じ
て
情
報

発
信
に
努
め
周
知
を
図
り
た
い
。

【
副
町
長
】

⑦
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
や
主
要
な
施
策
を
述

べ
た
も
の
で
、
基
本
的
な
姿
勢

の
ま
と
め
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
の
七
飯
町
教
育

行
政
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
町
歌
を
小
中
学
校
教
育
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

②
ス
キ
ー
学
習
を
七
重
、
大
中

山
小
学
校
に
組
み
入
れ
る
こ
と

に
つ
い
て

③
文
化
セ
ン
タ
ー
は
築
20
年
経

過
し
て
お
り
、
計
画
的
に
整
備

す
る
考
え
に
つ
い
て

④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
は
独
立
２

年
目
を
迎
え
、
更
な
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

【
学
校
教
育
課
長
】

①
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

②
児
童
や
保
護
者
の
意
向
を
確

認
し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
生
涯
教
育
課
長
】

③
平
成
29
年
度
大
ホ
ー
ル
の
音

響
設
備
や
吊
り
物
等
の
維
持
、

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
】

④
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離

れ
防
止
や
体
力
向
上
を
目
指
す

た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
教

室
、
中
高
年
の
健
康
増
進
の
た

め
の
教
室
を
関
係
団
体
と
協
議

を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
七
飯
町
は
、
平
成
28
年
３
月

に「
七
飯
町
道
の
駅
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
建
設
計
画
を
進
め

て
い
る
が
、
こ
の
計
画
に
は
多

く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
平

成
28
年
３
月
の
定
例
会
で
は
、

数
名
の
議
員
が
反
対
を
表
明
し

て
い
る
。
ま
た
住
民
の
中
か
ら

も
住
民
へ
の
周
知
徹
底
、
説
明

不
足
が
指
摘
さ
れ
、
現
在
で
は
、

建
設
の
一
時
凍
結
、
規
模
の
縮

小
な
ど
を
求
め
る
署
名
運
動
が

取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　こ
の
道
の
駅
建
設
計
画
は
、そ
も

そ
も
七
飯
町
の
第
４
次
七
飯
町

総
合
計
画
に
も
な
か
っ
た
事
業
で
、

安
倍
政
権
が
景
気
低
迷
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
全
国
に
道
の
駅
建

設
の
促
進
を
図
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
、
北
海
道
で
は
重
点
道
の

駅
候
補
と
し
て
６
か
所
で
の
建
設

が
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
第
５
次
七

飯
町
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

た
事
業
で
あ
る
。

　
七
飯
町
町
内
会
連
合
会
か
ら

町
立
図
書
館
、温
水
プ
ー
ル
、ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
建
設
の
要
望
書
が

挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら

に
優
先
し
て
道
の
駅
建
設
を
進

め
る
の
は
な
ぜ
か
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

　
道
の
駅
建
設
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
道
の

駅
の
話
が
あ
り
①
大
変
有
利
な

財
政
支
援
が
あ
る
と
聞
い
た
こ

と
　
②
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

の
大
沼
ト
ン
ネ
ル
の
着
工
の
目

途
が
つ
き
そ
う
だ
と
聞
き
、
ト

ン
ネ
ル
完
成
の
呼
び
水
と
し
て

考
え
た
こ
と
　
③
北
海
道
新
幹

線
開
業
に
際
し
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
多
く
の
観
光
客
が

レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際

2.5
㎞
の
峠
下
の
位
置
に
道
の
駅

を
造
っ
て
い
き
た
い
と
の
考
え

か
ら
で
す
。

　
反
対
署
名
は
１
５
５
７
名
い

た
だ
き
ま
し
た
が「
大
地
」の
訂

正
版
を
読
ん
だ
方
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
が
非
常
に
疑
問
で

す
。
最
初
に
出
し
た
木
古
内
は

３
億
円
で
で
き
て
い
る
、
七
飯

町
は
12
億
円
と
非
常
に
強
調
さ

れ
す
ぎ
た
ん
で
な
い
で
し
ょ
う

か
。
昨
年
12
月
に
答
弁
の
中
で

木
古
内
は
9.5
億
円
か
か
っ
て
い

る
と
申
し
上
げ
て
い
る
。
し
か

し
１
５
５
７
名
の
署
名
は
非
常

に
重
い
署
名
と
受
け
止
め
て
い

る
。
計
画
の
見
直
し
の
話
も

あ
っ
た
が
、
特
別
委
員
会
で
計

画
の
見
直
し
は
し
ま
せ
ん
と
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

　
町
民
要
求
と
し
て
図
書
館
等

の
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業

の
優
先
順
位
な
ど
十
分
に
考
慮

し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
町
長
】

　
町
内
会
連
合
会
に
は
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
関
す
る
運
用
範
囲
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」、「
七
飯

町
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
問

題
」に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

上
　
野
　
武
　
彦
　
議
員

第
４
次
総
合
計
画
で
や
り
残
し
た
事
業
や
住
民
要
求
よ
り

優
先
し
て
道
の
駅
建
設
を
進
め
る
の
は
な
ぜ
か

QA
事
業
の
優
先
順
位
な
ど
を
十
分
考
慮
し
た
う
え
で
進
め
て
い
る

中
　
島
　
勝
　
也
　
議
員

平
成
29
年
度
の
最
重
点
的
な
取
り
組
み
は
何
か

QA
地
域
の
活
性
化
を
図
り
企
業
誘
致
に
よ
る
新
た
な
雇
用
を
創
出
し

人
口
減
少
の
抑
止
に
努
め
る
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１
．事
件
名

　
平
成
28
年
議
案
第
80
号
七
飯

町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
28
年
12
月
20
日
、
平
成

29
年
１
月
24
日
、31
日
、２
月
22

日
の
４
日
間
、
委
員
会
を
開
催

し
、経
済
部
長
、農
林
水
産
課
長
、

農
業
委
員
会
事
務
局
長
の
出
席

を
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
原
案
可
決

（
２
）理
　
　
由

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平

成
28
年
議
案
第
80
号
七
飯
町
農

業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
は
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
26
年
法

律
第
88
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。）の
改
正
に
伴
い
、
農
業
委

員
会
の
委
員
の
定
数
を
制
定
す

る
た
め
全
部
改
正
を
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
法
の
改
正
趣
旨
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
等
の
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進

で
あ
り
、
農
業
委
員
の
他
に
新

た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
（
以
下
「
推
進
委
員
」
と
い

う
。）を
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し

連
携
を
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

　
現
在
の
農
業
委
員
の
数
は
、

選
挙
に
よ
る
委
員
が
12
名
、
農

業
団
体
か
ら
の
推
薦
が
３
名
、

議
会
か
ら
の
推
薦
が
１
名
の
合

計
16
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
改

正
後
の
委
員
数
は
、
法
施
行
令

第
５
条
に
規
定
す
る
区
分
に
よ

り
、
推
進
委
員
の
設
置
基
準
が

法
施
行
令
第
７
条
に
規
定
す
る

遊
休
農
地
率
１
％
未
満
、
か
つ
、

担
い
手
集
積
率
70
％
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
当
町
は
遊
休
農

地
率
２
．37
％
、担
い
手
集
積
率

85
．
３
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
遊
休
農
地
率
を
満
た
し

て
お
ら
ず
、
推
進
委
員
の
委
嘱

が
必
要
と
な
り
、
農
業
委
員
の

上
限
は
14
名
で
あ
る
。
内
訳
は
、

法
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
１
．
地
区
か
ら
の
推
薦
、

２
．
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体

等
か
ら
の
推
薦
、３
．一
般
募
集

の
方
法
で
選
任
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
改
正
後
の
農
業
委
員
の
選
出

方
法
は
、
公
選
制
を
廃
止
し
市

町
村
長
が
市
町
村
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
す
る
方
法
に
改
め

ら
れ
、そ
の
際
、農
業
委
員
の
過

半
数
は
原
則
と
し
て
認
定
農
業

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
七
飯
町
農
業
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
関
す
る
規
則

で
は
、
農
業
委
員
を
選
任
す
る

た
め
の
手
続
等
に
つ
い
て
、
推

薦
及
び
募
集
、
推
薦
及
び
募
集

の
資
格
、推
薦
手
続
き
等
、募
集

手
続
き
等
、
推
薦
及
び
募
集
の

期
間
等
、候
補
者
の
評
価
、委
員

の
選
任
、
委
員
の
補
充
に
つ
い

て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
候
補
者
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

七
飯
町
農
業
委
員
候
補
者
評
価

委
員
会
を
要
綱
で
定
め
、
町
長

の
求
め
に
よ
り
、
農
業
委
員
候

補
者
の
評
価
を
行
い
、
町
長
へ

報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
評
価
基
準
に
つ
い
て
は
、
１
．

認
定
農
業
者
該
当
要
件
（
農
業

者
）、
２
．利
害
関
係
を
有
し
な

い
者
の
登
用
（
一
般
）、
３
．年

齢
・
性
別
要
件（
農
業
者
・
一
般
）、

４
．地
域
等
で
の
信
頼
性（
農
業

者
）、
５
．実
績
評
価（
農
業
者
・

一
般
）、
６
．農
業
委
員
と
し
て

の
職
務
適
正
を
評
価（
農
業
者
・

一
般
）
の
６
項
目
に
つ
い
て
ポ

イ
ン
ト
を
付
し
、
評
価
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
農
業
委
員
会
制
度
改
正
に
伴

う
農
業
委
員
選
任
説
明
会
を
、

１
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
に

文
化
セ
ン
タ
ー
、
大
中
山
コ
モ

ン
、藤
城
公
民
館
、大
沼
多
目
的

会
館
の
４
会
場
で
開
催
し
、
34

名
の
参
加
者
に
説
明
を
行
っ
て

い
た
。ま
た
、説
明
会
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
農
業
者
に
は
１
月

31
日
付
け
で
説
明
会
資
料
を
送

付
し
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
。

説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

の
意
見
は
、
農
業
委
員
及
び
推

進
委
員
の
適
正
な
配
置
に
つ
い

て
強
く
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　
条
例
附
則
の
経
過
措
置
に
お

い
て
現
農
業
委
員
の
在
任
す
る

間
は
、
従
前
の
例
に
よ
り
前
条

例
に
よ
る
委
員
の
定
数
と
し
、

併
せ
て
七
飯
町
農
業
委
員
会
の

選
任
に
よ
る
委
員
の
議
会
推
薦

委
員
に
関
す
る
定
数
条
例
は
廃

止
す
る
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

条
例
の
内
容
を
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
よ

り
農
業
委
員
の
定
数
を
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
農
業
者
へ
の
説

明
を
行
い
周
知
を
図
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、採
決
の
結
果
、全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

１
．事
件
名

　
平
成
28
年
議
案
第
81
号
七
飯

町
農
業
委
員
会
の
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
28
年
12
月
20
日
、
平
成

29
年
１
月
24
日
、31
日
、２
月
22

日
の
４
日
間
、
委
員
会
を
開
催

し
、経
済
部
長
、農
林
水
産
課
長
、

農
業
委
員
会
事
務
局
長
の
出
席

を
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
原
案
可
決

（
２
）理
　
　
由

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平

成
28
年
議
案
第
81
号
七
飯
町
農

業
委
員
会
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
26
年
法
律
第
88

号
。以
下
「
法
」
と
い
う
。）
の
改

正
に
伴
い
、
新
設
さ
れ
た
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下

「
推
進
委
員
」と
い
う
。）の
定
数

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
法
の
改
正
趣
旨
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
等
の
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進

で
あ
り
、
農
業
委
員
の
他
に
新

た
に
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
し

て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
、
推
進

委
員
を
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　
推
進
委
員
の
活
動
は
、
担
当

地
区
に
お
い
て
農
業
委
員
と
連

携
し
、１
．人
・
農
地
プ
ラ
ン
な

ど
、
地
域
の
農
業
者
等
の
話
し

合
い
を
推
進
、２
．農
地
の
出
し

手
・
受
け
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
い
、
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
を
推
進
、３
．遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
を
推
進
と

い
っ
た
現
場
活
動
を
行
う
と
し

て
い
る
。

　
推
進
委
員
の
設
置
基
準
が
法

施
行
令
第
７
条
に
規
定
す
る
遊

休
農
地
率
１
％
未
満
、か
つ
、担

い
手
集
積
率
70
％
以
上
と
な
っ

て
お
り
、当
町
は
遊
休
農
地
82
．

37
％
、担
い
手
集
積
率
85
．３
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遊

休
農
地
率
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

推
進
委
員
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
推
進
委
員
の
定
数
の
基
準

は
、
法
施
行
令
第
８
条
に
よ
り

農
地
面
積
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
数
を

百
で
除
し
て
得
た
数
以
下
と

な
っ
て
お
り
、
当
町
の
場
合
３
，

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
面

積
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
限
は

30
人
ま
で
と
な
る
。

　
し
か
し
、
当
町
の
農
地
利
用

　

平
成
28
年
12
月
15
日
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
下
記

の
と
お
り
報
告
す
る

経

済

産

業

経

済

産

業
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の
最
適
化
状
況
を
考
え
、
農
業

委
員
と
合
わ
せ
１
人
あ
た
り
150

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
は
十
分
管
理

で
き
る
面
積
と
農
業
委
員
会
は

判
断
し
、
そ
れ
を
基
に
推
進
委

員
の
定
数
を
６
人
と
し
、〈
表

１
〉
の
と
お
り
地
区
割
を
し
て

募
集
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
七
飯
町
農
業
委
員
会
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
選
任
に
関

す
る
要
綱
で
は
、
推
進
委
員
の

推
薦
及
び
公
募
並
び
に
選
任
の

手
続
等
に
つ
い
て
、
推
薦
及
び

募
集
、
担
当
地
域
及
び
募
集
人

数
、推
薦
及
び
募
集
の
資
格
、推

薦
及
び
公
募
の
周
知
、
推
薦
手

続
き
等
、応
募
手
続
き
等
、推
薦

及
び
募
集
の
期
間
等
、
候
補
者

の
選
考
、推
進
委
員
の
選
任
、委

嘱
、
補
充
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
候
補
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
、

七
飯
町
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
関
す
る
選
考
委
員
会
設

置
要
綱
を
定
め
、
農
業
委
員
会

の
求
め
に
よ
り
、
推
進
委
員
候

補
者
の
選
考
を
行
い
、
農
業
委

員
会
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
選
考
基
準
に
つ
い
て
は
、
１
．

年
齢
要
件
、２
．地
域
等
で
の
信

頼
性
、３
．実
績
評
価
、４
．推
進

委
員
と
し
て
の
職
務
適
正
を
評

価
の
４
項
目
と
し
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
し
、
選
考
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
農
業
委
員
会
制
度
改
正
に
伴

う
農
業
委
員
選
任
説
明
会
を
、

１
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
に

文
化
セ
ン
タ
ー
、
大
中
山
コ
モ

ン
、藤
城
公
民
館
、大
沼
多
目
的

会
館
の
４
会
場
で
開
催
し
、
34

名
の
参
加
者
に
説
明
を
行
っ
て

い
た
。ま
た
、説
明
会
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
農
業
者
に
は
１
月

31
日
付
け
で
説
明
会
資
料
を
送

付
し
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か

ら
の
意
見
は
、
農
業
委
員
及
び

推
進
委
員
の
適
正
な
配
置
に
つ

い
て
強
く
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　
条
例
附
則
に
お
い
て
七
飯
町

特
別
職
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
を
行
い
、
推
進
委
員

の
報
酬
は
活
動
時
間
か
ら
農
業

委
員
の
概
ね
75
％
と
し
、
年
額

２
５
９
，
０
０
０
円
と
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

条
例
の
内
容
を
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
政
令
で
定
め
る
基
準
と
農

業
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
管
理

で
き
る
面
積
か
ら
得
た
推
進
委

員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
農
業
者
へ
の
説
明
を
行
い

周
知
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

１
．事
件
名

　
平
成
28
年
議
案
第
82
号
水
道

事
業
統
合
等
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
28
年
12
月
15
日
、
平
成

29
年
１
月
31
日
、２
月
14
日
、22

日
の
４
日
間
、
委
員
会
を
開
催

し
、経
済
部
長
、水
道
課
長
の
出

席
を
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
修
正
可
決

（
２
）修
正
内
容

　
水
道
事
業
統
合
等
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

附
則
第
３
項
第
２
号
中
軍
川
第

一
配
水
区
軍
川
第
二
配
水
区
の

項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
３
）理
　
　
由

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
水

道
事
業
統
合
等
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
以

下
「
整
備
条
例
」
と
い
う
。）
は
、

平
成
22
年
３
月
に
厚
生
労
働
省

へ
提
出
し
た
簡
易
水
道
事
業
統

合
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
28
年

度
末
を
期
限
に
簡
易
水
道
事
業

を
廃
止
し
、
上
水
道
事
業
へ
統

合
す
る
七
飯
町
水
道
事
業
変
更

認
可
に
従
い
、
水
道
事
業
の
設

置
条
例
で
あ
る
七
飯
町
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

（
以
下
「
設
置
条
例
」
と
い
う
。）、

及
び
水
道
料
金
等
の
給
水
規
程

を
定
め
て
い
る
七
飯
町
水
道
事

業
条
例
（
以
下
「
事
業
条
例
」
と

い
う
。）を
変
更
認
可
の
内
容
に

沿
っ
て
一
部
改
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
こ
の
事
業
統
合

に
よ
り
配
水
区
ご
と
に
異
な
っ

て
い
た
水
道
料
金
を
統
一
す
る

こ
と
か
ら
、
負
担
の
公
平
性
の

原
則
に
基
づ
き
下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
町
内
同

一
料
金
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
ま

た
、
経
営
健
全
化
の
一
環
と
し

て
給
水
装
置
工
事
に
係
る
手
数

料
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
う

こ
と
か
ら
、
七
飯
町
公
共
下
水

道
条
例
（
以
下
「
下
水
道
条
例
」

と
い
う
。）並
び
に
事
業
条
例
に

つ
い
て
も
併
せ
て
、
一
部
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
整
備
条
例
の
第
１
条
に
は
、

設
置
条
例
の
一
部
改
正
を
規
定

し
、
事
業
統
合
に
伴
う
事
業
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
藤
城
簡
易

水
道
事
業
及
び
大
沼
簡
易
水
道

事
業
の
名
称
を
削
除
し
七
飯
町

水
道
事
業
へ
統
合
、
給
水
区
域

の
変
更
に
つ
い
て
は
、上
水
、簡

水
の
区
域
を
上
水
に
統
合
す
る

も
の
と
し
て
い
る
。ま
た
、計
画

給
水
人
口
を
２
７
，
９
９
０
人

か
ら
２
８
，
０
０
０
人
に
改
め
、

１
日
最
大
給
水
量
を
１
２
，
１

地　区　名

〈表１〉地区別の推進委員募集人数

大中山地区

七飯地区

藤城・峠下地区

大沼地区

大中山・大川・中野・中島・豊田

本町・桜町・鳴川・鳴川町・緑町・飯田町・鶴野

上藤城・藤城・峠下・仁山

大沼町・上軍川・軍川・東大沼・西大沼

２人

１人

１人

２人

地区の詳細 募集人数

経

済

産

業

大　沼
配水区 一般用

１３mm

２０mm

２５mm

４０mm

５０mm

７５mm

８㎥まで

１,１５０円

８㎥まで

１,３００円

８㎥まで

２,４００円

５,３００円

９,０００円

１９,０００円

８㎥を超える

１㎥につき

１１０円

１㎥につき

１１０円
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１
８
㎥
／
日
か
ら
１
１
，
４
１

０
㎥
／
日
に
改
め
る
と
し
て
い

る
。

　
整
備
条
例
第
２
条
に
は
、
事

業
統
合
に
伴
う
事
業
条
例
の
一

部
改
正
を
規
定
し
、
事
業
条
例

の
題
名
を
七
飯
町
水
道
事
業
給

水
条
例
に
改
め
、
題
名
の
次
に

目
次
を
加
え
て
章
立
て
の
条
例

と
す
る
と
し
て
い
る
。

　
事
業
条
例
第
２
条
に
規
定
す

る
事
業
の
種
類
（
七
飯
上
水
道

事
業
、藤
城
簡
易
水
道
事
業
、大

沼
簡
易
水
道
事
業
）は
、事
業
統

合
に
よ
り
規
定
す
る
必
要
が
な

く
な
る
た
め
廃
止
を
す
る
と
し

て
い
る
。

　
事
業
条
例
第
26
条
に
規
定
す

る
料
金
は
、
別
表
第
１
を
改
正

し
、
水
道
法
第
14
条
第
２
項
第

４
号
の
規
定
（
特
定
の
者
に
対

し
て
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

を
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。）

及
び
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
最
長
２
年
半
の
経
過
措
置

を
設
け
段
階
的
に
料
金
改
定
を

し
て
、
七
飯
上
水
道
の
料
金
と

の
統
一
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　
附
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
経

過
措
置
に
つ
い
て
は
、
大
沼
簡

水
大
沼
配
水
区
を
平
成
29
年
10

月
１
日
に
料
金
統
合
を
し
、
軍

川
第
１
配
水
区
及
び
軍
川
第
２

配
水
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
10
月
１
日
、
平
成
30
年
10
月

１
日
、
平
成
31
年
10
月
１
日
の

３
段
階
に
分
け
て
統
一
を
す
る

と
し
て
い
る
。

　
事
業
条
例
第
32
条
に
規
定
す

る
手
数
料
は
、
給
水
装
置
工
事

に
係
る
手
数
料
の
設
定
か
ら
18

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
費
用
の
算
定
を
見
直
し
、
別

表
第
２
を
改
正
す
る
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
事
業
条
例
に
第
32
条

の
２
を
追
加
し
、
配
水
管
等
の

設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
所
等
の

水
道
使
用
の
申
し
込
み
に
対
し

て
、
新
た
に
工
事
負
担
金
の
納

付
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
規
定
と
し
て
い
る
。

　
整
備
条
例
第
３
条
に
は
、
下

水
道
条
例
の
一
部
改
正
を
規
定

し
、
負
担
の
公
平
性
の
原
則
に

基
づ
き
町
内
の
下
水
道
使
用
料

を
統
一
す
る
た
め
改
正
す
る
と

し
て
い
る
。

　
下
水
道
条
例
第
17
条
に
規
定

す
る
使
用
料
の
算
定
方
法
の
料

金
表
を
別
表
に
改
め
、
大
沼
処

理
区
の
使
用
料
を
七
飯
処
理
区

と
統
一
を
す
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
沼
処
理
区
区
域
外

流
入
を
大
沼
処
理
区
町
外
流
入

と
し
、
区
域
外
流
入
と
し
て
い

た
町
内
の
利
用
者
を
大
沼
処
理

区
へ
編
入
を
す
る
と
し
て
い
る
。

　
条
例
改
正
に
伴
い
影
響
を
受

け
る
対
象
者
及
び
影
響
額
は
、

〈
表
１
〉の
と
お
り
と
な
っ
て
い

る
。

　
水
道
料
金
改
定
に
よ
る
住
民

周
知
に
つ
い
て
は
、
水
道
法
第

14
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、

新
料
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
日
ま
で
に
周
知
を
完
了
し

て
お
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

町
で
は
当
初
２
月
中
旬
に
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い

た
が
、当
委
員
会
で
は
、現
時
点

（
１
月
31
日
）に
お
い
て
も
説
明

時
期
と
し
て
は
遅
い
の
で
は
な

い
か
と
申
し
入
れ
、
前
倒
し
で

説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
説
明
会
等
の
参
加
者
か
ら
は
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
た
。

　
説
明
会
は
、
２
月
２
日
に
大

沼
地
区
の
町
内
会
長
を
対
象
に

事
前
説
明
会
を
開
催
し
、
２
月

５
日
か
ら
２
月
７
日
に
か
け
て

大
沼
地
区
全
戸
に
水
道
料
金
改

定
の
チ
ラ
シ
を
配
布
、
２
月
10

日
に
大
沼
多
目
的
会
館
、
大
沼

婦
人
会
館
、
２
月
13
日
に
軍
川

振
興
会
館
、
２
月
20
日
に
西
大

沼
会
館
で
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、大
口
需
要
者
、農
業
生
産
者

へ
は
個
別
に
説
明
を
行
っ
て
い

る
。

　
２
月
13
日
ま
で
の
説
明
会
等

に
お
け
る
主
な
意
見
に
つ
い
て

は
、
大
沼
地
区
で
の
説
明
会
で

は
、
水
道
料
金
の
改
定
に
は
止

む
を
得
な
い
も
の
の
、
段
階
的

な
値
上
げ
に
つ
い
て
回
数
（
２

回
な
い
し
３
回
）
の
配
慮
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
見

が
多
数
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
住
民
理
解
や
合
意
を

得
る
過
程
に
お
い
て
は
、
地
域

の
声
を
で
き
る
だ
け
聴
き
取
り
、

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

意
見
や
、
も
う
少
し
早
い
段
階

で
の
周
知
が
必
要
で
あ
る
と

い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　
軍
川
地
区
で
の
説
明
会
で
は
、

軍
川
地
区
の
簡
易
水
道
事
業
の

経
過
を
考
え
る
と
料
金
改
定
は

平
等
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。

　
大
沼
地
区
の
大
口
需
要
者
へ

の
個
別
説
明
で
は
、
料
金
改
定

は
お
お
む
ね
理
解
を
得
ら
れ
た

も
の
の
、
企
業
経
営
者
と
し
て

は
影
響
が
大
き
く
２
年
程
度
で

改
定
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
料
金
改
定
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
農
業
生
産
者
へ
の
個
別
説

明
で
は
、
料
金
改
定
に
は
一
定

の
理
解
を
い
た
だ
い
た
が
、
井

戸
の
掘
削
に
対
す
る
補
助
や
営

農
支
援
対
策
を
求
め
る
意
見
が

あ
っ
た
。

　
酪
農
組
合
役
員
会
で
の
説
明

で
は
、
料
金
改
定
に
つ
い
て
は

理
解
を
得
ら
れ
た
が
、
町
が
井

戸
の
掘
削
に
対
す
る
補
助
金
の

支
出
に
つ
い
て
は
、
反
対
の
意

見
で
あ
っ
た
。

　
修
正
内
容
は
、町
は
、大
沼
配

水
区
に
お
け
る
料
金
の
改
定
を

平
成
29
年
10
月
１
日
の
１
回
で

行
う
と
し
て
い
た
が
、
地
域
住

民
及
び
事
業
経
営
者
か
ら
の
意

見
を
考
慮
し
、
平
成
29
年
10
月

１
日
と
平
成
30
年
10
月
１
日
の

２
回
に
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

条
例
の
内
容
を
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
国
の
方
針
に
従
い
簡
易
水

道
事
業
を
廃
止
し
、
上
水
道
事

業
へ
統
合
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、か
つ
、修
正
内
容
も

地
域
の
影
響
を
考
慮
し
修
正
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採

決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
修
正

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

付
帯
意
見

　
当
委
員
会
で
は
修
正
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
た
が
、
委
員
会

の
総
意
と
し
て
地
域
に
理
解
を

得
る
た
め
に
は
説
明
す
る
時
期

が
遅
く
、
今
後
も
継
続
し
て
理

解
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
丁

寧
な
説
明
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、簡
易
水
道
の
事
業
、経
緯

や
営
農
者
へ
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
営
農
支

援
策
を
講
ず
る
こ
と
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

〈表１〉影響を受ける対象者・影響額
事　業　条　例

対　象　者

影　響　額

下　水　道　条　例
水道料金の変更 手数料の変更 下水道使用料の変更

大沼簡易水道
大沼配水区　１,００５件
軍川第１配水区　９６件
軍川第２配水区　４６件

１. 水道料金・下水道使用料の改定による影響額の試算は、平成２８年１２月調定水量を基に試算している。
２. 給水装置工事手数料の改定による影響額の試算は、過去 5年の平均申請件数を基に試算している。

１,１６１,９７０円／月 ４２８,９１４円／年 ３５,１７０円／月

申請者（年間平均）
設計審査　１６３件
工事検査　１６１件
設計手数料　　３件

大沼処理区
処理区域内　４９３件
区域外（町内）　　６件
区域外（町外）　　１件
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◆
地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

１
．調
査
の
目
的

　
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、

利
用
状
況
及
び
今
後
の
施
設
整

備
計
画
を
把
握
す
る
た
め
、
調

査
を
行
っ
た
。

２
．調
査
の
方
法

　
地
域
セ
ン
タ
ー
の
建
築
年
度
、

耐
用
年
数
、
減
価
償
却
及
び
利

用
状
況
に
関
す
る
資
料
の
提
出

を
求
め
、総
務
部
長
、総
務
財
政

課
長
へ
説
明
の
聴
取
及
び
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

３
．地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
１
）本
町
地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

　
本
町
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
44
年
よ
り
建
設
を
開
始
し
て

翌
45
年
11
月
に
完
成
し
利
用
を

開
始
し
て
い
る
。
当
時
は
財
政

的
な
事
情
か
ら
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　 

ま
た
公
民
館
機
能
を
併
せ

持
っ
た
七
飯
公
民
館
と
し
て
規

模
、
内
容
と
も
に
町
内
の
公
民

館
の
中
心
的
な
役
割
り
を
果
た

す
施
設
で
あ
っ
た
。
工
事
費
は

７
１
，５
０
０
千
円
、用
地
取
得

費
、
初
年
度
調
度
費
等
を
含
め

た
総
事
業
費
は
９
３
，
２
２
５

千
円
と
大
き
な
事
業
費
と
な
っ

て
い
た
。

　
そ
の
後
、
町
の
人
口
が
昭
和

45
年
の
１
７
，
７
４
０
人
か
ら

平
成
５
年
に
は
２
６
，
３
２
４

人
と
８
，５
８
４
人
増
加
し
、社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
狭
隘
と

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
平
成
６

年
２
月
よ
り
七
飯
町
ま
ち
づ
く

り
推
進
セ
ン
タ
ー（
以
下「
文
化

セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
整
備

を
着
工
し
、
平
成
７
年
12
月
に

完
成
、
平
成
８
年
２
月
に
開
館

と
な
っ
た
。
文
化
セ
ン
タ
ー
は

芸
術
ホ
ー
ル
と
し
て
の
側
面
と

と
も
に
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
利
用
が
開
始
さ
れ
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
開
館
に
伴
い
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
図
書
室
と
パ
ソ

コ
ン
室
の
利
用
が
主
な
も
の
と

な
っ
た
。
事
務
室
等
の
有
効
活

用
の
観
点
か
ら
七
飯
町
社
会
福

祉
協
議
会
や
七
飯
町
高
齢
者
事

業
団
（
現
公
益
社
団
法
人
七
飯

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

が
活
用
し
て
お
り
、
ま
た
平
成

15
年
４
月
か
ら
は
名
称
を
「
地

域
セ
ン
タ
ー
」と
改
称
し
、貸
室

を
主
と
す
る
目
的
と
し
て
利
用

が
開
始
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
10
年
間
の
修
繕
状
況

を
み
る
と
５
，０
１
７
，６
５
８

円
と
な
っ
て
お
り
、
徐
々
に
で

は
あ
る
が
修
繕
料
が
増
加
し
て

き
て
い
る
。
町
は
利
用
者
の
使

用
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
修
繕

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
貸
室
に
つ
い
て
は
、
５
室
の

貸
室
が
あ
り
平
成
18
年
度
よ
り

七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
七

飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

七
飯
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会（
以
下「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
」
と
い
う
。）
が
利
用

し
て
い
る
。
七
飯
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
10
月
下
旬
よ
り
鶴
野

地
域
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を
移

転
し
た
こ
と
か
ら
現
在
１
室
が

空
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
委
員
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
が
利
用
し
た
場

合
に
使
用
料
が
発
生
し
な
い
理

由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
町

か
ら
は
現
行
の
七
飯
町
地
域
セ

ン
タ
ー
条
例
の
減
免
規
定
に
基

づ
き
免
除
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し

て
い
る
団
体
で
あ
れ
ば
減
免
対

象
と
な
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

（
２
）鶴
野
地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

　
鶴
野
地
域
セ
ン
タ
ー
は
七
飯

町
立
鶴
野
小
学
校（
以
下「
鶴
野

小
学
校
」と
い
う
。）と
し
て
、平

成
８
年
２
月
に
校
舎
棟
を
２
７

３
，７
７
４
千
円
、平
成
９
年
１

月
に
体
育
館
を
１
９
４
，
２
５

８
千
円
の
事
業
費
で
整
備
し
た
。

　
地
域
町
内
会
か
ら
児
童
数
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
閉
校
の

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
平
成
26
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
す
る

こ
と
に
決
定
し
、
鶴
野
小
学
校

は
七
飯
町
立
七
重
小
学
校
に
統

合
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
、検
討
し
た
結
果
、平
成

29
年
４
月
１
日
よ
り
鶴
野
地
域

セ
ン
タ
ー
と
し
て
研
修
の
場
及

び
貸
室
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
先
に
も
報
告
し
て

い
る
が
、
平
成
28
年
10
月
下
旬

よ
り
七
飯
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
貸
室
の
利
用
を
開
始

し
て
い
る
。

　
委
員
か
ら
は
、
鶴
野
小
学
校

建
設
補
助
金
等
の
返
還
の
有
無
、

鶴
野
小
学
校
の
歴
史
的
掲
示
物

等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
現
在

教
育
委
員
会
よ
り
北
海
道
教
育

委
員
会
を
経
由
し
て
文
部
科
学

省
へ
届
出
を
提
出
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
国
等
へ
の
補
助
金

返
還
は
な
い
と
考
え
る
が
、
結

果
次
第
で
は
起
債
に
対
す
る
一

括
償
還
や
残
存
価
格
が
あ
る
場

合
に
は
学
校
教
育
を
主
と
す
る

も
の
を
使
途
と
す
る
目
的
で
、

基
金
を
設
置
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
歴

史
的
掲
示
物
に
つ
い
て
は
、
町

内
会
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し

て
保
存
方
法
、
掲
示
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
と
回
答
が
あ
っ

た
。

常
任
委
員
会
活
動
報
告

【
所
管
事
務
調
査
】
要
旨
を
掲
載

総

務

財

政

表１ 本町地域センター
昭和４４年１２月１６日～昭和４５年１１月１５日

鉄筋コンクリート造（地下１階・地上２階）

５０年

平成２８年３月３１日現在理論上減価償却額
（構造等による再建築費を参考とした場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５７，２９９，３４４円
（上記工事費の場合）　　　　　６４，９４５，８３３円

昭和４５年建設となっていることから、耐震診断は

行っていない

建設年度（工期）
構 造
減価償却資産耐用年数

減 価 償 却

耐 震 の 状 況

表2 鶴野地域センター
校舎棟：平成７年６月２６日～平成８年２月１６日
体育館：平成８年６月２６日～平成９年１月２２日

校舎棟：４７年
体育館：３４年

平成２８年３月３１日現在理論上減価償却額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校舎棟：１２６，４８３，５８８円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体育館：１１６，５５４，８００円

平成７年以降の建設のため、耐震基準は改正
された基準に適合した建築物

校舎棟：鉄筋コンクリート造（平屋）
体育館：１階鉄筋コンクリート造、２階鉄骨造　混合構造

建設年度（工期）

構 造

減価償却資産耐用年数

減 価 償 却

耐 震 の 状 況
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民

生

文

教

（
３
）大
中
山
地
域
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　
大
中
山
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、

中
島
に
進
出
し
て
い
る
株
式
会

社
ジ
ェ
イ
デ
バ
イ
ス
の
労
働
組

合
が
所
有
し
て
い
た
建
物
を
平

成
27
年
４
月
６
日
付
で
町
有
財

産
売
買
契
約
を
締
結
し
、
８
６

４
千
円（
消
費
税
込
）で
購
入
し

て
い
た
。
こ
の
建
物
は
平
成
７

年
に
建
設
さ
れ
、
工
事
費
は
３

４
，
０
０
０
千
円
と
な
っ
て
い

た
。
購
入
後
は
隣
接
す
る
体
育

館
（
現
七
飯
町
大
中
山
地
域
体

育
館
）の
供
用
日
と
同
じ
く
、仮

運
用
と
し
て
「（
仮
称
）
大
中
山

地
域
体
育
館
附
属
会
館
」
と
し

て
一
般
利
用
を
開
始
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

◆
健
康
セ
ン
タ
ー
（
ア
ッ
プ
ル

温
泉
）
の
現
状
と
運
営
状
況
に

つ
い
て

１
．調
査
の
目
的

　
健
康
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
運

営
の
状
況
と
今
後
の
方
向
性
を

把
握
す
る
た
め
、
調
査
を
行
っ

た
。

２
．調
査
の
方
法

　
健
康
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
、

建
設
当
時
の
概
要
、
施
設
修
繕

及
び
地
盤
等
の
状
況
、
指
定
管

理
等
の
検
討
状
況
、
他
町
村
に

お
け
る
温
泉
施
設
の
指
定
管
理

状
況
、温
泉
源
の
利
用
状
況
、温

泉
源
に
関
す
る
修
繕
の
状
況
に

関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
、

民
生
部
長
、
福
祉
課
参
事
へ
の

聴
取
及
び
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

３
．健
康
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に

つ
い
て

（
１
）概
要
及
び
収
支
の
状
況
に

つ
い
て

　
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
10

年
５
月
よ
り
建
設
を
開
始
し
て

翌
11
年
３
月
に
完
成
し
開
業
し

て
い
る
。
総
事
業
費
は
５
０
１
，

４
６
９
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

敷
地
面
積
は
１
０
，
４
７
４
㎡
、

延
床
面
積
は
９
０
６
．
１
７
㎡
、

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

平
屋
建
で
あ
る
。
既
に
開
業
か

ら
17
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

健
康
セ
ン
タ
ー
本
体
や
泉
源
施

設
の
修
繕
、
改
修
が
増
え
て
き

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
運
営
に
つ
い
て
は
、
開
業
当

時
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

主
な
要
因
と
し
て
は
、
経
年
劣

化
に
よ
る
修
繕
費
等
の
増
加
の

影
響
も
あ
る
が
、
利
用
者
の
減

少
に
よ
る
温
泉
使
用
料
収
入

（
以
下
「
使
用
料
収
入
」
と
い

う
。）の
減
少
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
使
用
料

収
入
は
、
開
業
当
初
の
平
成
11

年
度
は
５
２
，
０
０
５
千
円
で
、

露
天
風
呂
新
設
の
翌
年
度
で
あ

る
平
成
14
年
度
に
は
６
１
，
０

８
９
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
使

用
料
収
入
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。

平
成
15
年
度
以
降
の
使
用
料
収

入
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
さ

ら
に
高
齢
者
200
円
割
引
を
開
始

し
た
平
成
19
年
度
以
降
は
４
０
，

０
０
０
千
円
を
下
回
る
額
と

な
っ
て
い
た
。
平
成
27
年
度
決

算
で
は
３
３
，
０
９
１
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
14
年
度
と

比
較
し
て
45
．
８
％
の
収
入
減

と
な
っ
て
い
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
収
入
対
策

と
し
て
、
健
康
セ
ン
タ
ー
と
同

じ
泉
源
を
利
用
し
て
い
る
社
会

福
祉
法
人
七
飯
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
な
か
の
苑
）
と
社
会
福
祉

法
人
な
な
え
福
祉
会
（
渡
島
養

護
老
人
ホ
ー
ム
好
日
園
）
と
町

が
温
泉
泉
源
ポ
ン
プ
電
気
料
負

担
割
合
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

で
い
る
。

　
委
員
か
ら
は
施
設
規
模
か
ら

考
え
て
利
用
者
を
増
や
す
こ
と

は
可
能
か
ど
う
か
、
ま
た
町
民

の
健
康
増
進
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
実
施

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
利

用
者
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
利
用
者
数
の
増
加
は
施
設
の

規
模
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
混
み
合
い
、

浴
槽
の
お
湯
が
汚
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
と
回
答
が
あ
っ

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
等
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
現
在
実
施

し
て
い
る
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
、
ま
た
平
成
29
年
度
よ
り
試

験
的
に
平
日
の
中
人
以
下
（
12

歳
未
満
）
の
利
用
を
無
料
と
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　
次
の
表
１
か
ら
表
４
は
概
要

及
び
収
支
に
関
す
る
資
料
で
あ

る
。

　
委
員
か
ら
は
、
現
在
使
用
し

て
い
る
団
体
の
平
成
29
年
４
月

１
日
以
降
の
使
用
料
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
新
た
に
施
行

す
る
七
飯
町
地
域
セ
ン
タ
ー
条

例
で
も
使
用
料
の
減
免
規
定
を

設
け
て
い
る
が
、
会
社
等
の
研

修
で
使
用
す
る
場
合
は
有
料
、

福
利
厚
生
で
使
用
す
る
場
合
は

減
免
し
た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

（
４
）今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い

て　
今
後
の
改
築
等
に
つ
い
て
は
、

七
飯
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
人
口
減
少
に
伴

う
歳
入
の
減
少
が
予
測
さ
れ
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
公
共
資
産
等
、
道
路
、
橋
梁
、

下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
、

庁
舎
、
校
舎
な
ど
の
ハ
コ
モ
ノ

資
産
が
老
朽
化
し
、
そ
の
維
持

管
理
費
、
更
新
費
用
が
膨
大
な

も
の
に
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

て
い
る
。
現
状
に
お
い
て
は
改

築
等
の
計
画
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
今
後

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
た
。

４
．ま
と
め

　
七
飯
町
地
域
セ
ン
タ
ー
条
例

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
第
４

回
定
例
会
に
鶴
野
地
域
セ
ン

タ
ー
、
大
中
山
地
域
セ
ン
タ
ー

を
加
え
る
た
め
の
条
例
改
正
の

議
案
を
提
出
し
可
決
さ
れ
て
い

る
。
施
行
は
平
成
29
年
４
月
１

日
と
な
り
、
本
条
例
及
び
規
則

等
に
基
づ
き
利
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。

　
本
町
地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
老
朽
化
も
著
し

い
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り
早

く
今
後
の
方
向
性
を
協
議
、
検

討
し
て
安
全
な
施
設
と
な
る
よ

う
整
備
す
る
と
と
も
に
、
施
設

の
改
修
、改
築
に
つ
い
て
は
、町

の
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
財
政

面
に
配
慮
す
る
こ
と
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
貸
室
に
つ

い
て
ま
だ
空
き
室
が
あ
り
、
研

修
室
に
つ
い
て
も
稼
働
率
の
向

上
、
利
用
の
促
進
を
図
り
使
用

料
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
を
望

み
委
員
会
報
告
と
す
る
。

表3 大中山地域センター
平成７年７月完成

鉄骨造（平屋）

３４年

平成２８年３月３１日現在理論上減価償却額
（取得価格を基礎とした場合）　　　　　５１，８４０円
（後日判明した工事費の場合）　２１，１６５，０００円

平成７年以降の建設のため、耐震基準は改正

された基準に適合した建築物

建 設 年 度

構 造

減価償却資産耐用年数

減 価 償 却

耐 震 の 状 況
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（
２
）指
定
管
理
に
つ
い
て

　
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
第
４
次

七
飯
町
行
政
改
革
大
綱
の
中
で

民
間
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
営
業
力
強
化
に
よ
り
、
利
用

者
増
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
民
営
化
も
視
野
に
入

れ
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

た
。
し
か
し
健
康
セ
ン
タ
ー
は

市
街
化
調
整
区
域
に
建
築
さ
れ
、

都
市
計
画
法
第
29
条
第
３
号
に

該
当
す
る
公
益
上
必
要
な
も
の

と
し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
民
間
が
現
在
の
営
業
形
態

で
営
業
を
行
っ
た
場
合
は
、
利

益
を
見
込
め
な
い
こ
と
や
地
盤

の
不
具
合
に
よ
る
施
設
改
修
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
指
定
管
理
等
の
検
討
に
つ

い
て
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
し

た
後
に
再
度
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
渡
島
檜
山
管
内
の
指

定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
を
み

る
と
七
飯
町
以
外
の
公
共
温
泉

７
か
所
の
う
ち
知
内
町
、
森
町

が
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

し
て
お
り
、
他
の
５
市
町
で
は

直
営
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
委
員
か
ら
は
利
益
を
見
込
め

な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
に
実
施
す
る
と
利
益
を

見
込
め
る
の
か
積
極
的
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
質
疑

が
あ
り
、
食
堂
等
を
開
設
す
る

こ
と
は
法
律
上
難
し
い
が
、
物

販
等
に
つ
い
て
は
可
能
性
は
あ

る
の
で
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

（
３
）地
盤
不
具
合
の
状
況
に
つ

い
て

　
平
成
26
年
度
に
施
設
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
女
子
露
天

風
呂
で
は
浴
槽
内
で
15
㎜
、
塀

周
り
で
124
㎜
、
男
子
露
天
風
呂

で
は
浴
槽
内
で
23
㎜
、
塀
周
り

で
49
㎜
の
高
低
差
が
あ
り
、
健

康
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
も
、

最
大
で
144
㎜
の
高
低
差
が
あ
る

調
査
結
果
と
な
っ
て
い
た
。
原

因
と
し
て
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

本
体
は
、
建
設
時
に
杭
施
工
が

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
盛
土
で

あ
る
た
め
地
盤
が
緩
か
っ
た
こ

と
か
ら
地
盤
沈
下
が
起
こ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
も
現
地
調

査
を
行
い
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
。
委
員
か
ら
は
使
用
に
つ
い

て
の
安
全
性
と
改
修
時
期
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
耐
震
基

準
は
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
他
必
要
な
部
分
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

Ｈ２３

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

37,676,001

35,197,405

34,944,879

37,086,584

37,208,384

47,285,079

54,758,010

55,928,788

52,564,769

48,072,843

▲9,609,078

▲19,560,605

▲20,983,909

▲15,478,185

▲10,864,459

（単位：円）【表３　過去５年の収支の状況】

年　度 収　入 支　出 収支差引計
露天風呂新設

サンドセパレーター設置

温泉メーター設置

露天風呂東屋建築

排砂弁小屋設置

露天風呂新設工事設計

マッサージ器

合　　　計

H13

H22

H22

H24

H25

H13

H21

19,467,000

3,202,500

1,260,000

3,517,500

1,291,500

651,000

911,400

30,300,900

【表１　主な改修状況】 （単位：円）

区　分 年度 内　容 金　額

工事請負費

（ 改 修 ）

委 託 料

備 品 購 入

（単位：円）【表２　主な修繕状況】
区　分 年度 内　容 金　額

温泉ポンプ制御板取替

健康センター脱衣室床張替

プレート熱交換器補修

温泉ポンプ入替

温泉給水管交換

温泉給排水管交換

浴室壁塗替

健康センターボイラー取替

エネルギー効率利用

熱交換器清掃

温泉泉源清掃

井戸点検

熱交換器フィルター交換清掃

健康センター内風呂・露天風呂他調査

券売機

脱衣及び下足用コインロッカー

脱衣及び下足用コインロッカー

貯湯槽補給水電動弁・水位制御用フロート交換

電磁三方弁漏水

機械室内ミキシングバブル取替

井戸ポンプ取替

男子トイレ床

循環ポンプ取替

男女脱衣室タイルカーペット張替

男子サウナ室腰掛台すのこ板取替

浴室電動シャッター取替

男女脱衣室排煙窓修繕

男女サウナ室修繕

合　　　計

H13

H14

H14

H21

H22

H22

H23

H24

H25

H22

H22

H22

H24

H26

H21

H25

H26

H23

H23

H24

H24

H25

H25

H26

H26

H26

H26

H27

598,500

593,250

609,000

1,837,500

1,606,500

5,670,000

2,730,000

9,408,000

7,171,500

1,417,500

4,809,000

1,102,500

1,441,650

1,674,000

1,321,950

2,142,000

2,694,600

446,250

336,000

336,000

913,500

304,500

330,750

486,000

469,800

322,920

475,200

615,600

51,863,970

工事請負費

（ 改 修 ）

委 託 料

備 品 購 入

需 用 費

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ１４

Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２７

315日

316日

305日

319日

320日

315日

317日

318日

320日

319日

319日

304日

306日

318日

320日

315日

316日

113,637

103,635

122,172

132,405

111,490

97,550

96,135

103,887

100,551

92,682

92,951

82,292

79,360

78,708

76,749

76,349

76,206

7,161

5,483

6,987

8,020

5,950

4,961

4,837

4,521

4,043

3,860

3,677

3,233

3,003

3,0 02

2,734

2,664

2,680

7,526

5,888

7,466

8,949

6,719

5,973

6,046

5,962

5,037

4,604

4,004

3,078

3,066

3,055

2,854

2,666

2,233

32,469

32,528

35,571

42,397

47,324

50,758

36,695

27,306

34,357

35,918

35,229

33,046

35,108

37,280

40,363

43,131

42,156

160,793

147,534

172,196

191,771

171,483

159,242

143,713

141,676

143,988

137,064

135,861

121,649

120,537

122,045

122,700

124,810

123,275

（単位：人）【表４　利用者の状況】

※平成１９年度以降は高齢者割引を利用した利用者数

年度 大人 計営業
日数

中人
6歳以上
12 歳未満

小人
（6歳未満）

大人
（割引適用）（　　　　）
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４
．ま
と
め

　
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、「
町
民
の

心
身
の
保
養
と
健
康
を
増
進
し
、

活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
振

興
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
業
し
運
営
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
営
利
を
目
的
と

し
た
施
設
で
は
な
い
が
近
年
の

収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
こ
の
赤

字
の
圧
縮
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
使
用
料
収
入
に
よ
る
収
入

増
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
よ

り
一
層
使
用
料
収
入
の
増
加
と

支
出
の
削
減
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
事
業
を
実
施
す

る
場
合
に
は
現
場
が
混
乱
し
な

い
よ
う
に
配
慮
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、健
康
セ
ン
タ
ー
の「
泉

質
は
非
常
に
い
い
」
と
い
う
声

を
聞
く
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
バ
ナ
ー
を
活
用
し
、
町
内

の
民
間
温
泉
施
設
と
併
せ
て
幅

広
く
周
知
す
る
な
ど
、
経
費
の

か
か
ら
な
い
工
夫
が
必
要
と
考

え
る
。

　
さ
ら
に
地
盤
の
沈
下
に
つ
い

て
は
、
専
門
的
な
第
三
者
機
関

に
依
頼
し
て
、設
計
、施
工
上
の

不
備
、地
盤
の
状
況
、健
康
被
害

の
有
無
等
の
調
査
が
必
要
と
考

え
る
。

　
以
上
３
点
に
つ
い
て
、
早
急

に
検
討
し
て
対
応
す
る
こ
と
を

望
み
委
員
会
報
告
と
す
る
。

１
．
平
成
28
年
９
月
１
日
に
第

10
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
た

が
、
協
議
事
項
へ
入
る
前
に
委

員
よ
り
特
別
委
員
会
の
視
察
に

際
し
議
長
が
同
行
し
た
目
的
と
、

特
別
委
員
会
に
出
席
を
し
て
い

な
い
理
由
の
質
疑
が
出
さ
れ
、

次
回
委
員
長
よ
り
回
答
を
す
る

こ
と
と
し
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

２
．
平
成
28
年
10
月
５
日
に
第

11
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
よ
り
前
回
の
委
員
か
ら

の
質
疑
に
対
し
、
議
長
の
特
別

委
員
会
行
政
視
察
の
同
行
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
代
表
と
し
て

行
政
視
察
に
同
行
し
、
視
察
先

へ
の
表
敬
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
第
６
回
目
の
委
員
会
で
議

長
が
同
行
す
る
こ
と
は
委
員
会

で
確
認
済
み
で
あ
り
、
行
政
視

察
の
内
容
及
び
委
員
会
と
し
て

の
意
見
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

に
諮
り
９
月
定
例
会
に
お
い
て

報
告
済
み
で
あ
る
。

　
議
長
の
委
員
会
へ
の
出
席
は
、

地
方
自
治
法
第
105
条
の
規
定
に

よ
り
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
長
は
、
委
員
会
に
出

席
し
発
言
す
る
こ
と
が
で
き

る
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
議
員
必
携
に
は
、「
委
員
会
で

の
議
長
の
発
言
に
つ
い
て
は
別

段
の
制
限
は
加
え
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
単
に
議
長
の
事
務
統

理
権
、
あ
る
い
は
議
事
整
理
権

に
基
づ
く
発
言
に
限
る
も
の
で

は
な
く
、
議
案
の
内
容
に
つ
い

て
の
質
疑
や
意
見
を
述
べ
る
こ

と
も
差
し
支
え
な
い
と
の
見
解

も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
議

長
」と
し
て
は
、個
々
具
体
の
政

策
判
断
ま
で
は
論
及
す
べ
き
で

は
な
く
、
委
員
会
運
営
の
基
本

委
員
長
　
長
　
谷
　
川
　
　
生
　
人

北
海
道
新
幹
線
等
の
利
活
用
・
地
方
創
生

対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
27
年
６
月
15
日
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
当

特
別
委
員
会
が
、
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
中
間
報
告
を

し
た
以
後
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
結
果
を
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

〈表１〉道の駅に係る関係業務委託契約状況

入 札 方 法

入 札 日
入札参加業者
契 約 日
施 工 業 者
予 定 価 格
契 約 金 額
落 札 比 率

工 　 　 期

業 務 概 要

業　務　名 支障物件調査委託

指名競争入札

平成 28年 2月 10 日

5社

平成 28 年 2月 12 日

㈱光栄コンサルタント

2,127,600 円

1,987,200 円

93.4%

平成 28 年 2月 15 日

平成 28 年 4月 20 日

・現地踏査
・木造建物　 1棟
・農家敷地　２戸
・工作物　２箇所
・動産調査、消費税、調査等

指名競争入札

平成 28年 2月 10 日

4社

平成 28 年 2月 12 日

㈱ドーコン

14,083,200 円

13,197,600 円

93.7%

平成 28 年 2月 15 日

平成 28 年 6月 30 日

・外構設計

・道路詳細設計

･用地測量

・家屋調査（茅葺住宅）等

随意契約（プロポーザル）

平成 28年 3月 24 日

10 社

平成 28 年 3月 28 日

㈱二本柳慶一建築研究所

5,788,800 円

4,946,400 円

85.4%

平成 28 年 3月 29 日

平成 28 年 8月 31 日

・道の駅建物 900 ㎡程度

  の基本設計業務

平成 28年 9月 30 日

1社

平成 28 年 10 月 3日

㈱二本柳慶一建築研究所

20,898,000 円

20,520,000 円

98.2%

平成 28 年 10 月 4日

平成 29 年 3月 30 日

・道の駅建物 900 ㎡程度

  の新築工事実施設計業務

随意契約（プロポーザル

に係る１社随意契約）

外構設計委託 建物基本設計委託 新築工事実施設計委託
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的
あ
り
方
に
限
定
し
て
の
大
所

高
所
か
ら
の
指
導
的
立
場
の
発

言
に
と
ど
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。」と
さ
れ
て
い
る
。

　
結
果
、
議
長
の
委
員
会
へ
の

出
席
は
、
あ
く
ま
で
議
長
の
任

意
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

委
員
会
で
の
発
言
に
つ
い
て
も
、

審
議
又
は
調
査
の
内
容
に
つ
い

て
は
ひ
か
え
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
説
明
を
し
た
。

　
次
に
経
済
部
長
、
都
市
住
宅

課
長
、
商
工
観
光
課
長
の
出
席

を
求
め
、
要
求
し
た
資
料
に
基

づ
き
聴
取
を
行
っ
た
。

〈
１
〉道
の
駅
に
係
る
関
係
業
務

委
託
契
約
状
況
に
つ
い
て
は
、

支
障
物
件
調
査
委
託
、
外
構
設

計
委
託
、
建
物
基
本
設
計
委
託
、

新
築
工
事
実
施
設
計
委
託
の
４

件
で
あ
り
、
新
築
工
事
実
施
設

計
委
託
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
３
月
30
日
ま
で
の
工
期
と

な
っ
て
お
り
、
他
の
３
件
に
つ

い
て
は
完
了
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。契
約
状
況
は〈
表

１
〉の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
２
〉七
飯
町
道
の
駅
基
本
設
計

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
考
え

方
は
平
成
27
年
度
に
作
成
し
た

七
飯
町
道
の
駅
基
本
計
画
で
整

理
し
た「
食
」と「
歴
史
」の
発
信

･

交
流
拠
点
、賑
わ
い
の
場
・
地

域
連
携
の
場
の
創
出
、
情
報
発

信
の
場
、
快
適
な
休
憩
施
設
と

し
て
い
る
。

　
設
計
条
件
の
整
理
で
は
、
七

飯
町
道
の
駅
基
本
計
画
や
特
記

仕
様
書
等
を
基
に
設
計
条
件
を

整
理
し
、敷
地
、道
の
駅
本
体
棟
、

外
構
施
設
、
そ
の
他
の
４
項
目

と
し
て
い
る
。

計
画
地
の
概
要
は
、
敷
地
面
積

２
２
，０
２
１
．30
㎡
で〈
表
２
〉

の
と
お
り
で
あ
る
。

建
物
の
概
要
は
、
建
築
面
積
１
，

１
７
５
．10
㎡
で
〈
表
３
〉
建
築

計
画
概
要
と
、〈
表
４
〉面
積
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
建
築
計
画
、
全
体
平
面
計
画

で
は
、
建
物
の
中
央
部
分
が
メ

イ
ン
の
入
口
と
な
り
、
建
物
右

側
が
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
左
側
が

物
販
ゾ
ー
ン
、
ト
イ
レ
ゾ
ー
ン

と
な
っ
て
い
る
。

　
飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
、
無
料
休

憩
コ
ー
ナ
ー
に
接
続
さ
せ
、
一

体
的
に
利
用
で
き
る
計
画
と
し
、

外
周
部
に
は
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
を

配
置
し
て
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
開
放
的
に
利
用
で
き
る
と
し

て
い
る
。

　
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
は
、
無
料

休
憩
コ
ー
ナ
ー
か
ら
見
通
せ
る

位
置
と
し
て
、
屋
外
の
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
と
連
携
で
き
る
位
置

と
し
て
い
る
。

　
物
販
ゾ
ー
ン
は
、
建
物
の
南

側
と
し
て
、農
産
品
、特
産
品
を

ま
と
め
て
売
り
場
面
積
を
大
き

く
確
保
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
奥
に
は
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
配
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

屋
外
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
連

携
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
は
、管
理･

安
全
上
の
観

点
か
ら
営
業
時
間
終
了
後
は
、

時
間
外
ト
イ
レ
、
多
機
能
ト
イ

レ
を
限
定
的
に
使
用
す
る
計
画

と
し
て
い
る
。

　
各
ゾ
ー
ン
の
計
画
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

（
１
）エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
総
合
案

内
ゾ
ー
ン

　
正
面
入
口
か
ら
入
っ
た
位
置

を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
、
交

通
情
報
、
町
の
食
・
歴
史
の
展

示
を
し
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
奥
に

総
合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け

る
計
画
と
し
て
い
る
。

（
２
）物
販
、
農
産
品
直
売
ゾ
ー

ン
　
販
売
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
隣

接
す
る
こ
と
で
、
一
体
的
な
管

理
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
、
夏

場
の
農
産
品
が
多
い
と
き
に
は
、

デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
も
活
用
で
き
る

よ
う
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、
町
民
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
等
可
能

な
計
画
と
し
て
い
る
。

（
３
）無
料
休
憩
・
飲
食
ゾ
ー
ン

　
無
料
休
憩
コ
ー
ナ
ー
は
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
と
飲
食
コ
ー
ナ
ー

に
隣
接
す
る
こ
と
で
利
用
者
が

ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
空
間
を

広
く
有
効
に
使
え
る
よ
う
計
画

し
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
、イ
ベ
ン

ト
広
場
と
の
連
携
が
取
れ
る
よ

う
配
置
し
、
屋
外
デ
ッ
キ
テ
ラ

ス
と
と
も
に
一
体
的
な
利
用
が

可
能
な
計
画
と
し
て
い
る
。

　
厨
房
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を

想
定
し
た
２
箇
所
と
、
カ
フ
ェ

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
の
夜
間
利
用
に
対
応
で
き

る
よ
う
ト
イ
レ
も
設
置
す
る
計

画
と
し
て
い
る
。

計 画 地
敷 地 面 積
用 途 地 域
防 火 指 定
日 影 規 制
建 ぺ い 率
容 積 率

亀田郡七飯町字峠下３１４番地　他

２２，０２１．３０㎡

準都市計画区域　特定用途地域：流通工業地区

法第２２条地域

規制なし

６０％

２００％

〈表2〉計画地の概要

工 事 場 所

敷 地 面 積

主 用 途

主 体 構 造

階 数

建 築 面 積

建 ぺ い 率

延 べ 面 積

容 積 率

最高の軒の高さ

最 高 の 高 さ

そ の 他

駐 車 台 数

亀田郡七飯町字峠下３１４番地　他

２２，０２１．３０㎡

物品販売店舗、飲食店

鉄骨造

平屋建て

１，１７５．１０㎡

５．９３％

９１６．７４㎡

４．６３％

５．２０ｍ

７．５０ｍ

イベント広場：約１，１５０㎡

ポケットパーク：約８８０㎡

キッズスペース：約３８０㎡

フラワーガーデン：約３７５㎡

一般駐車台数：１４０台

車椅子駐車台数：６台

大型駐車場（一部一般駐車兼用）：２６台

〈表3〉建築計画概要

本 体 棟

歩 廊 等

合 計

９１６．７４㎡

９１６．７４㎡

２５８．３６㎡

３９６．６０㎡

６５４．９６㎡

１階 外部デッキ等

〈表4〉面積表
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（
４
）ト
イ
レ
ゾ
ー
ン

　
男
子
ト
イ
レ
は
、
小
便
器
７

基
、
大
便
器
４
基
、
手
洗
５
基
、

小
児
用
１
基
、
女
子
ト
イ
レ
は
、

大
便
器
９
基
、
幼
児
用
大
便
器

１
基
、小
便
器
１
基
、手
洗
６
基
、

小
児
用
１
基
、
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー

ナ
ー
７
基
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
。

　
時
間
外
ト
イ
レ
は
、
男
子
は

大
便
器
１
基
、小
便
器
１
基
、女

子
は
大
便
器
２
基
、
多
機
能
型

ト
イ
レ
１
基
の
他
、
お
む
つ
替

え
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
室
の
設
置

を
計
画
し
て
い
る
。

　
外
構
計
画
に
つ
い
て
は
、
建

物
ア
プ
ロ
ー
チ
は
歩
き
や
す
さ

等
を
考
慮
し
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
等
の
舗
装
と
し
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
は
、
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え

る
な
ど
、
町
特
産
を
意
識
し
た

整
備
を
図
り
、
東
側
は
新
道
川

に
雨
水
排
水
放
流
す
る
た
め
、

調
整
池
を
配
置
し
、
平
常
時
の

利
用
推
進
の
た
め
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
整
備
を
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
で
使
用
す
る
水

量
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
ト
イ

レ
等
で
多
量
の
水
の
使
用
が
見

込
ま
れ
、
町
水
道
と
の
比
較
を

し
た
結
果
、井
戸
を
検
討
し
、そ

の
水
を
ト
イ
レ
、
野
外
の
散
水

用
等
で
使
用
す
る
計
画
と
し
て

い
る
。

　
基
本
計
画
を
策
定
し
た
際
に

計
画
し
て
い
た
EV
自
動
車
充
電

器
に
つ
い
て
は
、
整
備
費
は
道

の
駅
の
整
備
と
な
っ
て
お
り
、

全
額
補
助
対
象
と
な
る
が
、
整

備
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
、

函
館
管
内
の
EV
自
動
車
の
台
数

を
考
慮
し
状
況
を
見
な
が
ら
整

備
す
る
と
し
て
い
る
。

　
建
物
の
概
算
工
事
費
に
つ
い

て
は
、
約
４
億
３
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
実
施
設

計
で
も
経
費
圧
縮
を
念
頭
に
進

め
て
い
く
と
し
て
い
る
。
概
算

工
事
費
は〈
表
５
〉の
と
お
り
で

あ
る
。

〈
３
〉支
障
物
件
調
査
委
託
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、〈
表
６
〉の
と

お
り
で
あ
る
。

〈
４
〉
外
構
設
計
委
託
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）業
務
の
目
的

　
本
業
務
は
、
亀
田
郡
七
飯
町

字
峠
下
地
内
に
計
画
す
る
道
の

駅
の
外
構
基
本
・
実
施
設
計
、

道
路
詳
細
設
計
及
び
用
地
測
量

を
行
い
、
道
の
駅
整
備
の
遂
行

に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）業
務
概
要

〈
表
１
〉に
記
載
の
と
お
り
。

（
３
）業
務
項
目
は〈
表
７
〉の
と

お
り
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
茅
葺
住
宅
の
現
状

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
建
物

を
移
転
す
る
た
め
の
工
法
を
、

曳
き
家
ま
た
は
再
建
築
の
検
討

を
し
て
い
る
。
建
物
と
し
て
は
、

聴
き
取
り
に
よ
り
明
治
13
年
頃

の
建
物
で
は
な
い
か
と
い
う
推

計
で
あ
っ
た
。

　
延
べ
面
積
は
、
221
．
53
㎡
で
、

平
成
６
年
頃
に
茅
の
葺
き
替
え

を
し
て
い
る
よ
う
で
、
現
在
の

状
態
と
し
て
は
、
土
台
や
柱
の

一
部
に
腐
食
が
見
ら
れ
る
が
、

多
く
の
材
料（
柱
、
梁
）は
良
質

な
材
料
で
保
存
状
態
も
良
好
で

あ
る
。

　
基
礎
、土
台
、外
壁
は
利
用
で

き
な
い
た
め
、
新
た
に
製
作
す

る
こ
と
に
な
り
、柱
、梁
を
活
用

し
茅
葺
住
宅
を
再
生
す
る
場
合
、

７
，
５
０
０
万
円
程
度
必
要
と

な
る
と
の
調
査
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
良
質
な

建
材
は
使
用
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
を
活
か
し
て
利
用
す
る
場
合
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
東
屋
と
し

て
活
用
す
る
場
合
等
を
想
定
し

て
い
る
が
、
国
の
補
助
金
等
も

さ
が
し
な
が
ら
検
討
し
て
行
く

と
し
て
い
る
。

〈
５
〉
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
（
道

路
情
報
館
）に
つ
い
て
は
、次
の

と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）道
路
防
災
拠
点
に
つ
い
て

　
道
路
事
務
所
か
ら
距
離
の
離

れ
て
い
る
位
置
に
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
災
害
時
の
道
路
事
務

所
等
の
役
割
を
補
完
し
、
道
路

災
害
に
対
し
て
よ
り
効
果
的
で

充
実
し
た
対
策･

支
援
を
図
る

〈表5〉概算工事費

建 築 主 体 工 事

電 気 設 備 工 事

機 械 設 備 工 事

消 費 税 相 当 額

合 　 　 　 　 計

３０６，３４７，０００円

４３，８９６，０００円

５０，２００，０００円

３２，０３５，４４０円

４３２，４７８，４４０円

金　　　　　額

9.50 ㎡　H=1.90m　W=5.00m

10.14 ㎡　H=1.85m　W=5.48m

13.76 ㎡　(5.44m×長さ 2.53m×高さ 2.4m）

13.76 ㎡　(5.44m×長さ 2.53m×高さ 2.4m）

鋼製照明ポール　H=5.5m、2灯

ステンレス製　60.5mm×H700mm　2本

木造平屋　6.62 ㎡　(3.64m×長さ 1.82m×高さ 2.13m）

アスファルト舗装　73.07 ㎡

コンクリートたたき　9.32 ㎡

コンクリート水槽 1.2 ㎡　1基

給水設備　1式

庭石（1㎥以上）４ヶ

イチイ、アカマツ等　44本

看板（鋼製）

看板（鋼製）

プレハブ物置

プレハブ物置

照明灯１基

車止ポール　

物置

アスファルト舗装、

コンクリート

たたき等

立木

１

２

３

４

債権者
ＮＯ

項　目 形　状　、　寸　法

１．測量・調査業務

　 用地測量

　 家屋調査

２．設計業務

　 外構基本設計

　 外構実施設計

　 道路詳細設計

３．打合せ

分筆測量

既存家屋調査

外構基本設計

平面交差点予備設計

外構実施設計

道路詳細設計

設計協議

３筆

移転工法案の検討

関係機関との協議資料作成

平地、１～２車線、歩道等設計

１

１

2.22

１

2.22

0.15

１

式

式

ha

箇所

ha

Km

式

業　務　内　容 数量 単位 摘　　　　要

〈表6〉支障物件補償一覧

〈表7〉委託業務項目
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た
め
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
、

函
館
開
発
建
設
部
管
内
で
は
、

松
前
、熊
石
、せ
た
な
に
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　
函
館
開
発
建
設
部
の
担
当
者

に
確
認
し
た
設
置
の
経
緯
は
、

開
発
局
の
組
織
改
変
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
道
路
事
務
所
で
使
用

し
て
い
た
建
物
を
防
災
情
報
セ

ン
タ
ー
と
し
て
ト
イ
レ
等
を
地

域
に
開
放
し
有
効
利
用
を
図
っ

た
も
の
で
、
新
た
に
建
物
を
整

備
し
た
ケ
ー
ス
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
道
路
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割･

機
能
と
し
て
は
、①
応
急

対
策
に
必
要
な
資
機
材
及
び
非

常
食
・
飲
料
水
等
の
救
援
物
資

の
備
蓄
基
地
及
び
調
達
・
供
給

基
地
、②
災
害
発
生
時
の
対
策･

支
援
活
動
等
に
お
け
る
情
報
拠

点
、③
防
災
訓
練
の
発
信
基
地
、

④
防
災
意
識
の
高
揚
に
資
す
る

シ
ン
ボ
ル
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）道
路
情
報
館
に
つ
い
て

　
道
路
情
報
館
は
、
北
海
道
で

唯
一
の「
道
路
」に
関
す
る
資
料

館
で
平
成
13
年
２
月
に
札
幌
市

南
区
に
整
備
し
、
ト
イ
レ
や
休

憩
ス
ペ
ー
ス
を
24
時
間
開
放
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
道
路
・

交
通
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

　
新
設
当
時
は
、図
書
、展
示
ス

ペ
ー
ス
、
除
雪
、
ド
ラ
イ
ブ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
在
っ
た
が
、

現
在
は
休
憩
室
、
ト
イ
レ
が
使

用
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

〈
６
〉道
の
駅
の
運
営
に
つ
い
て

は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）七
飯
町
の
道
の
駅
基
本
計

画
に
お
け
る
管
理
運
営
手
法
に

つ
い
て

①
管
理
運
営
の
在
り
方
に
つ
い

て・
町
内
関
係
機
関
の
連
携

・
人
材
の
確
保

②
管
理
運
営
の
手
法
に
つ
い
て

ア
．
管
理
運
営
手
法
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

・
直
接
方
式
：
行
政
目
的
に
沿
っ

た
管
理
運
営
を
行
い
や
す
い
反

面
、
柔
軟
な
雇
用
形
態
は
難
し

く
施
設
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
少

な
い
。

・
指
定
管
理
方
式
：
業
者
に
管

理
権
限
を
委
託
す
る
た
め
、
管

理
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ

や
す
い
反
面
、
条
例
等
に
阻
ま

れ
る
こ
と
で
十
分
に
実
力
が
発

揮
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

・
民
間
委
託
：
経
済
的
効
果
が

高
い
反
面
、
継
続
性
の
担
保
が

難
し
い
。

イ
．
管
理
運
営
手
法
の
選
定
方

法・
管
理
運
営
方
法
の
考
え
方
は
、

公
共
性
を
維
持
し
つ
つ
道
の
駅

と
し
て
の
方
針
を
統
一
し
て
管

理
を
行
う
た
め
、
公
的
部
門
と

営
業
部
門
を
指
定
管
理
の
方
式

に
よ
っ
て
一
体
的
に
管
理
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。ま
た
、指
定

管
理
者
と
し
て
は
、
公
共
性
を

担
保
し
、
運
営
に
お
け
る
柔
軟

な
対
応
が
可
能
な
第
３
セ
ク

タ
ー
や
公
社
な
ど
が
よ
り
適
し

て
い
る
。

・
七
飯
町
の
道
の
駅
の
管
理
運

営
手
法
は
、
地
元
の
事
業
関
係

者
を
中
心
と
し
た
組
織
（
公
社

等
の
運
営
会
社
）
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
に
よ
り
地
域
力
を
生
か
し

た
七
飯
の
魅
力
を
全
面
的
に
引

き
出
す
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、

道
の
駅
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、

民
間
活
力
導
入
ス
ペ
ー
ス
を
設

定
し
、
町
と
賃
貸
借
契
約
に
基

づ
く
事
業
実
施
企
業
を
募
る
。

（
２
）進
捗
状
況

　
平
成
28
年
４
月
14
日
に
、
七

飯
町「
道
の
駅
」基
本
設
計
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
七
飯
町
商

工
会
よ
り
４
名
、
七
飯
町
物
産

振
興
協
議
会
よ
り
２
名
、
七
飯

町
大
沼
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
よ
り
１
名
選
出
し
委
員
を

任
命
し
て
い
る
。

　
協
議
事
項
と
し
て
、
道
の
駅

飲
食
の
提
供
内
容
、
物
産
販
売

内
容
、施
設
配
置
計
画
、情
報
発

信
機
能
、休
憩
機
能
、そ
の
他
機

能
、
職
員
募
集
方
法
等
を
協
議

し
て
い
る
。

（
３
）
七
飯
町
道
の
駅
事
業
（
運

営
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
〈
表
８
〉

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
説
明
の
後
、
委
員
か

ら
は
次
の
よ
う
な
質
疑
が
さ
れ

た
。

①
総
事
業
費
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

②
道
の
駅
の
構
想
は
地
元
の
町

内
会
等
に
説
明
会
を
し
た
の
か
。

③
ト
イ
レ
の
間
取
り
や
入
口
、

利
用
時
間
帯
に
つ
い
て
利
用
者

の
状
況
を
ふ
ま
え
再
考
す
る
考

え
は
な
い
か
。

④
経
営
組
織
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

⑤
道
の
駅
の
駅
長
の
公
募
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

⑥
実
施
設
計
に
あ
た
り
茅
葺
家

屋
の
部
材
等
を
ど
う
活
用
し
て

い
く
の
か
、
た
だ
残
す
の
で
あ

れ
ば
、
部
材
の
利
用
の
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

⑦
外
構
計
画
で
七
飯
町
の
リ
ン

ゴ
の
木
を
植
え
る
と
し
て
い
る

が
、
リ
ン
ゴ
は
敏
感
な
作
物
で

あ
る
た
め
、
違
う
も
の
に
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
　

⑧
野
菜
の
出
荷
に
つ
い
て
。

⑨
開
業
時
は
ハ
ウ
ス
物
し
か
な

い
の
で
、
６
月
や
７
月
の
開
業

の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
の
か
。

⑩
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

⑪
縦
貫
自
動
車
道
が
開
通
し
、

藤
城
IC
に
接
続
さ
れ
た
と
き
は

交
通
量
が
少
な
く
な
り
、
運
営

に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い

①道の駅基本設計検討委員会

②運営準備委員会の立ち上げ

③運営組織の確立

④運営組織開業準備

⑤道の駅駅長公募

⑥道の駅駅長採用

⑦道の駅駅長開業準備

⑧指定管理者公募

⑨指定管理者選定

⑩指定管理者議会承認

⑪指定管理者開業準備

⑫指定管理開始

⑬開業

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
項　　　　目

平成２８年度 平成２９年度
〈表８〉運営スケジュール
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か
。

⑫
近
隣
の
道
の
駅
の
建
設
費
の

状
況
に
つ
い
て
。

⑬
木
古
内
の
道
の
駅
で
は
新
幹

線
の
発
着
状
況
が
わ
か
る
も
の

を
道
の
駅
に
設
置
す
る
計
画
が

あ
る
が
、
当
町
の
道
の
駅
で
は

ど
う
か
。

⑭
民
間
活
力
導
入
施
設
は
、
町

が
建
築
を
す
る
の
か
、
民
間
が

建
築
す
る
の
か
。

⑮
道
の
駅
本
体
と
民
間
活
力
導

入
施
設
は
付
け
て
は
ど
う
か
。

⑯
函
館
方
向
か
ら
の
入
口
を
交

差
点
前
に
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
町
側
の
主

な
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
実
施
設
計
等
で
動
い
て
は
い

る
が
、
現
時
点
で
は
12
億
470
万

円
で
あ
る
。

②
８
月
に
町
内
会
の
行
事
の
際

に
説
明
を
し
、
そ
の
時
点
で
は

道
路
と
歩
行
者
が
交
通
上
危
険

が
無
い
よ
う
に
配
慮
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

町
内
会
全
戸
へ
の
周
知
に
つ
い

て
善
処
す
る
。

③
も
う
少
し
調
査
研
究
を
す
る
。

④
検
討
委
員
会
で
運
営
形
態
を

検
討
し
て
か
ら
経
営
組
織
を
決

め
て
い
き
た
い
。

⑤
11
月
か
ら
12
月
に
は
公
募
を

し
採
用
を
し
て
開
業
の
準
備
に

取
り
掛
か
っ
て
い
た
だ
く
予
定

と
し
て
い
る
。

⑥
単
独
で
残
す
の
か
、
小
さ
く

し
て
残
す
の
か
、
道
の
駅
の
部

材
と
し
て
使
う
こ
と
も
検
討
し

て
き
た
が
、
将
来
的
に
再
建
築

の
部
材
と
し
て
残
す
こ
と
と
し

て
い
る
が
早
々
に
検
討
す
る
。

⑦
リ
ン
ゴ
の
木
は
管
理
が
大
変

な
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、

樹
種
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

⑧
JA
等
と
十
分
協
議
を
し
、
ま

た
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
部
会
と
も
販

売
方
法
や
出
店
方
法
等
を
参
考

に
し
た
い
。ま
た
、地
元
の
農
業

者
と
も
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

⑨
３
月
の
開
業
で
あ
れ
ば
、
あ

ら
か
じ
め
農
家
の
方
に
お
願
い

を
し
て
１
年
前
か
ら
作
っ
て
い

た
だ
く
事
も
考
慮
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

⑩
道
の
駅
の
施
設
内
に
設
置
す

る
こ
と
は
考
え
て
な
い
が
、
道

の
駅
も
道
路
利
用
者
の
た
め
の

施
設
で
も
あ
る
の
で
、
道
の
駅

の
隣
に
あ
る
こ
と
で
利
活
用
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
連
携
を
取

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑪
10
年
か
ら
15
年
先
の
予
定
で
、

接
続
の
ル
ー
ト
も
決
定
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
現
状
の
国

道
を
利
用
し
た
状
況
の
ベ
ー
ス

で
計
画
し
て
い
る
。

⑫
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
当
別

町
は
平
成
29
年
９
月
に
供
用
開

始
に
向
け
て
進
め
て
お
り
、
建

築
面
積
が
１
，２
８
０
㎡
で
、建

設
費
が
８
６
４
，
０
０
０
千
円
、

木
古
内
の
道
の
駅
は
建
築
面
積

が
843
㎡
で
、
建
設
費
が
４
８
６
，

０
０
０
千
円
、
深
川
の
道
の
駅

は
建
築
面
積
が
850
㎡
で
、
建
設

費
が
３
７
０
，
０
０
０
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

⑬
木
古
内
の
状
況
を
調
査
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

⑭
敷
地
を
貸
出
し
て
、
民
間
が

建
築
を
す
る
考
え
で
あ
る
。

⑮
建
物
の
間
を
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
る
広
場
と
考
え
て
い
る
。

⑯
交
差
点
前
か
ら
の
右
折
は
非

常
に
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

交
差
点
の
信
号
処
理
は
公
安
委

員
会
と
協
議
す
る
。

　
本
日
の
委
員
会
の
協
議
内
容

に
つ
い
て
、
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
ま
と
め
、
理
事
者
側
に

伝
え
る
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し

た
。

３
．
平
成
28
年
10
月
20
日
に
第

12
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

道
の
駅
の
基
本
設
計
に
対
す
る

意
見
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
、

実
施
設
計
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
よ
う
特
別
委
員
会
の
意
見
を

町
長
へ
提
出
し
た
。

特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

①
道
の
駅
本
体
と
民
間
活
力
施

設
を
短
い
連
絡
路
で
結
び
、
一

度
外
に
出
な
く
て
も
行
き
来
で

き
る
よ
う
、
建
物
を
隣
接
さ
せ

来
客
者
の
動
線
に
配
慮
す
る
建

物
構
造
が
望
ま
し
い
。

②
ト
イ
レ
の
出
入
口
は
横
か
ら

で
は
な
く
、
防
犯
上
か
ら
も
正

面
か
ら
出
入
り
す
る
よ
う
に
す

る
。

③
夜
間
専
用
ト
イ
レ
を
無
く
し
、

そ
の
空
間
を
既
存
の
男
女
ト
イ

レ
に
振
り
分
け
、
ト
イ
レ
ス

ペ
ー
ス
を
よ
り
広
く
開
放
的
な

空
間
で
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
再
考

さ
れ
た
い
。

こ
の
ト
イ
レ
は
昼
夜
と
も
使
用

し
、
夜
間
の
電
気
料
金
は
か
か

る
が
、
利
用
者
に
夜
間
も
清
潔

な
明
る
く
広
い
ト
イ
レ
で
安
心

し
て
使
用
で
き
る
と
い
う
好
印

象
を
与
え
た
い
。

④
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
横
の
倉

庫
は
、
袋
野
菜
等
に
バ
ー
コ
ー

ド
を
付
け
た
り
す
る
の
に
も
利

用
す
る
部
屋
だ
と
思
う
が
、
ス

ペ
ー
ス
は
２
倍
以
上
の
面
積
が

必
要
と
考
え
る
。

⑤
ペ
ッ
ト
愛
好
家
や
子
供
も
多

く
来
場
す
る
の
で
、
ド
ッ
グ
ラ

ン（
調
整
池
）・
遊
具
が
設
置
さ

れ
た
　
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
配

置
が
必
要
と
考
え
る
。
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
は
必
要
な
い
。

⑥
町
内
の
店
舗
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
等
が
出
店
で
き
る
簡
易
店

舗
ス
ペ
ー
ス
を
屋
外
に
確
保
。

⑦
函
館
方
面
か
ら
来
た
車
が
信

号
手
前
で
道
の
駅
に
進
入
出
来

る
よ
う
、
道
の
駅
進
入
口
付
近

の
中
央
分
離
帯
の
一
部
を
撤
去

し
、
函
館
方
面
か
ら
来
た
車
の

入
場
口
を
２
カ
所
に
す
る
。

⑧
昆
布
館
か
ら
新
幹
線
北
口
に

向
か
う
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て

い
る
信
号
機
を
、
時
差
式
や
右

折
矢
印
信
号
を
長
め
に
す
る
な

ど
の
改
良
が
必
要
。

⑨
道
の
駅
の
各
部
屋
の
天
井
は
、

冷
暖
房
費
の
経
費
節
減
を
図
る

た
め
出
来
る
だ
け
高
く
し
な
い
。

ま
た
同
じ
理
由
で
側
壁
の
ガ
ラ

ス
窓
部
を
出
来
る
だ
け
多
く
し

な
い
建
物
構
造
と
す
る
。

屋
根
の
勾
配
は
、
雨
水
・
積
雪

を
考
慮
し
北
側
に
傾
斜
を
付
け

る
構
造
と
す
る
。

⑩
道
の
駅
内
に
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト

ア（
焼
き
鳥
弁
当
）を
入
店
さ
せ

て
は
ど
う
か
。

⑪
将
来
、
施
設
及
び
駐
車
場
を

増
設
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
増
設
が
可
能
な
建
物
等

の
配
置
計
画
を
十
分
に
行
う
こ

と
。

⑫
茅
葺
屋
根
の
古
民
家
の
再
利

用
は
考
え
ず
解
体
と
す
る
。
梁

等
の
再
利
用
は
検
討
す
る
。

⑬
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
対
応
の

ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

⑭
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
と
ら
わ
れ

ず
、
中
身
を
十
分
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑮
農
産
物
の
提
供
に
つ
い
て
、

協
力
農
家
等
の
現
状
に
対
す
る

考
え
方
が
相
当
甘
い
こ
と
か
ら
、

開
業
を
伸
ば
し
て
で
も
十
分
精

査
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑯
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
試
算

を
十
分
精
査
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

⑰
商
業
施
設
で
あ
れ
ば
JT
と
協

力
し
て
喫
煙
所
の
整
備
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑱
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
の
材
質
は
、

腐
り
づ
ら
い
材
料
（
南
洋
材
等

の
デ
ッ
キ
専
用
材
）
を
使
用
し
、

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
し
や
す
い
物

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑲
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
男
子
ト

イ
レ
の
斜
め
の
設
置
は
必
要
な

い
。
女
子
ト
イ
レ
の
パ
ウ
ダ
ー

コ
ー
ナ
ー
は
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、

グ
レ
ー
ド
の
高
い
清
潔
感
の
あ

る
清
爽
を
表
現
す
る
考
え
方
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

併
せ
て
、
素
材
も
検
討
し
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
の
し
や
す
い
も
の
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑳
ゴ
ミ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
計
段
階

か
ら
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
回
の
委
員
会
開
催
日
程
に

つ
い
て
委
員
長
、
副
委
員
長
に

一
任
し
、委
員
会
を
閉
会
し
た
。

４
．
平
成
28
年
12
月
21
日
に
第

13
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

経
済
部
長
、都
市
住
宅
課
長
、商

工
観
光
課
長
の
出
席
を
求
め
、

前
回
提
出
し
た
特
別
委
員
会
の

意
見
に
基
づ
き
聴
取
を
行
っ
た
。
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町
理
事
者
側
の
回
答
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
連
絡
通
路
の
必
要
性
や
施
設

の
一
体
性
に
つ
い
て
は
十
分
認

識
し
て
お
り
、
今
後
民
間
活
力

導
入
事
業
者
選
定
の
段
階
で
、

日
常
的
な
運
用
ま
た
イ
ベ
ン
ト

時
等
共
同
事
業
で
の
連
携
を
含

め
た
施
設
配
置
の
考
え
方
を
、

道
の
駅
運
営
者
や
民
間
参
入
事

業
者
と
協
議
す
る
。

②
ト
イ
レ
の
出
入
口
に
つ
い
て

は
、
運
営
構
想
の
中
で
全
て
の

利
用
者
が
道
の
駅
内
部
か
ら
ト

イ
レ
利
用
を
さ
せ
た
い
と
い
う

考
え
方
を
強
調
し
た
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
利
益
向
上
を
目
指

す
経
営
戦
略
手
法
を
優
先
し
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
施
設
側
面

か
ら
の
出
入
口
を
想
定
し
て
い

た
が
、
利
用
者
目
線
で
と
の
意

見
を
踏
ま
え
、
正
面
向
き
の
配

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、
清
潔

で
明
る
く
安
心
し
て
使
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
不
特
定
多
数
の
方
が
利

用
す
る
た
め
、
一
部
の
心
無
い

利
用
者
（
い
た
ず
ら
、
不
審
者
、

事
件
性
あ
る
行
為
、
ホ
ー
ム
レ

ス
等
）
が
存
在
す
る
と
い
う
の

も
現
実
で
あ
る
。

　
衛
生
管
理
、
保
安
上
の
観
点

か
ら
必
要
最
低
限
の
夜
間
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
こ
と
で
検
討
し

て
お
り
、繁
忙
期（
全
開
放
）、閑

散
期（
一
部
開
放
）の
使
い
分
け

を
可
能
と
す
る
構
造
で
考
え
て

い
る
。

④
農
産
物
の
搬
入
は
開
店
前
に

行
い
、
バ
ー
コ
ー
ド
付
け
な
ど

は
店
内
で
行
う
事
を
想
定
し
て

い
る
。
倉
庫
に
つ
い
て
は
加
工

品
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を

想
定
し
て
お
り
、
新
鮮
野
菜
な

ど
は
直
接
店
内
へ
の
搬
入
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

倉
庫
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
確
保
は
、

今
後
の
運
営
に
係
る
方
向
性
を

見
据
え
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

⑤
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
は
一
体
と
し
て
遊
具

設
置
す
る
な
ど
の
整
備
を
考
え

て
お
り
、
現
在
井
戸
を
掘
り
親

水
施
設
整
備
等
の
検
討
を
し
て

い
る
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
関
し
て

は
、
北
海
道
地
区「
道
の
駅
」連

絡
会
の
実
態
調
査
に
よ
る
ペ
ッ

ト
の
糞
の
放
置
等
が
個
別
問
題

点
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
事
例
も
踏
ま
え
、
管

理
上
の
観
点
か
ら
設
置
は
控
え

る
考
え
で
あ
る
。
町
内
に
は

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
を
完
備
し
て

い
る
ペ
ッ
ト
事
業
者
も
存
在
し

て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

⑥
道
の
駅
内
部
の
飲
食
コ
ー

ナ
ー
に
出
店
可
能
な
テ
ナ
ン
ト

ブ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
る
が
、

屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
も

臨
時
的
な
簡
易
店
舗
の
設
置
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑦
国
道
管
理
を
行
う
函
館
開
発

建
設
部
と
、
函
館
方
面
か
ら
来

る
車
を
引
き
込
む
た
め
、
新
た

に
中
央
分
離
帯
を
開
け
て
動
線

を
確
保
し
た
い
と
い
う
意
向
を

要
望
し
て
い
た
が
、
進
入
口
の

位
置
が
交
差
点
に
近
接
す
る
た

め
不
可
能
で
あ
り
、
同
意
は
で

き
な
い
旨
の
回
答
を
受
け
て
い

る
。ま
た
、こ
こ
に
中
央
分
離
帯

を
開
け
る
場
合
、
信
号
機
処
理

及
び
右
折
レ
ー
ン
の
確
保
も
交

差
点
同
様
必
要
と
な
り
、
道
路

利
用
者
の
安
全
や
交
通
の
流
れ

を
妨
げ
る
要
因
が
強
す
ぎ
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
た
め
、
道

道
新
函
館
停
車
場
七
飯
線
と
国

道
５
号
の
交
差
点
か
ら
町
道
峠

下
４
号
線
を
一
部
拡
幅
し
、
既

存
の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
所
出
入
口

と
使
い
分
け
を
図
る
こ
と
で
対

処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
こ
の
場
合
右
折
レ
ー

ン
の
延
長
対
策
も
必
要
で
あ
ろ

う
こ
と
か
ら
、
開
発
局
へ
の
協

力
要
請
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。

⑧
駐
車
台
数
194
台
を
持
つ
新
た

な
施
設
が
で
き
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
警
察
機
関
に
は
信
号
処
理

に
係
る
協
議
を
し
て
い
る
が
、

今
後
も
積
極
的
に
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

⑨
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
が
使
い
や
す
く
安
ら
げ
る

空
間
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
経
費
節
減
の

観
点
も
重
要
で
あ
り
、
利
用
者

へ
与
え
る
印
象
や
話
題
性
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
設
計
で

進
め
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発

電
な
ど
光
熱
費
削
減
に
係
る
設

備
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
す
る
。

⑩
テ
ナ
ン
ト
参
入
の
必
要
性
や
、

民
間
活
力
と
し
て
の
可
能
性
も

含
め
、
七
飯
産
食
材
等
を
活
用

す
る
店
舗
の
導
入
も
視
野
に
入

れ
考
え
る
。

⑪
基
本
的
に
は
現
在
の
計
画
を

第
１
期
計
画
と
捉
え
、
将
来
的

に
は
、
そ
の
時
点
で
の
ニ
ー
ズ

を
基
に
、
増
設
の
必
要
性
を
検

証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
新
道
川
向
い
の
農
地
を
関

連
事
業
用
地
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
な
ど
も
検
討
す
る
。

⑫
茅
葺
古
民
家
に
つ
い
て
は
解

体
す
る
が
、
柱
及
び
梁
な
ど
の

古
き
良
き
部
材
な
ど
は
保
管
し
、

補
助
金
の
目
途
が
つ
い
た
段
階

で
再
利
用
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

⑬
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
駐
車

に
つ
い
て
は
、
特
に
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
道
の
駅
開
業
時
間
外
は

自
由
に
駐
車
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

⑭
既
に
開
業
し
て
い
る
他
の
道

の
駅
の
成
功
事
例
等
を
も
参
考

に
し
つ
つ
、
平
成
30
年
３
月
の

開
業
を
目
指
し
中
身
を
十
分
検

討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

⑮
参
画
農
家
に
は
、
事
業
の
内

容
、販
売
手
法
、搬
入
体
制
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解
、
協
力
を
強

く
求
め
、ま
た
、農
産
物
の
提
供

が
難
し
い
時
期
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
周
辺
道
の
駅
の
連

携
等
に
よ
り
、
提
供
可
能
な
農

水
畜
産
物
の
加
工
品
で
対
応
で

き
る
よ
う
精
査
し
て
い
く
。

⑯
施
設
整
備
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
に
は
、
コ
ス
ト
バ
ラ
ン

ス
を
条
件
の
一
つ
と
し
て
い
る

の
で
、
光
熱
水
費
等
の
縮
減
を

目
指
し
て
い
く
。ま
た
、物
販
及

び
飲
食
ゾ
ー
ン
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
運
営
母

体
と
協
議
を
行
い
、
十
分
精
査

を
す
る
。

⑰
喫
煙
場
所
等
に
つ
い
て
は
、

対
応
が
可
能
か
ど
う
か
JT
に
も

問
い
合
わ
せ
を
し
た
が
、
分
煙

ス
ペ
ー
ス
の
工
事
や
協
賛
に
つ

い
て
は
道
の
駅
で
は
前
例
が
な

く
、
特
別
な
対
応
は
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
外
部
用

ス
タ
ン
ド
灰
皿
は
各
市
町
村
道

の
駅
に
提
供
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
と
の
こ
と
に
よ
り
、

当
町
で
も
JT
の
灰
皿
提
供
を
受

け
非
喫
煙
者
の
利
用
者
動
線
に

支
障
が
無
い
よ
う
屋
外
で
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
。

⑱
維
持
管
理
が
し
や
す
く
、
か

つ
耐
久
性
に
優
れ
た
素
材
で
検

討
す
る
。

⑲
施
設
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、
高
齢

者
や
女
性
、
子
ど
も
た
ち
を
含

め
、
全
て
の
利
用
者
に
と
っ
て

親
し
み
や
す
い
施
設
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
い
る
。

　
男
子
ト
イ
レ
の
小
便
器
に
つ

い
て
は
、
話
題
性
・
デ
ザ
イ
ン

性
も
あ
り
ま
す
が
、
個
別
ブ
ー

ス
に
よ
り
、
入
口
側
か
ら
小
便

器
本
体
を
目
隠
し
す
る
こ
と
に

よ
り
清
潔
感
を
確
保
し
た
い
考

え
と
、
視
線
が
ぶ
つ
か
る
こ
と

な
く
落
ち
着
い
て
用
を
足
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
両
方
の
メ

リ
ッ
ト
を
兼
ね
備
え
た
斜
め
設

置
を
考
え
て
い
る
。

　
女
子
ト
イ
レ
に
あ
っ
て
は
、

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
７
か
所
、
個

室
ト
イ
レ
は
引
き
戸
タ
イ
プ
の

扉
仕
様
な
ど
、
グ
レ
ー
ド
高
き

清
潔
感
が
あ
る
も
の
で
検
討
す

る
。

⑳
昨
今
の
道
の
駅
は
店
内
の
ご

み
箱
設
置
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、
当
町
施
設
も
生
活
ゴ
ミ
等

の
持
ち
込
み
禁
止
を
原
則
と
し

た
い
こ
と
か
ら
、
必
要
最
低
限

の
屋
内
設
置
で
考
え
て
お
り
、

施
設
ご
み
に
つ
い
て
は
建
物
裏

側
な
ど
に
専
用
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
検
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討
し
て
い
る
。

　
次
に
道
の
駅
の
路
盤
に
使
用

さ
れ
て
い
る
村
山
ト
ン
ネ
ル
の

重
金
属
分
析
結
果
デ
ー
タ
に
つ

い
て
説
明
が
さ
れ
、
使
用
さ
れ

た
土
は
、
ト
ン
ネ
ル
入
口
か
ら

約
２
㎞
の
土
を
道
の
駅
に
搬
入

し
、
調
査
地
点
は
そ
の
地
点
か

ら
約
800
ｍ
の
土
壌
分
析
と
な
っ

て
い
る
。

　
新
幹
線
整
備
機
構
に
よ
る
調

査
分
析
は
、
土
壌
対
策
汚
染
法

に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
重
金

属
に
つ
い
て
溶
質
試
験
と
化
学

分
析
を
行
い
、
全
て
が
基
準
値

以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　
分
析
結
果
は〈
表
９
〉の
と
お

り
で
あ
る
。

　
次
に
、
七
飯
町
道
の
駅
駅
長

候
補
者
の
採
用
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
募
集
要
項
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

【
募
集
職
種
】

七
飯
町
嘱
託
職
員
　
１
名
（
七

飯
町「
道
の
駅
」駅
長
候
補
者
と

し
て
募
集
）

【
募
集
内
容
】

（
１
）道
の
駅
の
施
設
整
備
に
関

す
る
業
務

（
２
）道
の
駅
の
管
理
運
営
組
織

設
立

（
３
）道
の
駅
を
活
用
し
た
地
域

振
興
策
の
企
画
及
び
業
務
管
理

（
４
）
道
の
駅
の
経
営
全
般
（
企

画
、
労
務
管
理
、
商
品
管
理
、
販

売
、経
理
等
）な
ど

【
任
用
期
間
】

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
（
更
新
す

る
場
合
あ
り
）

【
応
募
資
格
】

（
１
）小
売
・
流
通
・
企
画
・
宣
伝
・

経
営
等
の
実
務
経
験
を
10
年
以

上
有
す
る
人

（
２
）普
通
運
転
免
許
を
有
す
る

人【受
付
期
間
】

平
成
28
年
11
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で

【
選
考
方
法
】

第
１
次
選
考（
書
類
、
論
文
）及

び
第
２
次
選
考（
面
接
）

【
勤
務
条
件
等
】

（
１
）給
料
　
月
額
２
５
０
，
０

０
０
円

（
２
）処
遇
　
通
勤
手
当
、
退
職

手
当
な
し
、
社
会
保
険
・
厚
生

年
金
加
入
、
公
務
災
害
制
度
適

用（３
）勤
務
時
間
　
原
則
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
４
）
休
日
　
週
休
２
日
制
（
土

日
）、
祝
日
、
年
次
有
給
休
暇
あ

り　
11
月
14
日
に
応
募
者
が
１
名

あ
り
、選
考
の
結
果
、駅
長
候
補

者
と
し
て
採
用
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
委
員
か
ら
は
、
利
用
者
目
線

に
立
っ
た
設
計
を
、
実
施
設
計

で
き
ち
ん
と
精
査
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
質
疑
に
対
し
、

町
は
実
施
設
計
を
進
め
る
中
で

詰
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
駅
長
候
補
者
の
募
集

に
つ
い
て
期
間
が
１
カ
月
し
か

な
く
、
職
業
安
定
所
に
も
募
集

を
し
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
、
町
は
実
務
経

験
の
条
件
を
付
し
て
の
募
集
は

職
業
安
定
所
に
お
い
て
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
職
業
安

定
所
に
は
出
し
て
い
な
い
。
期

間
に
関
し
て
は
、
情
報
に
対
し

高
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
る

よ
う
な
方
を
考
え
て
お
り
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
募
集
の

掲
載
を
し
た
と
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
募
集
の
手
続
き
に
疑
義
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
回
の
委
員

会
に
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
と
し
た
。

　
民
間
活
力
ス
ペ
ー
ス
は
開
業

と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
す
る
の
で

は
な
い
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

町
は
道
の
駅
の
指
定
管
理
者
が

決
定
し
た
後
に
募
集
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
次
回
の
委
員
会
に

民
間
活
力
導
入
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
と
し
た
。

　
次
回
の
委
員
会
開
催
日
程
に

つ
い
て
平
成
29
年
１
月
18
日
に

開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
委

員
会
を
閉
会
し
た
。

５
．
平
成
29
年
１
月
18
日
に
第

14
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

経
済
部
長
、都
市
住
宅
課
長
、商

工
観
光
課
長
の
出
席
を
求
め
、

要
求
し
た
資
料
に
基
づ
き
聴
取

を
行
っ
た
。

〈表９〉
村山トンネル
重金属分析結果
データ

pH

Cd（カドミウム）

Cr6+（六価クロム）

T-Hg（水銀）

Se（セレン）

Pb（鉛）

As（ヒ素）

F（フッ素）

B（ホウ素）

Cu（銅）

Zn（亜鉛）

EC（電気伝導度）

Cd（カドミウム）

Cr6+（六価クロム）

T-Hg（水銀）

Se（セレン）

Pb（鉛）

As（ヒ素）

F（フッ素）

B（ホウ素）

Cu（銅）

Zn（亜鉛）

pH(H202)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mg/L)

(mS/m)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

(mg/Kg)

0.01

0.05

0.0005

0.01

0.01

0.01

0.8

1

150

250

15

150

150

150

4000

4000

3.5

7.3

<0.001

<0.01

<0.0005

<0.002

<0.005

<0.005

<0.1

<0.1

<0.01

<0.01

2.8

<1

<2

<0.1

<1

3

<1

<40

<40

18

14

7.9

村山トンネル

試料採取深度　GL-m

ト　ン　ネ　ル　名

キロ程　　　km

地　　層　　名

層　　　相

25.0 ～ 30.0

152.700

砂礫

25.0 ～ 30.0

152.700

砂礫

文月層土壌対策汚染法

指定基準

6.8

<0.001

<0.01

<0.0005

<0.001

<0.001

<0.001

<0.1

<0.001

<0.001

<0.001

2.8

<0.1

<25

<0.05

<0.5

<15

<9

<400

<10

33

24

9.4

試　　料　　名

溶
出
試
験
Ａ【
環
告
第
１
８
号
相
当
】

化
学
分
析
Ａ【
環
告
第
１
９
号
相
当
】

167（20-8） 167（20-8）

「<」の表記は測定結果が定量下限値を下回ったことを表す。
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駅
長
候
補
者
の
募
集
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
職
業
安

定
所
へ
の
求
人
募
集
を
行
わ
な

か
っ
た
の
は
、
平
成
28
年
10
月

11
日
に
電
話
で
確
認
を
し
た
際

に
、
求
人
で
は
実
務
経
験
10
年

以
上
の
部
分
が
国
家
資
格
等
で

は
な
い
た
め
、
タ
イ
ト
ル
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
回
答
を
得
た
こ
と
か

ら
、
町
が
求
め
て
い
る
人
材
が

集
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
と

判
断
し
、
断
念
を
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
募
集
に
対
す
る
内
容

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
は
、668
件
と
な
っ
て
い
る
。

民
間
活
力
導
入
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、〈
表

10
〉の
と
お
り
で
あ
る
。

　
次
に
現
在
設
計
途
中
の
平
面

図
が
示
さ
れ
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス

の
厨
房
を
中
央
に
設
け
、
物
販

の
搬
入
用
倉
庫
の
ス
ペ
ー
ス
を

広
く
し
、
ト
イ
レ
の
入
口
を
正

面
に
変
更
し
て
い
る
。
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
及
び
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
他
に
、
維
持
管
理

の
し
や
す
い
施
設
と
す
る
観
点

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
外
構
で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て

い
る
の
で
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
内

に
親
水
施
設
を
検
討
し
て
お
り
、

調
整
池
の
一
部
を
平
常
時
に
広

場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
検

討
も
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
指
定
管
理
で

行
う
収
益
部
門
と
民
間
活
力
で

行
う
収
益
で
は
、
収
益
の
面
で

差
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

精
査
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
質
疑
が
あ
り
、
町
は
指
定

管
理
者
に
は
指
定
管
理
料
が
少

な
く
済
む
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
、
民
間
活
力
に
は
早
期
に

ル
ー
ル
を
作
成
す
る
よ
う
詰
め

て
い
く
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。

　
次
回
委
員
会
で
は
、
町
長
へ

の
総
括
質
疑
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
て
、委
員
会
を
閉
会
し
た
。

６
．
平
成
29
年
２
月
６
日
に
第

15
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

町
長
へ
の
総
括
質
疑
を
行
っ
た
。

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
道
の
駅
の
基
本
と
な
る
交
通

量
に
つ
い
て

　
道
の
駅
の
立
地
条
件
が
交
通

の
量
が
多
く
、
非
常
に
利
用
が

進
む
と
い
う
事
で
こ
の
位
置
に

設
定
し
て
い
る
が
、
道
路
交
通

セ
ン
サ
ス
の
本
町
IC
か
ら
藤
城

IC
の
交
通
量
は
、
平
成
17
年
で

１
４
，
２
５
９
台
だ
っ
た
の
が

平
成
22
年
に
は
１
３
，
０
７
９

台
に
落
ち
て
き
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
伺

い
た
い
。

②
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
今

後
の
計
画
と
道
の
駅
に
つ
い
て

　
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
が
将

来
函
館
新
道
と
接
続
さ
れ
た
場

合
、
一
般
道
を
通
る
交
通
量
が

激
減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

道
の
駅
の
採
算
も
合
わ
な
く
な

る
と
思
う
が
、
縮
小
や
見
直
し

の
考
え
が
な
い
か
伺
い
た
い
。

③
農
産
物
の
直
販
に
つ
い
て

　
農
産
物
の
販
売
が
道
の
駅
の

採
算
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る

が
、
本
町
や
大
中
山
に
も
直
販

所
が
多
く
あ
り
、
地
域
の
人
は

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
利
用
し
て

い
る
な
か
で
、
か
な
り
離
れ
た

峠
下
地
域
で
そ
う
い
う
直
販
を

し
て
も
地
域
の
人
が
来
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
農
産
物
の
直
販

で
や
っ
て
い
け
る
場
所
な
の
か

と
い
う
の
が
、
非
常
に
危
惧
さ

れ
る
。
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え

る
の
か
伺
い
た
い
。

④
農
産
物
を
提
供
す
る
農
家
の

問
題
に
つ
い
て

　
町
内
に
あ
る
直
販
所
に
農
産

物
を
出
し
て
い
る
農
家
は
、
そ

の
地
域
に
近
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

峠
下
や
藤
城
の
生
産
者
が
立
ち

上
が
っ
て
動
か
な
い
限
り
、
こ

の
農
産
物
の
直
販
所
自
体
が
成

り
立
た
な
い
と
考
え
る
が
、
町

は
１
回
団
体
と
交
渉
し
た
が
断

ら
れ
て
お
り
、
農
産
物
の
提
供

農
家
と
の
話
が
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
北
斗
市
に
あ
る
農
協
が

経
営
す
る
直
販
の
施
設
に
お
い

て
も
、
冬
期
間
は
農
産
物
が
集

ま
ら
ず
閑
散
と
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
そ
こ
で
今
後
の
見
通

し
と
農
産
物
の
利
益
２
，
１
６

０
万
円
が
可
能
か
ど
う
か
伺
い

た
い
。

⑤
道
の
駅
の
基
本
計
画
の
収
益

に
つ
い
て

　
基
本
計
画
に
は
入
込
数
90
万

人
、年
間
売
上
９
，５
０
０
万
円
、

純
利
益
490
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
計
画
ど
お
り
に
行
け
る
の

か
伺
い
た
い
。

⑥
起
債
の
償
還
に
つ
い
て

　
道
の
駅
事
業
で
起
債
が
約
７

億
２
千
万
円
か
ら
７
億
５
千
万

円
く
ら
い
と
計
算
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
返
済
方
法
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

⑦
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
道
の
駅
の
運
営
を
指
定
管
理

で
行
う
と
し
て
い
る
が
、
直
営

の
可
能
性
と
指
定
管
理
で
行
っ

た
場
合
の
運
営
赤
字
の
対
応
に

つ
い
て
補
助
、
補
填
を
し
て
い

く
考
え
な
の
か
伺
い
た
い
。

⑧
特
産
品
に
つ
い
て

　
特
産
品
と
し
て
七
飯
町
ら
し

い
物
、
あ
る
い
は
七
飯
町
に
し

か
で
き
な
い
も
の
と
町
長
は
発

言
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
七
飯

町
ら
し
い
物
、
七
飯
町
に
し
か

で
き
な
い
も
の
と
い
う
の
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
こ
れ
に
対
し
町
長
の
答
弁
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
道
の
駅
の
基
本
と
な
る
交
通

量
に
つ
い
て

　
交
通
量
は
、
道
路
交
通
セ
ン

サ
ス
の
本
町
IC
・
七
飯
藤
城
IC

間
の
函
館
新
道
の
み
の
数
値
で

あ
り
、
道
の
駅
近
傍
の
調
査
地

点
で
は
な
く
、
道
の
駅
近
く
の

交
通
量
と
し
て
は
、
函
館
新
道

と
藤
城
か
ら
の
国
道
５
号
が
合

流
し
た
昆
布
館
付
近
が
調
査
地

点
と
な
り
、
平
成
22
年
度
数
値

で
２
３
，
０
１
４
台
の
交
通
量

が
あ
る
。

　
質
問
に
あ
る
地
点
の
交
通
量

は
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
確
認

し
て
い
る
が
、
道
の
駅
近
傍
の

交
通
量
は
管
内
の
調
査
地
点
の

中
で
も
非
常
に
多
く
の
交
通
量

が
あ
る
場
所
で
す
の
で
、
最
大

限
に
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
交
通
量
だ
け
に
頼
ら

ず
、
道
の
駅
の
魅
力
を
高
め
地

元
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
な
ど
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、

わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
っ
て
ま
で
も

利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
目

指
し
努
力
す
る
。

②
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
今

後
の
計
画
と
道
の
駅
に
つ
い
て

　
現
在
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
は
札
幌
方
面
か
ら
大
沼
公
園

IC
ま
で
が
開
通
し
供
用
さ
れ
て

お
り
、そ
の
先
の
、大
沼
公
園
IC

か
ら（
仮
称
）七
飯
IC
ま
で
の
10

㎞
区
間
は
、
既
に
事
業
着
手
し

て
い
る
が
、
完
成
と
な
る
正
確

な
時
期
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
先
の
函
館
新
道

七
飯
藤
城
IC
ま
で
は
、い
つ
、ど

う
繋
げ
る
の
か
は
未
確
定
で
あ

る
と
、
事
業
主
体
で
あ
る
函
館

開
発
建
設
部
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

①民間活力募集要項の作成

②募集要項の公表

③応募者募集

④審査委員会による審査

⑤事業者の決定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
項　　　　目

平成２9年度平成２８年度
〈表10〉七飯町道の駅民間活力導入スケジュール



七飯町　議会だより 40

現
在
、
事
業
着
手
し
て
い
る
10

㎞
の
内
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
が
約

７
㎞
あ
り
、事
業
費
が
、約
900
億

円
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
ま
で
は

相
当
期
間
を
要
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
高
速
道
路
が
接
続

す
る
こ
と
も
想
定
し
、
そ
の
際

に
は
、
函
館
開
発
建
設
部
に
対

し
、
IC
か
ら
道
の
駅
へ
ス
ム
ー

ズ
な
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う

要
望
す
る
と
と
も
に
、
道
の
駅

の
魅
力
を
高
め
多
く
の
皆
様
に

利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う

努
力
し
ま
す
の
で
、
現
状
と
し

て
は
縮
小
や
見
直
し
の
考
え
は

な
い
。

③
農
産
物
の
直
販
に
つ
い
て

　
道
の
駅
は
町
の
特
産
品
や
農

産
品
を
道
路
利
用
者
や
地
域
住

民
に
広
く
PR
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
観
光
交
流
施
設
の
位
置

付
け
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
販

売
し
て
利
益
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
設
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
施
設
整
備
を
機

に
住
民
活
力
の
礎
と
な
る
よ
う

な
施
設
づ
く
り
を
願
い
、
現
在

関
係
担
当
者
が
懸
命
に
準
備
作

業
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
確
か
に
七
飯
町
内
で
は
個
別

農
家
が
積
極
的
に
農
産
物
の
直

売
を
行
っ
て
お
り
、
地
元
住
民

の
顧
客
も
固
定
化
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、
七
飯
町
の
農
業
生
産
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
幅
広
い
道

路
利
用
者
へ
も
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
付
加
価
値
を
定
着
さ
せ

て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
る
。

　
道
の
駅
整
備
を
機
に
、
観
光

交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
生
産

者
と
消
費
者
が
共
に
手
を
と
り
、

当
町
か
ら
全
国
へ
現
在
の
農
業

生
産
技
術
が
発
信
さ
れ
た
歴
史

的
要
素
を
振
り
返
り
、
併
せ
て

高
品
質
な
農
業
生
産
地
と
し
て

の
PR
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
は

七
飯
町
内
の
中
間
地
点
と
い
う

位
置
づ
け
の
立
地
や
町
の
情
報

発
信
機
能
と
し
て
の
役
割
を
捉

え
て
い
く
に
は
農
産
物
直
売
所

と
し
て
適
地
で
あ
り
、
道
の
駅

周
辺
に
あ
る
既
存
の
観
光
施
設

や
飲
食
店
な
ど
と
も
連
携
し
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
努

力
す
る
。

　
ま
た
、
七
飯
町
は
海
の
な
い

町
で
は
あ
る
が
、
大
沼
の
ワ
カ

サ
ギ
な
ど
の
水
産
物
も
あ
り
、

広
域
観
光
事
業
を
進
め
て
い
る

環
駒
ヶ
岳
広
域
観
光
協
議
会
の

仲
間
で
あ
る
森
町
、鹿
部
町
、あ

る
い
は
函
館
市
、
北
斗
市
な
ど

の
近
隣
市
町
と
の
連
携
の
中
で

海
産
物
な
ど
の
品
ぞ
ろ
え
も
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更

な
る
集
客
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

④
農
産
物
を
提
供
す
る
農
家
の

問
題
に
つ
い
て

　
農
産
物
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
農
家
は
、
峠
下
や
藤
城
地
区

が
中
心
と
な
る
と
考
え
て
お
り
、

現
在
中
心
と
な
る
べ
き
農
家
の

方
々
と
条
件
や
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

　
冬
期
間
の
農
産
物
の
仕
入
れ

に
つ
い
て
は
、
七
飯
周
辺
か
ら

調
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
町
内
に
は
全
国
的
に
も
有

名
な
優
れ
た
特
産
品
や
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
加
工
品
が
数
多

く
あ
り
、
農
産
物
や
加
工
品
に

つ
い
て
は
産
地
を
拡
大
し
て
仕

入
れ
・
販
売
す
る
よ
う
な
検
討

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

売
上
げ
想
定
に
つ
い
て
は
、
基

本
計
画
に
お
い
て
条
件
を
仮
定

し
て
算
出
し
て
い
る
。
今
後
決

定
す
る
運
営
組
織
が
健
全
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て

も
全
力
を
挙
げ
て
支
援
・
協
力

し
て
い
く
。

　
な
お
、
農
業
団
体
と
は
意
見

交
換
は
し
た
が
、
交
渉
し
断
ら

れ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。

⑤
道
の
駅
の
基
本
計
画
の
収
益

に
つ
い
て

　
営
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
基

本
計
画
に
お
い
て
条
件
を
仮
定

し
て
算
出
し
て
い
る
。
運
営
組

織
は
指
定
管
理
者
と
し
て
委
託

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
運

営
組
織
が
健
全
な
経
営
が
出
来

る
よ
う
、
町
と
し
て
も
全
力
を

挙
げ
て
支
援
・
協
力
を
し
て
い

く
。

⑥
起
債
の
償
還
に
つ
い
て

　
本「
道
の
駅
事
業
」に
つ
い
て

も
、
他
の
大
型
の
公
共
事
業
と

同
様
に
起
債
を
活
用
し
、
事
業

実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
現
在
、
建
物
の
実
施
設
計
等

に
よ
る
事
業
量
の
変
動
は
あ
る

の
で
確
定
数
と
は
な
ら
な
い
が
、

総
事
業
費
が
12
億
円
と
な
っ
た

場
合
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
、
基
金
の
繰
り
入
れ
を
行

い
、
残
り
の
約
７
億
２
千
万
円

は
起
債
の
活
用
を
す
る
。

　
償
還
は
、
20
年
償
還
と
し
た

場
合
、年
間
３
６
，０
０
０
千
円

の
元
金
の
返
済
プ
ラ
ス
利
息
が

発
生
す
る
が
、
合
わ
せ
て
単
年

度
で
約
３
７
，
０
０
０
千
円
の

返
済
額
が
見
込
ま
れ
る
。

　
償
還
は
、
一
般
会
計
で
予
算

計
上
し
、
返
済
す
る
計
画
で
あ

る
。

　
道
の
駅
に
は
、休
憩
施
設
、情

報
発
信
機
能
の
ほ
か
、
町
の
農

産
品
・
特
産
品
の
販
売
、
食
事

の
提
供
す
る
機
能
を
持
つ
が
、

全
て
を
売
上
げ
利
益
だ
け
で
起

債
償
還
す
る
も
の
で
は
な
く
、

他
の
公
共
施
設
と
同
様
に
町
が

長
期
的
な
財
政
推
計
の
中
で
今

後
の
収
支
状
況
を
考
慮
し
償
還

し
て
い
く
。

⑦
指
定
管
理
に
つ
い
て

　「
七
飯
町
道
の
駅
基
本
計
画
」

の
管
理
運
営
手
法
に
お
い
て
は
、

町
が
直
接
管
理
運
営
す
る
直
営

方
式
と
指
定
管
理
方
式
と
民
間

委
託
方
式
の
３
つ
の
方
法
が
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
道
の
駅
は
公
共
性
と
事
業
性

の
二
つ
の
面
を
併
せ
持
つ
こ
と

か
ら
、
基
本
計
画
に
お
い
て
管

理
運
営
手
法
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
整
理
し
た
結

果
、
直
営
方
式
で
は
な
く
指
定

管
理
方
式
が
望
ま
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
方
式
で
は
、
24
時

間
ト
イ
レ
な
ど
の
公
的
部
分
は

指
定
管
理
料
で
支
払
わ
れ
る
が
、

特
産
品
販
売
や
農
産
物
販
売
、

飲
食
な
ど
の
収
益
部
分
は
指
定

管
理
者
の
裁
量
と
な
る
こ
と
か

ら
、
運
営
の
赤
字
に
つ
い
て
町

か
ら
の
補
助
、
補
填
は
考
え
て

い
な
い
。

⑧
特
産
品
に
つ
い
て

　
七
飯
町
に
は
、
全
国
に
誇
る

農
産
物
、
畜
産
物
、
花
卉
、
果
樹
、

内
水
面
で
す
が
水
産
物
ま
で

様
々
な
特
産
品
が
あ
り
、
そ
れ

ら
に
ま
つ
わ
る
歴
史
が
あ
る
。

ガ
ル
ト
ネ
ル
が
七
飯
町
に
江
戸

幕
府
の
耕
作
地
試
作
許
可
を
得

て
か
ら
今
年
で
150
年
と
な
り
、

ガ
ル
ト
ネ
ル
が
行
っ
た
西
洋
式

農
業
が
七
重
官
園
に
引
き
継
が

れ
、
官
園
で
得
ら
れ
た
栽
培
技

術
や
研
究
成
果
が
道
南
、
道
内

だ
け
で
は
な
く
各
地
で
活
用
さ

れ
日
本
の
農
業
の
支
え
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
特
産
品
は
、
他

の
地
域
で
は
決
し
て
真
似
す
る

事
の
出
来
な
い
、
七
飯
町
で
し

か
で
き
な
い
も
の
と
自
負
し
て

い
る
。

　
発
祥
の
物
と
し
て
は
、
リ
ン

ゴ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
男
爵
い
も
、

チ
ー
ズ
、ホ
ッ
プ
等
が
あ
り
、特

に
チ
ー
ズ
の
発
祥
に
つ
い
て
は

牛
を
飼
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
七
飯
町
で
は
黒
毛
和

牛
や
函
館
大
沼
牛
、
峠
下
牧
野

組
合
で
赤
毛
を
生
産
し
て
い
た

時
期
も
あ
る
。

　
ホ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
発
祥
の

地
で
あ
り
、
全
国
で
も
金
賞
を

受
賞
す
る
大
沼
地
ビ
ー
ル
、
ワ

イ
ン
工
場
も
七
飯
町
に
は
あ
る
。

ま
た
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
や
ガ

ラ
ナ
、牛
乳
も
あ
る
の
で
、感
謝

祭
の
よ
う
な
形
で
年
に
一
度

や
っ
て
い
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い

道
の
駅
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
委
員
よ
り
、
次
の
よ
う
な
再

質
問
が
あ
っ
た
。

①
平
成
22
年
度
に
測
定
し
た
交

通
量
調
査
の
数
値
を
採
用
し
て

い
る
が
、
最
近
の
交
通
量
が
ど

う
変
化
し
て
い
る
か
。

②
高
速
道
路
を
利
用
す
る
車
が

道
の
駅
に
立
ち
寄
る
確
率
は
か
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な
り
低
く
、
町
の
計
画
は
甘
い

の
で
は
な
い
か
。

③
立
地
条
件
は
農
産
物
直
販
の

適
地
で
は
な
く
、
新
幹
線
の
利

用
客
も
道
の
駅
に
寄
る
と
い
う

の
は
期
待
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

④
農
産
物
を
提
供
す
る
農
家
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
見
通
し
と
、

地
場
産
品
の
提
供
の
進
捗
状
況
、

ま
た
１
年
を
通
し
て
農
産
物
の

確
保
が
で
き
る
の
か
。

⑤
利
益
は
ど
の
よ
う
に
配
分
す

る
の
か
。

⑥
ま
た
半
年
は
雪
に
埋
も
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
基
本
計
画
に

あ
る
収
益
を
絶
対
確
保
を
で
き

る
の
か
再
度
確
認
し
た
い
。

⑦
指
定
管
理
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

⑧
道
の
駅
は
公
共
施
設
で
は
な

く
、商
業
施
設
で
な
い
の
か
。

⑨
道
の
駅
が
起
爆
剤
に
な
る
根

拠
を
教
え
て
ほ
し
い
。

⑩
檜
山
管
内
と
の
連
携
に
つ
い

て
。

⑪
民
間
活
力
の
公
募
に
際
し
て

の
公
募
条
件
の
中
に
、
道
産
品

あ
る
い
は
、
最
低
で
も
道
南
の

特
産
品
の
取
り
扱
い
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
公
募

は
道
南
か
ら
と
い
う
幅
広
い
考

え
は
あ
る
か
。

　
町
長
の
答
弁
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

①
平
成
27
年
度
に
は
同
じ
場
所

で
調
べ
て
い
な
い
か
確
認
を
す

る
。

②
IC
の
ア
ク
セ
ス
を
良
く
す
る

こ
と
に
よ
り
問
題
は
無
い
。
高

速
道
路
の
利
用
者
の
目
的
地
が

七
飯
町
の
道
の
駅
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
た
め
、
町
の
計
画
は
決
し
て

甘
く
な
い
。

③
町
民
が
利
用
す
る
観
点
か
ら

中
間
地
点
で
あ
り
、
レ
ン
タ

カ
ー
の
利
用
者
に
も
一
番
利
用

し
や
す
い
地
点
で
適
地
だ
と
判

断
し
て
い
る
。

④
各
課
の
担
当
職
員
が
農
家
と

話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
加
工
品
や
、
近
隣
市
町

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
海
産

物
な
ど
も
提
供
し
、
七
飯
町
で

生
産
さ
れ
た
も
の
を
七
飯
町
が

加
工
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
、

道
の
駅
に
行
く
と
買
え
る
の
だ

と
い
う
も
の
も
や
っ
て
い
き
た

い
。

⑤
起
債
は
町
が
責
任
を
も
っ
て

償
還
を
し
、
収
益
の
配
分
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
の
協
議
に
な

る
。

⑥
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
し
っ

か
り
や
る
。
絶
対
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
る
。

⑦
３
月
末
に
実
施
設
計
が
出
来

上
が
り
、
指
定
管
理
者
を
決
め

て
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

⑧
24
時
間
ト
イ
レ
や
駐
車
場
、

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
を
確
保

す
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
で

あ
る
。

⑨
多
く
の
方
の
施
設
利
用
が
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

⑩
渡
島
管
内
に
限
ら
ず
、
南
北

海
道
と
い
う
広
域
の
観
点
で

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

⑪
取
扱
品
は
公
募
の
中
の
条
件

に
入
れ
て
い
き
た
い
、
ま
た
南

北
海
道
の
エ
リ
ア
で
や
り
た
い

と
い
う
人
で
あ
れ
ば
拒
む
こ
と

は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
に
提

出
す
る
最
終
報
告
書
へ
の
記
載

事
項
を
確
認
し
委
員
会
を
閉
会

し
た
。

７
．
平
成
29
年
２
月
20
日
に
第

16
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
に
提

出
す
る
最
終
報
告
書
の
ま
と
め

を
行
っ
た
が
、
記
載
事
項
の
追

加
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
次
回
に

確
認
す
る
こ
と
と
し
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

８
．
平
成
29
年
２
月
27
日
に
第

17
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

最
終
報
告
書
の
確
認
を
行
い
委

員
会
を
閉
会
し
た
。

９
．ま
と
め

　
以
上
が
平
成
28
年
第
３
回
定

例
会
で
報
告
し
た
以
降
の
調
査

活
動
で
あ
る
。

　
道
の
駅
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
実
施
設
計
の
途
中
で
は
あ

る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら

議
論
を
し
て
き
た
。
重
要
な
の

は
、
運
営
の
仕
方
に
よ
り
収
益

が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
十
分
な
検

討
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
、

道
の
駅
が
開
業
す
る
こ
と
は
当

町
に
と
っ
て
大
き
な
経
済
効
果

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
中

長
期
の
展
望
に
立
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
望
み
、

当
特
別
委
員
会
の
活
動
を
終
了

す
る
も
の
と
す
る
。

１
．
平
成
27
年
６
月
15
日
に
第

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
に
畑
中
静
一
委
員
、
副

委
員
長
に
佐
野
史
人
委
員
を
そ

れ
ぞ
れ
互
選
し
た
。

２
．
平
成
27
年
７
月
16
日
に
第

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

今
後
の
調
査
方
法
及
び
要
求
資

料
の
確
認
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

今
後
の
調
査
方
針
に
つ
い
て
は
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
や
継

続
し
て
活
動
す
る
事
項
を
主
に

調
査
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
要
求
資
料
は
、
湯
出
川
準
用

河
川
改
修
事
業
及
び
軍
川
、
藤

城
川
、蒜
沢
川
、水
無
沢
川
の
砂

防
事
業
の
計
画
の
概
要
、
進
捗

況
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
の

資
料
。
久
根
別
川
改
修
事
業
の

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
の
資
料
。

駒
ヶ
岳
火
山
防
災
の
前
特
別
委

員
会
で
の
報
告
に
対
す
る
検
証

に
つ
い
て
。災
害
別
（
風
水
害
）

の
対
策
・
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
提
出
を
求
め
る
こ
と
を

確
認
し
て
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

３
．
平
成
27
年
８
月
10
日
に
第

３
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

総
務
部
長
、総
務
財
政
課
長
、農

林
水
産
課
長
、
土
木
課
長
の
出

席
を
求
め
、
要
求
に
基
づ
き
提

出
の
あ
っ
た
資
料
の
聴
取
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
湯
出
川
準

用
河
川
改
修
事
業
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
湯
出
川
準
用
河

川
改
修
事
業
の
計
画
の
概
要
は
、

湯
出
川
は
国
道
横
断
管
・
JR
横

断
管
の
流
下
能
力
不
足
で
、
豪

雨
の
際
に
は
頻
繁
に
浸
水
災
害

を
も
た
ら
せ
て
い
る
。

　
本
事
業
で
は
、
こ
れ
ら
の
浸

水
災
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
JR

委
員
長
　
畑
　
中
　
　
静
　
一

防
災
・
災
害
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
27
年
６
月
15
日
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
当

特
別
委
員
会
が
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
結
果
を
下
記
の
と
お
り
報
告

す
る
。
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橋
の
流
下
能
力
の
向
上
及
び
上

流
の
湯
出
川
、
武
佐
川
の
洪
水

を
一
時
的
に
貯
留
し
、
流
下
す

る
水
量
を
調
整
す
る
遊
水
池
の

設
置
、
河
道
の
整
備
を
計
画
す

る
も
の
で
、
計
画
延
長
は
湯
出

川
０
．13
㎞
、
武
佐
川
０
．46
㎞
、

計
０
．59
㎞
で
、計
画
規
模
は
3.7

分
の
１
で
あ
る
。

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
湯

出
川
と
武
佐
川
は
平
成
25
年
12

月
に
準
用
河
川
に
指
定
さ
れ
、

平
成
26
年
３
月
に
事
業
計
画
を

策
定
、
平
成
26
年
度
よ
り
JR
橋

の
改
修
工
事
を
開
始
し
平
成
27

年
９
月
に
完
成
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
事
業
の
他
に
、

平
成
26
年
度
に
開
発
建
設
部
に

よ
り
国
道
横
断
管
の
改
修
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
は
、
上
流
で
発

生
し
た
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、

流
下
す
る
水
を
調
整
す
る
た
め

の
遊
水
池
概
略
設
計
を
発
注
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
は
遊
水
池
・
河
道

実
施
設
計
を
行
い
、
決
定
し
た

形
状
を
も
と
に
平
成
29
年
度
に

用
地
測
量
、
用
地
買
収
を
進
め
、

平
成
30
年
度
に
工
事
着
手
、
平

成
32
年
度
の
完
成
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

　
軍
川
通
常
砂
防
事
業
の
概
要

は
、
平
成
19
年
の
被
害
を
契
機

に
、
平
成
21
年
度
よ
り
北
海
道

が
砂
防
事
業
と
し
て
着
手
し
た

も
の
で
、
砂
防
施
設
を
整
備
し
、

人
家
な
ど
を
土
砂
災
害
か
ら
守

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　
計
画
施
設
は
遊
砂
地
２
基
、

渓
流
保
全
工
3.5
㎞
で
、
保
全
対

象
は
人
家
69
戸
、
ハ
ッ
ピ
ー
お

お
ぬ
ま
、道
道
1.7
㎞
、鉄
道
0.6
㎞

と
な
っ
て
い
る
。

　
進
捗
状
況
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
は
、
測

量
、設
計
、用
地
補
償
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
１
号

遊
砂
地
工
事
に
着
手
、
平
成
28

年
度
の
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
の
工
事
は
、
こ
の

遊
砂
地
160
ｍ
区
間
で
床
固
工
１

基
と
掘
削
１
万
㎥
を
平
成
27
年

10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
事
業
区
間
の
設
定
が
平

成
28
年
度
で
あ
る
た
め
、
来
年

度
は
予
算
に
よ
っ
て
は
、
事
業

期
間
の
延
長
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
藤
城
川
通
常
砂
防
事
業
の
概

要
は
、
平
成
19
年
度
の
被
害
を

契
機
に
、
平
成
22
年
度
よ
り
北

海
道
が
砂
防
事
業
と
し
て
着
手

し
た
も
の
で
、
砂
防
施
設
を
整

備
し
、
人
家
や
小
学
校
な
ど
を

土
砂
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
計
画
施
設
は
砂
防
堰
堤
１
基
、

渓
流
保
全
工
が
本
川
1.5
㎞
、
支

川
1.6
㎞
、計
3.1
㎞
で
、人
家
44
戸
、

藤
城
小
学
校
、公
民
館
、保
育
園

な
ど
が
保
全
対
象
と
な
っ
て
い

る
。

　
進
捗
状
況
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
が
測
量
、

設
計
、
平
成
27
年
度
か
ら
工
事

着
手
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度

の
工
事
は
遊
砂
地
内
の
帯
工
２

基
、土
工
２
，０
０
０
㎥
を
平
成

27
年
11
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で
の
予
定
で
実
施
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
、
平
成
29
年
度
に

遊
砂
地
を
含
む
本
川
の
渓
流
保

全
工
、
平
成
29
年
度
に
支
川
の

砂
防
堰
堤
工
、平
成
30
年
度
、平

成
31
年
度
に
支
川
の
渓
流
保
全

工
を
実
施
し
、
事
業
を
完
了
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
蒜
沢
川
通
常
砂
防
事
業
の
概

要
は
、
平
成
９
年
の
被
害
を
契

機
に
、
平
成
11
年
よ
り
北
海
道

が
砂
防
事
業
と
し
て
着
手
し
た

も
の
で
、
砂
防
施
設
を
整
備
し
、

人
家
や
事
業
所
な
ど
を
土
砂
災

害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
計
画
施
設
は
既
設
堰
堤
の
改

修
２
基
、山
腹
工
490
ｍ
、渓
流
保

全
工
3.9
ｍ
、
流
木
捕
捉
工
１
基

で
、人
家
224
戸
、事
業
所
16
戸
な

ど
が
保
全
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
進
捗
状
況
は
、
平
成
11
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
に
か
け
て
測

量
、
設
計
、
用
地
補
償
、
平
成
16

年
度
に
工
事
着
手
を
し
て
、
こ

れ
ま
で
渓
流
保
全
工
を
継
続
し

て
工
事
し
て
い
る
。
平
成
27
年

度
は
、
遊
砂
地
内
の
帯
工
１
基

と
土
工
３
，
０
０
０
㎥
を
平
成

27
年
12
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

に
か
け
て
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
、
平
成
29
年
度
に

渓
流
保
全
工
、山
腹
工
、平
成
28

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に
か
け

て
既
設
堰
堤
の
改
修
工
事
、
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
に

か
け
て
流
木
捕
捉
工
を
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
無
沢
川
通
常
砂
防
事
業
に

つ
い
て
は
、現
在
、新
規
事
業
採

択
に
向
け
て
北
海
道
開
発
局
と

協
議
中
で
あ
り
、
正
式
な
事
業

と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
状
態
に

あ
る
た
め
、
平
成
28
年
度
着
手

に
向
け
現
在
協
議
を
進
め
て
い

る
段
階
で
あ
る
。

　
事
業
の
概
要
は
、
平
成
19
年

度
、
平
成
22
年
度
の
豪
雨
に
よ

り
流
域
内
が
荒
廃
し
、今
後
、下

流
域
へ
の
土
砂
流
出
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
砂
防
施
設
を
整
備

し
、
人
家
な
ど
を
土
砂
災
害
か

ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
計
画
施
設
は
、
砂
防
堰
堤
１

基
、
渓
流
保
全
工
が
１
．
01
㎞
、

床
固
工
１
基
で
、人
家
334
戸
、事

業
所
９
戸
、
国
道
５
号
線
を
保

全
対
象
と
し
て
い
る
。

　　
次
に
、
久
根
別
川
広
域
河
川

改
修
事
業
の
概
要
は
、
昭
和
56

年
、昭
和
61
年
、平
成
３
年
の
被

害
を
契
機
に
、
平
成
４
年
よ
り

北
海
道
が
広
域
河
川
改
修
事
業

と
し
て
着
手
し
、久
根
別
川
、蒜

沢
川
を
対
象
に
堤
防
の
新
設
、

河
道
拡
幅
な
ど
を
実
施
し
、
浸

水
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
計
画
延
長
は
、久
根
別
川
15
．

２
㎞
、蒜
沢
川
3.6
㎞
の
計
18
．８

㎞
で
、
築
堤
工
33
．15
㎞
、
掘
削

工
18
．
８
㎞
と
橋
梁
工
な
ど
を

実
施
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
進
捗
状
況
は
、
平
成
４
年
度

の
事
業
着
手
か
ら
、測
量
、設
計
、

用
地
補
償
、
改
修
工
事
を
進
め
、

平
成
27
年
度
は
藤
城
川
合
流
点

か
ら
そ
の
上
流
、
藤
城
２
号
橋

ま
で
の
200
ｍ
区
間
の
掘
削
と
３
，

０
０
０
㎡
の
護
岸
を
平
成
27
年

９
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

道
道
七
飯
大
野
線
の
橋
梁
、
久

根
別
９
号
橋
よ
り
上
流
の
河
道

の
暫
定
掘
削
、築
堤
工
、橋
梁
架

替
を
平
成
32
年
ま
で
に
完
了
さ

せ
、
そ
の
後
は
最
下
流
か
ら
完

成
河
道
断
面
に
て
掘
削
工
を
進

め
、
平
成
40
年
の
事
業
完
成
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

　
次
に
、駒
ヶ
岳
火
山
防
災
、前

特
別
委
員
会
で
の
報
告
に
対
す

る
検
証
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

27
年
度
第
１
回
駒
ヶ
岳
火
山
防

災
会
議
協
議
会
幹
事
会
に
お
い

て
協
議
さ
れ
た
今
年
度
の
登
山
、

入
山
さ
れ
る
方
々
へ
の
注
意
事

項
を
周
知
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、駒
ヶ
岳
は
、活
動

中
の
火
山
で
あ
る
こ
と
、
シ
ェ

ル
タ
ー
が
無
い
こ
と
、
登
山
に

お
い
て
は
自
己
責
任
の
も
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ

ル
等
の
携
行
を
推
奨
し
、
６
合

目
に
注
意
を
促
す
看
板
を
設
置

す
る
と
し
て
い
る
。
森
町
で
配

置
し
て
い
た
管
理
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
は
配
置
さ
れ

て
い
な
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
大

沼
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
に
配
置
し
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
森
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

や
、気
象
庁
、北
海
道
森
林
管
理

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
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も
、
駒
ヶ
岳
の
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　
火
山
情
報
の
提
供
と
噴
石
を

避
け
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

は
、気
象
庁
、札
幌
管
区
気
象
台

へ
平
成
26
年
10
月
30
日
に
訪
問

を
し
、
ア
メ
ダ
ス
既
存
施
設
の

移
設
・
機
能
拡
充
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
北
海
道
渡
島
総
合

開
発
期
成
会
の
要
望
事
項
に
は
、

重
点
要
望
事
項
に
シ
ェ
ル
タ
ー

等
避
難
施
設
の
整
備
と
い
う
項

目
を
追
加
し
、
平
成
27
年
６
月

24
日
に
北
海
道
、
翌
25
日
に
中

央
省
庁
へ
要
望
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

　
観
光
客
に
対
す
る
周
知
対
策

は
、日
本
語
、英
語
、中
国
語
、韓

国
語
表
記
に
よ
る
周
囲
道
路
へ

の
避
難
所
標
識
を
６
カ
所
設
置

し
、
避
難
所
指
定
に
な
っ
て
い

る
大
沼
地
区
の
会
館
等
に
設
置

し
て
い
る
避
難
所
表
記
を
４
カ

国
語
と
し
て
い
る
。

　
国
の
動
向
は
、
気
象
庁
が
全

国
47
火
山
で
登
山
者
や
観
光
客

へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

５
分
以
内
に
噴
火
速
報
を
出
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
た
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
火
山
情
報
の
提

供
を
平
成
27
年
８
月
４
日
午
後

か
ら
開
始
と
な
っ
た
。

　
次
に
、災
害
別
の
対
策
、災
害

別（
風
水
）の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
、
七
飯
町
地
域
防
災

計
画
に
は
災
害
対
策
本
部
の
設

置
を
規
定
し
、
気
象
業
務
に
関

す
る
計
画
に
は
、
風
水
に
関
す

る
警
報
、
注
意
報
な
ど
が
記
載

さ
れ
、気
象
予
報
、警
報
並
び
に

情
報
等
伝
達
系
統
で
情
報
伝
達

が
行
わ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。

　
水
防
法
に
基
づ
く
水
防
警
報

に
は
、水
防
警
報
の
種
類
、内
容
、

発
表
基
準
及
び
伝
達
を
記
載
し
、

異
常
現
象
を
発
見
し
た
者
の
措

置
等
及
び
地
区
別
情
報
連
絡
責

任
者
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

予
防
計
画
は
、
重
要
警
戒
区
域

及
び
整
備
計
画
、
水
害
予
防
計

画
、
風
害
予
防
計
画
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達

マ
ニ
ュ
ア
ル（
土
砂
災
害
編
）に

つ
い
て
は
、
北
海
道
で
危
険
性

の
あ
る
と
こ
ろ
が
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、
私
有
地
も
あ
る
こ
と

か
ら
理
解
が
得
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
広
島
市
の
土
石
流
の
被
害
が

発
生
す
る
中
、
最
近
は
道
南
に

お
い
て
も
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

異
常
気
象
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
居
住
し
て
い
る

方
々
の
意
識
の
変
化
も
あ
り
理

解
が
進
む
と
し
て
い
る
。

　
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
水
害
編
に
は
、

警
戒
す
べ
き
区
域
、箇
所
、避
難

勧
告
等
を
判
断
す
る
情
報
、
避

難
勧
告
等
に
よ
り
立
ち
退
き
避

難
が
必
要
な
住
民
に
求
め
る
行

動
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
、
避
難
勧
告
等

の
発
令
の
判
断
基
準
、
災
害
の

発
生
が
想
定
さ
れ
る
際
の
体
制

と
情
報
分
析
、
避
難
勧
告
等
の

判
断
の
た
め
分
析
、
確
認
す
る

情
報
、
避
難
勧
告
等
の
解
除
判

断
基
準
、
助
言
を
求
め
る
こ
と

の
で
き
る
機
関
、
避
難
勧
告
等

の
情
報
伝
達
、
避
難
勧
告
等
の

伝
達
文
の
例
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　
雨
が
降
っ
た
際
、
国
土
交
通

省
の
雨
量
を
確
認
し
、
計
画
に

従
い
住
民
に
も
情
報
を
周
知
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
次
回
の
委
員
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て
委
員
長
、
副
委
員
長

に
一
任
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

４
．
平
成
27
年
10
月
19
日
に
第

４
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

経
済
部
長
、
土
木
課
長
の
出
席

を
求
め
、
前
回
の
委
員
会
で
説

明
の
有
っ
た
、
久
根
別
川
広
域

河
川
改
修
事
業
、
藤
城
川
通
常

砂
防
事
業
、
軍
川
通
常
砂
防
事

業
、
水
無
沢
川
通
常
砂
防
事
業

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
次
に
、渡
島
総
合
振
興
局
、北

海
道
、北
海
道
開
発
局
へ
、久
根

別
川
広
域
河
川
改
修
事
業
、
藤

城
川
通
常
砂
防
事
業
、
軍
川
通

常
砂
防
事
業
の
整
備
促
進
と
、

水
無
沢
川
通
常
砂
防
事
業
の
新

規
着
手
、
湯
出
川
準
用
河
川
改

修
事
業
の
推
進
と
、
七
飯
町
水

防
セ
ン
タ
ー
の
事
業
促
進
に
つ

い
て
要
望
活
動
を
す
る
こ
と
を

確
認
し
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

５
．
平
成
27
年
10
月
26
日
に
当

委
員
会
及
び
議
長
、
町
長
と
と

も
に
渡
島
総
合
振
興
局
に
対
し

て
、要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　
要
望
活
動
は
、
当
委
員
会
及

び
議
長
、
町
長
と
と
も
に
渡
島

総
合
振
興
局
に
出
向
き
、
渡
島

総
合
振
興
局
に
対
し
、
久
根
別

川
広
域
河
川
改
修
事
業
、
軍
川

通
常
砂
防
事
業
、
藤
城
川
通
常

砂
防
事
業
の
整
備
促
進
と
水
無

沢
川
通
常
砂
防
事
業
の
新
規
着

手
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　
要
望
事
項
に
対
し
て
の
回
答

は
、
事
業
着
手
し
て
い
る
３
河

川
は
地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら

事
業
を
推
進
し
た
い
、
ま
た
新

規
事
業
と
な
る
水
無
沢
川
に
つ

い
て
は
、
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

６
．平
成
27
年
10
月
30
日
、31
日

に
当
委
員
会
及
び
議
長
、
町
長

と
と
も
に
北
海
道
開
発
局
及
び

北
海
道
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ

た
。

　
は
じ
め
に
、
北
海
道
開
発
局

に
対
し
て
は
、
JR
函
館
本
線
と

交
差
す
る
横
断
管
の
改
修
を
実

施
し
た
が
、
ま
だ
上
流
に
危
険

な
河
道
狭
窄
部
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
集
中
豪
雨
時
に
河
川
が
氾

濫
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
抜
本

的
な
改
修
を
す
る
た
め
交
付
金

事
業
の
継
続
に
つ
い
て
要
望
し

た
。

　
ま
た
、河
川
を
監
視
し
、迅
速

な
水
防
活
動
に
取
り
掛
か
る
拠

点
と
な
る
七
飯
町
水
防
セ
ン

タ
ー
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
要

望
し
た
。

　
次
に
、
北
海
道
へ
の
要
望
は
、

二
級
河
川
久
根
別
川
広
域
河
川

改
修
事
業
の
整
備
促
進
、
軍
川

通
常
砂
防
事
業
の
整
備
促
進
、

藤
城
川
通
常
砂
防
事
業
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　
久
根
別
川
に
つ
い
て
は
、
峠

下
以
南
の
河
川
が
全
て
久
根
別

川
に
流
入
し
て
お
り
、
近
年
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
久
根
別
川
水

系
で
た
び
た
び
河
川
氾
濫
の
被

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
広
域
河

川
改
修
事
業
の
整
備
促
進
・
早

期
完
成
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　
軍
川
、
藤
城
川
に
つ
い
て
も
、

集
中
豪
雨
時
に
た
び
た
び
河
川

氾
濫
の
被
害
が
発
生
し
、
通
常

砂
防
事
業
が
認
可
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
期
完
成
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

　
ま
た
、
水
無
沢
川
に
つ
い
て

は
、
桜
町
地
区
及
び
上
藤
城
地

区
の
市
街
地
を
流
れ
、
久
根
別

川
に
流
入
し
て
お
り
、
集
中
豪

雨
時
に
は
上
流
か
ら
の
土
石
流

の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、新
規
着
手
の
要
望
を
し
た
。

　
要
望
の
結
果
、
北
海
道
開
発

局
に
つ
い
て
は
、
要
望
の
趣
旨

に
沿
っ
て
国
土
交
通
省
と
協
議

す
る
こ
と
、
北
海
道
に
つ
い
て

は
、
広
域
河
川
改
修
事
業
及
び

通
常
砂
防
事
業
の
推
進
に
積
極

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
要
望
趣

旨
に
沿
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の

回
答
を
得
た
。

７
．
平
成
28
年
９
月
５
日
に
第

５
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

台
風
10
号
に
よ
る
被
害
状
況
調

査
に
つ
い
て
経
済
部
長
、
教
育

次
長
、土
木
課
長
、農
林
水
産
課



七飯町　議会だより 44

長
、
学
校
教
育
課
長
の
出
席
を

求
め
、
提
出
資
料
に
基
づ
く
聴

取
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、現
地
調
査
に
は
、町
長

及
び
教
育
長
も
随
行
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
台
風
10
号
の
状

況
は
、
渡
島
・
檜
山
地
方
で
８

月
30
日
か
ら
31
日
の
未
明
に
か

け
て
大
荒
れ
と
な
り
、
30
日
午

前
０
時
か
ら
31
日
午
前
９
時
ま

で
の
降
水
量
の
合
計
は
、
七
飯

町
大
沼
で
118
．０
㎜
、福
島
町
千

軒
で
68
．
５
㎜
を
観
測
し
て
い

る
。ま
た
、函
館
空
港
と
せ
た
な

町
瀬
棚
で
と
も
に
最
大
瞬
間
風

速
36
．
５
ｍ
／
ｓ
を
伴
う
暴
風

を
観
測
し
た
。こ
の
影
響
で
、国

道
や
道
道
の
一
部
が
通
行
止
め
、

JR
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
運

休
や
遅
れ
、
停
電
の
被
害
が
生

じ
た
。

　
土
木
施
設
関
係
被
害
状
況
は
、

倒
木
等
21
件
、
冠
水
・
道
路
洗

掘
４
件
、法
面
崩
壊
１
件
、そ
の

他
６
件
の
合
計
32
件
で
あ
っ
た
。

　
農
業
施
設
関
係
被
害
状
況
は
、

調
査
時
点
に
お
い
て
も
風
倒
木

や
路
面
の
洗
掘
に
よ
り
確
認
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

確
認
で
き
た
も
の
で
も
36
件
に

お
よ
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
農
作
物
に
も
強
風
や

冠
水
に
よ
り
被
害
が
お
よ
ん
で

い
る
。

　
教
育
施
設
関
係
被
害
状
況
は
、

大
中
山
小
学
校
の
北
側
校
舎
の

屋
根
の
ト
タ
ン
が
、
約
10
ｍ
に

わ
た
り
剥
が
れ
、
風
倒
木
に
よ

り
大
中
山
中
学
校
校
長
住
宅
の

破
損
、
苅
間
川
の
氾
濫
に
よ
る

軍
川
小
学
校
校
長
住
宅
及
び
教

頭
住
宅
の
床
下
浸
水
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
国
道
５
号
の
松
並
木

が
強
風
で
数
本
倒
れ
、
折
戸
川

の
増
水
に
よ
り
道
道
大
沼
公
園

鹿
部
線
の
一
部
が
50
ｍ
に
わ
た

り
崩
落
し
、
通
行
止
め
と
な
っ

た
。

　
委
員
会
で
は
、
農
業
被
害
の

状
況
、
大
川
一
本
栗
神
社
の
倒

木
、
大
中
山
小
学
校
の
屋
根
の

破
損
、
大
沼
12
号
線
の
法
面
崩

壊
、
上
軍
川
２
号
線
・
苅
間
川

の
河
道
埋
塞
、
国
営
14
号
支
線

道
路
の
舗
装
路
面
洗
掘
損
壊
、

東
大
沼
４
号
線（
雨
鱒
川
）の
道

路
洗
掘
、
道
道
大
沼
公
園
鹿
部

線
の
道
路
決
壊
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
を
９
月
８
日

に
開
催
し
、
当
委
員
会
及
び
議

長
、
町
長
と
と
も
に
渡
島
総
合

振
興
局
へ
出
向
き
、
平
成
28
年

台
風
10
号
に
よ
る
被
害
復
旧
に

つ
い
て
要
望
活
動
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
て
、
委
員
会
を
閉
会

し
た
。

８
．
平
成
28
年
９
月
８
日
に
第

６
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

当
委
員
会
及
び
議
長
、
町
長
と

と
も
に
渡
島
総
合
振
興
局
に
対

し
て
、要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　
要
望
活
動
は
、
当
委
員
会
及

び
議
長
、
町
長
と
と
も
に
渡
島

総
合
振
興
局
に
出
向
き
、
渡
島

総
合
振
興
局
に
対
し
、
台
風
10

号
に
よ
る
被
害
状
況
の
説
明
を

し
、
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る

助
言
・
指
導
、
軍
川
砂
防
事
業

の
促
進
、
道
道
大
沼
公
園
鹿
部

線
の
早
期
復
旧
・
全
面
開
通
及

び
う
回
路
の
確
保
、「
七
飯
の
一

本
栗
」保
護
、保
全
に
対
す
る
財

政
的
な
支
援
に
つ
い
て
要
望
し

た
。

　
要
望
事
項
に
対
し
て
の
回
答

は
、
激
甚
災
害
の
指
定
を
取
る

手
続
き
を
進
め
、
事
業
採
択
に

向
け
て
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。ま
た
、道
道
大
沼
公
園

鹿
部
線
の
早
期
復
旧
に
向
け
検

討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
本
栗
に
つ
い
て
は
、
今
後
協

議
を
し
対
応
を
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て
委
員
長
、
副
委
員
長

に
一
任
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

９
．
平
成
29
年
２
月
15
日
に
７

回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、
今

ま
で
の
調
査
内
容
を
踏
ま
え
報

告
書
へ
の
記
載
事
項
の
確
認
を

行
い
、次
回
の
委
員
会
で
、平
成

29
年
第
１
回
定
例
会
に
提
出
す

る
報
告
書
の
ま
と
め
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
て
、
委
員
会
を
閉

会
し
た
。

10
．
平
成
29
年
２
月
23
日
に
第

８
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
活
動
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
第
１
回
定
例
会

に
提
出
す
る
報
告
書
の
ま
と
め

を
行
い
、委
員
会
を
閉
会
し
た
。

11
．ま
と
め

　
当
委
員
会
は
、
七
飯
町
で
も

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
た
び
た

び
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
速
や
か
な
被
害
状
況
の

把
握
、
計
画
さ
れ
て
い
る
通
常

砂
防
事
業
の
円
滑
な
推
進
や
そ

の
他
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
調

査
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
少
し

で
も
前
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
当
委
員
会
で
は
、軍
川
、藤
城

川
通
常
砂
防
事
業
を
進
め
、
水

無
沢
川
通
常
砂
防
事
業
へ
の
新

規
着
手
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
り

被
害
の
あ
っ
た
湯
出
川
の
改
修

な
ど
に
つ
い
て
聴
取
調
査
や
現

地
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　
通
常
砂
防
事
業
の
軍
川
・
藤

城
川
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
推

進
が
見
ら
れ
、
今
後
の
水
無
沢

川
通
常
砂
防
事
業
の
着
手
に
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
雨
時
に
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
住
宅
の
浸
水
な
ど
の
被
害
が

頻
発
し
て
い
る
湯
出
川
に
つ
い

て
は
、
根
本
的
に
国
道
５
号
及

び
JR
函
館
本
線
の
２
カ
所
の
横

断
管
の
改
修
に
よ
っ
て
、
下
流

域
で
災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
全
体
的
な
災
害
対
策
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

　
峠
下
以
南
の
河
川
は
全
て
久

根
別
川
に
流
入
し
て
お
り
、
特

に
久
根
別
川
広
域
河
川
改
修
事

業
の
早
期
完
了
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
七
飯
町
は
活
火
山

駒
ヶ
岳
を
抱
え
て
お
り
、
噴
火

に
よ
る
災
害
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
駒
ヶ
岳
周
辺
自

治
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
災

害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

　
昨
年
は
、
台
風
10
号
の
暴
風

雨
や
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

道
路
の
決
壊
、河
川
の
増
水
、床

下
浸
水
、農
地
の
冠
水
、落
果
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
、
い
ま
だ

に
大
沼
公
園
鹿
部
線
の
全
面
復

旧
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
、
最
近
の

情
報
化
時
代
に
お
い
て
は
、
気

象
情
報
は
確
か
な
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
七
飯
町
に
お
い
て

は
災
害
復
旧
と
と
も
に
、「
減

災
」
に
力
点
を
置
い
た
災
害
・

防
災
対
策
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
幹
線
道
路
に
対
す
る

う
回
路
の
整
備
に
つ
い
て
関
係

機
関
へ
要
望
す
る
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
当
委
員
会
が
調
査

し
た
事
項
で
あ
り
、
七
飯
町
で

も
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
た

び
た
び
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、今
後
は
、懸
案
と

な
っ
て
い
る
軍
川
・
藤
城
川
の

通
常
砂
防
事
業
の
推
進
、
水
無

沢
川
の
通
常
砂
防
事
業
の
新
規

着
手
、久
根
別
川
、湯
出
川
の
改

修
に
向
け
て
の
要
望
活
動
や
災

害
が
発
生
し
た
時
の
調
査
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
申
し
上
げ
、
最
終
報
告

と
す
る
。
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１
．審
査
に
付
託
さ
れ
た
事
件

名　
議
案
第
10
号
　
七
飯
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
29
年
３
月
７
日
、
８
日
、

16
日
、
21
日
の
４
日
間
委
員
会

を
開
催
し
、
町
長
、
民
生
部
長
、

住
民
課
長
の
出
席
を
求
め
、
審

査
を
行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
原
案
可
決

（
２
）理
　
　
由

　
当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例（
平
成
20
年
条
例
第
２
号
。以

下「
条
例
」と
い
う
。）の
一
部
改

正
は
、
条
例
第
２
条
第
２
項
に

規
定
す
る
基
礎
課
税
額
、
同
条

第
３
項
に
規
定
す
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
、
条
例
第

６
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
の
資
産
割
額
、
条
例

第
９
条
の
２
に
規
定
す
る
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
税

率
及
び
税
額
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
条
例
第
２
条
第
２
項
の
基
礎

課
税
額「
52
万
円
」を「
54
万
円
」

に
、
同
条
第
３
項
の
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額「
17
万
円
」

を「
19
万
円
」に
改
正
し
、
介
護

納
付
金
課
税
額
を
含
め
た
課
税

限
度
額
の
合
計
は
、
４
万
円
増

額
と
な
り
89
万
円
と
な
る
改
正

と
な
っ
て
い
る
。

　
条
例
第
23
条
で
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
額
に
つ
い
て
、
条

例
第
２
条
第
２
項
及
び
第
３
項

と
同
様
に
改
正
し
て
い
る
。

　
条
例
第
９
条
の
２
に
つ
い
て
、

表
２
、表
３
の
と
お
り
、後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
税
率

を
所
得
割
「
100
分
の
２
」
を
「
100

分
の
2.5
」に
、資
産
割
を
廃
止
し
、

均
等
割「
５
，０
０
０
円
」を「
１

７
，４
０
０
円
」に
改
正
し
て
い

る
。資
産
割
に
つ
い
て
は
、北
海

道
の
国
民
健
康
保
険
税
算
定
方

式
が
資
産
割
を
除
く
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
と

な
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
当
町

も
３
方
式
に
移
行
す
る
た
め
廃

止
を
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
条
例
改
正
に
伴
う
影
響
額
に

つ
い
て
は
、表
４
、表
５
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
、
当

町
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
以
下
「
国
保
会
計
」
と
い
う
。）

は
平
成
26
年
度
か
ら
赤
字
決
算

が
続
き
、
平
成
28
年
度
も
赤
字

決
算
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

累
積
赤
字
も
約
１
億
６
千
万
円

と
な
る
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
そ
の
た
め
国
保
会
計
の

累
積
赤
字
額
の
縮
減
と
平
成
30

年
度
か
ら
保
険
者
の
単
位
が
市

町
村
単
独
か
ら
北
海
道
と
市
町

村
と
の
共
同
保
険
者
に
変
更
さ

れ
、
北
海
道
か
ら
負
担
を
求
め

ら
れ
る「
国
保
事
業
費
納
付
金
」

の
財
源
確
保
の
た
め
の
対
策
を

平
成
29
年
度
か
ら
講
じ
る
た
め
、

ま
た
課
税
限
度
額
に
つ
い
て
現

在
85
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

地
方
税
法
は
既
に
89
万
円
に
改

正
さ
れ
、
当
町
は
国
保
会
計
が

赤
字
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
課

税
限
度
額
が
国
の
基
準
に
達
し

て
い
な
い
こ
と
は
、
町
の
経
営

姿
勢
が
問
わ
れ
る
こ
と
、
更
に

は
、
担
税
力
の
あ
る
高
所
得
者

の
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
、
中
間
所
得
層
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康

保
険
税
率
と
課
税
限
度
額
の
改

正
を
行
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。

併
せ
て
一
人
当
た
り
の
調
定
額

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
当
町

の
一
人
当
た
り
調
定
額
は
平
成

委
員
長
　
上
　
野
　
　
武
　
彦

平
成
29
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
29
年
３
月
７
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を

下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

表４ 国民健康保険税率改正後の影響額（後期高齢者支援金分）

※均等割７，３９４人

（単位：円）

所得割

資産割

均等割

平等割

合　計

６４,２９１,５９０

１２,２４１,７０４

２５,５６１,５００

１６,８２６,１００

１１８,９２０.８９４

７５,１６０,４４２

０

８８,７３１,３００

１６,８２６,１００

１８０,７１７,８４２

１０,８６８,８５２

△１２,２４１,７０４

６３,１６９,８００

０

６１,７９６,９４８

項　目 改正前 改正後 差　額
（単位：円）表５ 国民健康保険課税限度額の影響額

※影響世帯１１７世帯

基礎課税分

合　　　計

４７６,４０６,６６４

１１８,９２０,８９４

５９５,３２７,５５８

４７８,５８３,４７６

１２０,１３１,９９５

５９８,７１５,４７１

２,１７６,８１２

１,２１１,１０１

３,３８７,９１３

項　目 改正前 改正後 差　額

後期高齢者
支 援 金 分

表１ 国民健康保険税課税限度額の改正内容

基礎課税額

後期高齢者支援金課税額

介護納付金課税額

　　  合　　計

５２万円

１７万円

１６万円

８５万円

５４万円

１９万円

１６万円

８９万円

２万円増

２万円増

改正なし

４万円増

項　　　　目 現　行 改正後 引上げ額

表２ 現行の国民健康保険税率

所得割

資産割

均等割（被保険者１人につき）

平等割（１世帯につき）

８/１００

３８/１００

２３,０００円

２５,０００円

２/２１００

１０/１００

５,０００円

６,０００円

２.１/１００

９.５/１００

９,０００円

７,０００円

項　　　　目 基礎課税分
（医療分）

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

表３ 改正後の国民健康保険税率（後期高齢者支援金分）

所得割

資産割

均等割（被保険者１人につき）

平等割（１世帯につき）

２/１００

１０/１００

５,０００円

６,０００円

２.５/１００

０

１７,４００円

６,０００円

０.５/１００増

１０/１００減

１２,４００円増

改正なし

項　　　　目 現　行 改正後 引上げ率（額）
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１
．審
査
に
付
託
さ
れ
た
事
件

名　
議
案
第
12
号
　
七
飯
町
火
葬

場
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
29
年
３
月
７
日
、
８
日
、

９
日
、16
日
、21
日
の
５
日
間
委

員
会
を
開
催
し
、民
生
部
長
、環

境
生
活
課
長
の
出
席
を
求
め
、

審
査
を
行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
原
案
可
決

（
２
）理
　
　
由

　
当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
七
飯
町
火
葬
場
設
置
条
例

（
平
成
９
年
条
例
第
46
号
。以
下

「
条
例
」と
い
う
。）の
一
部
改
正

は
、
条
例
第
３
条
に
規
定
す
る

使
用
料
に
つ
い
て
、
別
表
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
条
例
第
３
条
の
別
表
の
う
ち

町
外
使
用
者
の
使
用
料
を
「
大

人（
満
13
歳
以
上
）２
６
，
０
０

０
円
、
小
人（
満
13
歳
未
満
）１

３
，０
０
０
円
、そ
の
他（
死
産
・

肢
体
の
一
部
等
）
８
，
０
０
０

円
」を「
大
人（
満
13
歳
以
上
）３

９
，
０
０
０
円
、
小
人（
満
13
歳

未
満
）１
９
，
０
０
０
円
、
そ
の

他（
死
産
・
肢
体
の
一
部
等
）１

２
，０
０
０
円
」に
改
正
す
る
も

の
で
、
改
定
率
は
最
大
50
％
と

な
っ
て
い
る
。
町
か
ら
は
改
正

に
つ
い
て
、
維
持
管
理
費
用
が

増
加
し
つ
つ
あ
り
、
適
正
な
負

担
の
確
保
か
ら
応
分
の
負
担
を

求
め
る
た
め
に
改
正
す
る
こ
と
、

ま
た
算
定
に
当
た
っ
て
は
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
の
実

績
額
を
精
査
し
て
算
出
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
改

正
に
よ
る
影
響
と
し
て
町
外
利

用
が
減
少
す
る
こ
と
が
考
え
ら

27
年
度
で
は
道
内
157
市
町
村
中

131
番
目
で
、
渡
島
管
内
で
は
11

市
町
中
最
も
低
い
金
額
と
な
っ

て
い
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
今
後
の
財
政

推
計
に
つ
い
て
資
料
要
求
が
あ

り
、
町
か
ら
表
７
の
と
お
り
平

成
35
年
度
ま
で
の
国
保

会
計
の
財
政
推
計
の
提

出
が
あ
っ
た
。　
当
初
約

１
億
６
千
万
円
の
累
積

赤
字
と
な
る
見
込
み
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
医

療
費
支
出
が
予
想
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
約
１
億
３

千
700
万
円
と
な
り
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
平
成
29
年
度
よ
り
単

年
度
収
支
で
黒
字
に
転
換
す
る

推
計
と
な
っ
て
い
る
。
累
積
赤

字
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度

と
比
較
す
る
と
平
成
35
年
度
に

は
８
４
，
０
０
０
千
円
減
少
し
、

５
３
，０
０
０
千
円
と
な
り
、最

終
的
に
は
平
成
40
年
度
に
解
消

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

町
は
こ
の
累
積
赤
字
に
つ
い
て
、

累
積
赤
字
解
消
目
標
年
度
を
平

成
35
年
度
と
し
、
急
激
な
税
率

改
正
と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的

に
毎
年
度
、
国
民
健
康
保
険
税

率
の
見
直
し
検
討
を
行
い
、
被

保
険
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
国
保
会
計
の
財
政
状
況
等
の

情
報
公
開
に
努
め
る
と
し
て
い

る
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

内
容
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
の
条
例
改
正
は
単
年
度
収
支

の
赤
字
解
消
の
た
め
の
改
正
で
、

今
後
急
激
な
税
率
改
正
を
行
わ

な
い
た
め
に
、
累
積
赤
字
解
消

の
目
標
年
度
を
定
め
、
毎
年
度

税
率
改
正
の
検
討
を
行
う
計
画

で
あ
り
、採
決
し
た
結
果
、全
員

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

表６ 平成２７年度１人当たり調定額

１３２，１７２

１１４，７３１

１１０，４３２

１０１，６７４

９８，００７

９０，０３９

８８，００３

８６，８７４

８６，０２４

８４，４３１

８２，４７９

（単位：円）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１７

４４

５５

７８

８７

１０７

１１２

１１８

１２０

１２７

１３１

鹿部町

八雲町

長万部町

知内町

森町

函館市

北斗市

木古内町

福島町

松前町

七飯町

渡島管内
順位

全道順位
（１５７市町村中） 保険者名 １人当たり調定額

表７ 国民健康保険特別会計財政推計 （単位：千円）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 平成３５年度

歳　　入

歳　　出

差　　引

繰上充用金

単年度収支

４,０３０,０００

４,１６７,０００

△１３７,０００

９６,０００

△４１,０００

４,０９０,０００

４,２２２,０００

△１３２,０００

１３７,０００

５,０００

４,０８２,０００

４,２０８,０００

△１２６,０００

１３２,０００

６,０００

４,０７２,０００

４,１８８,０００

△１１６,０００

１２６,０００

１０,０００

４,０４１,０００

４,１４１,０００

△１００,０００

１１６,０００

１６,０００

３,９８２,０００

４,０６６,０００

△８４,０００

１００,０００

１６,０００

３,９１４,０００

３,９８３,０００

△６９,０００

８４,０００

１５,０００

３,７８６,０００

３,８３９,０００

△５３,０００

６９,０００

１６,０００

委
員
長
　
上
　
野
　
　
武
　
彦

平
成
29
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
29
年
３
月
７
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を

下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。
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１
．審
査
に
付
託
さ
れ
た
事
件

名　
議
案
第
１
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
一
般
会
計
予
算

　
議
案
第
２
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

　
議
案
第
３
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

　
議
案
第
４
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算　
議
案
第
５
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

　
議
案
第
６
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
土
地
造
成
事
業
特
別
会

計
予
算

　
議
案
第
７
号
　
平
成
29
年
度

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
予
算

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
29
年
３
月
７
日
、
８
日
、

９
日
、10
日
、13
日
、14
日
、16
日
、

21
日
の
８
日
間
、
委
員
会
を
開

催
し
、
町
長
、
教
育
長
、
担
当
部

長
、
教
育
次
長
、
担
当
課
長
、
セ

ン
タ
ー
長
、
事
務
局
長
及
び
参

事
の
出
席
を
求
め
、
審
査
を

行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
原
案
可
決

（
２
）理
　
　
由

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
７

議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
議
案
第
１
号
は
賛

成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
議
案

第
２
号
か
ら
議
案
第
７
号
ま
で

は
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

れ
る
が
、
近
年
火
葬
場
の
町
外

利
用
が
表
１
の
と
お
り
全
体
の

３
割
を
占
め
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
改
正
に
よ
り
町
民

の
使
用
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が

る
と
し
て
い
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
実
績
額
か
ら

算
出
し
た
金
額
は
一
人
当
た
り

４
８
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
応
分
の
負
担
を
求
め
る
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、４
８
，０
０

０
円
に
改
正
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
と
質
疑
が
あ
り
、
町
か
ら

は
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
改
定
率
を
50
％
と
し
た
と

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
町
民
の

負
担
増
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

町
か
ら
は
「
使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
基
準
」
で
火
葬
場
の

受
益
者
負
担
率
は
25
％
と
な
っ

て
お
り
、
町
内
利
用
に
つ
い
て

は
、
こ
の
基
準
に
従
っ
て
算
定

し
た
結
果
、
現
行
の
使
用
料
で

改
正
の
必
要
は
な
い
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

内
容
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
の
改
正
は
町
民
以
外
の
使
用

に
対
し
て
応
分
の
負
担
を
求
め

る
改
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採

決
し
た
結
果
、
全
員
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（単位：件）表１ 火葬場稼働実績

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

３１７

２９１

３２２

１２９

１２５

１５２

４４６

４１６

４７４

年　度 町内利用 町外利用 合　計

委
員
長
　
上
　
野
　
　
武
　
彦

平
成
29
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
29
年
３
月
７
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を

下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

委
員
長
　
上
　
野
　
　
武
　
彦

平
成
29
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

　

平
成
29
年
３
月
７
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を

下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

１
．審
査
に
付
託
さ
れ
た
事
件

名　
議
案
第
16
号
　
空
き
地
の
環

境
保
全
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

２
．審
査
の
経
過

　
平
成
29
年
３
月
７
日
、
８
日
、

16
日
、
21
日
の
４
日
間
委
員
会

を
開
催
し
、民
生
部
長
、環
境
生

活
課
長
の
出
席
を
求
め
、
審
査

を
行
っ
た
。

３
．決
定
及
び
理
由

（
１
）決
　
　
定
　
原
案
可
決

（
２
）理
　
　
由

　
当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
空
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す

る
条
例
（
平
成
12
年
条
例
第
18

号
。以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の

一
部
改
正
は
、
条
例
第
７
条
に

第
２
項
を
追
加
し
、
同
条
に
規

定
す
る
手
数
料
の
別
表
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
条
例
第
７
条
第
２
項
で
は
、

空
き
地
の
管
理
者
か
ら
雑
草
等

の
除
去
申
請
を
受
け
た
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
同
条
別
表
に

定
め
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
が
、

除
去
回
数
が
２
回
に
満
た
な
い

と
き
は
、
実
施
し
な
か
っ
た
回

数
に
応
じ
た
差
額
を
還
付
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た

同
条
別
表
に
つ
い
て
、
雑
草
等

の
除
去
回
数
は
２
回
刈
を
基
本

と
し
、
手
数
料
を
331
㎡
未
満
の

場
合「
７
，５
０
０
円
」を「
１
２
，

０
０
０
円
」（
改
定
率
60
％
）
に

改
正
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

町
か
ら
は
改
正
に
伴
う
影
響
と

し
て
、
管
理
者
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
雑
草
等
除
去
の

実
施
率
が
減
少
す
る
懸
念
が
あ

る
と
説
明
が
あ
り
、
町
民
に
は

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
て
、
町
外
の
管
理
者
に
は

次
年
度
の
案
内
文
に
同
封
し
て

周
知
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
固
定
資
産
税

の
案
内
に
改
正
の
内
容
を
同
封

し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
周
知

す
る
よ
う
意
見
が
あ
り
、
町
か

ら
は
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

内
容
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
の
改
正
は
実
勢
価
格
に
近
付

け
る
た
め
の
改
正
で
あ
り
、
改

正
す
る
価
格（
手
数
料
）も
北
海

道
建
設
部
の
土
木
工
事
積
算
基

準
、
国
土
交
通
省
の
公
共
事
業

設
計
労
務
単
価
及
び
建
設
機
械

等
損
料
を
基
に
算
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、採
決
し
た
結
果
、全

員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。
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な
お
、
予
算
執
行
に
あ
た
り

町
理
事
者
に
次
の
事
項
に
つ
い

て
申
し
入
れ
す
べ
き
と
合
意
が

あ
っ
た
の
で
、
付
帯
意
見
等
と

し
て
申
し
入
れ
を
す
る
。

４
．付
帯
意
見
等

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

前
年
度
の
一
般
会
計
予
算
（
以

下「
前
年
度
予
算
」と
い
う
。）と

比
較
し
て
２
４
０
，
０
０
０
千

円
、
1.9
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
で
前
年
度

予
算
と
比
較
し
て
１
３
７
，
３

３
６
千
円
増
加
し
て
お
り
、
主

に
町
民
税
が
５
１
，
６
３
６
千

円
、固
定
資
産
税
が
６
７
，２
２

０
千
円
、軽
自
動
車
税
が
８
，２

４
８
千
円
、た
ば
こ
税
が
４
，５

５
９
千
円
、入
湯
税
が
５
，６
７

３
千
円
増
加
し
て
い
る
。
地
方

譲
与
税
交
付
金
は
６
，
６
０
０

千
円
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交

付
金
は
８
，２
０
０
千
円
、地
方

消
費
税
交
付
金
は
５
５
，
９
０

０
千
円
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交

付
金
は
５
０
０
千
円
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
は
６
，
７
０
０

千
円
、
地
方
特
例
交
付
金
は
１
，

５
０
０
千
円
、
使
用
料
及
び
手

数
料
は
５
，２
７
５
千
円
、道
支

出
金
は
６
３
，０
６
６
円
、財
産

収
入
は
４
，０
３
９
千
円
、寄
附

金
は
４
０
，０
０
０
千
円
、諸
収

入
は
３
３
，
６
０
１
千
円
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

利
子
割
交
付
金
は
１
，
８
０
０

千
円
、配
当
割
交
付
金
は
５
，５

０
０
千
円
、
地
方
交
付
税
は
８

０
，０
０
０
千
円
、分
担
金
及
び

負
担
金
は
１
５
，
７
３
２
千
円
、

国
庫
支
出
金
は
２
１
７
，
８
６

２
千
円
、町
債
は
３
７
７
，３
０

０
千
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
前

年
度
予
算
と
比
較
し
９
５
，
４

７
７
千
円
多
い
８
８
５
，
１
６

８
千
円
の
基
金
繰
入
れ
を
し
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
で
の
増
加
の
主
な
理
由

は
、
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費

の
増
加
、
合
同
納
骨
塚
整
備
工

事
、道
の
駅
整
備
事
業
、大
中
山

小
学
校
改
築
工
事
等
の
投
資
的

事
業
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
総
体
で
は
、
自
主
財
源
の
増

加
や
歳
出
に
お
け
る
特
定
財
源

の
確
保
に
よ
り
、
一
般
財
源
の

圧
縮
を
図
る
と
と
も
に
交
付
税

算
入
の
あ
る
起
債
の
借
り
入
れ

を
行
う
等
、
将
来
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
は
い
る
が
、
大
型
事

業
が
続
く
こ
と
に
よ
り
経
常
収

支
比
率
が
4.8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

99
．１
％
と
な
る
等
、町
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
大
型
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
・
道
費
の
み

な
ら
ず
、
各
種
特
定
財
源
の
確

保
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
ほ

か
、
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
常
に
経
費
の
見
直
し
を
行

い
慎
重
か
つ
効
率
的
に
執
行
す

る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ

る
。

平成２９年度一般会計予算
■歳入 （単位：千円）

款 平成２９年度予算 平成２８年度予算 比　較
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

２，６９５，８４２

１０７，９００

２，０００

１１，４００

９，９００

５２８，６００

５，５００

２０，０００

１５，１００

３，１７０，０００

３，５００

１６３，７２１

２２７，０８３

１，６５５，３７５

８３７，５８０

２２，４５３

６０，００４

８８５，１６８

５，０００

２３５，８７４

１，７３８，０００

１２，４００，０００

２，５５８，５０６

１０１，３００

３，８００

１６，９００

１，７００

４７２，７００

５，０００

１３，３００

１３，６００

３，２５０，０００

３，５００

１７９，４５３

２２１，８０８

１，８７３，２３７

７７４，５１４

１８，４１４

２０，００４

７８９，６９１

５，０００

２０２，２７３

２，１１５，３００

１２，６４０，０００

１３７，３３６

６，６００

△１，８００

△５，５００

８，２００

５５，９００

５００

６，７００

１，５００

△８０，０００

０

△１５，７３２

５，２７５

△２１７，８６２

６３，０６６

４，０３９

４０，０００

９５，４７７

０

３３，６０１

△３７７，３００

△２４０，０００

町 　 　   　 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

財 産 収 入

寄 　 附 　 金

繰 　 入 　 金

繰 　 越 　 金

諸 　 収 　 入

町 　 　 　 債

　　 合　　　計

■歳出 （単位：千円）

款 平成２９年度予算 平成２８年度予算 比　較
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

１０２，１２５

５５６，５０９

３，８３３，１１１

８４９，１８４

３９，３０５

４５０，３６６

１５６，７１０

１，７８６，９０９

５６５，３６９

１，７２２，４４５

１，０００

１，０５７，４２０

１，２７４，５４７

５，０００

１２，４００，０００

１０１，２２１

５０４，４７０

３，７４１，１７５

８４２，８９１

３９，３０５

１２５，４１６

１３８，１５１

２，０７３，５０８

４７５，４２４

２，２７９，１８１

１，０００

１，０５３，１０４

１，２６０，１５４

５，０００

１２，６４０，０００

９０４

５２，０３９

９１，９３６

６，２９３

０

３２４，９５０

１８，５５９

△２８６，５９９

８９，９４５

△５５６，７３６

０

４，３１６

１４，３９３

０

△２４０，０００

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

職 員 費

予 備 費

 合   計 　  

平成２９年度特別会計・企業会計予算 （単位：千円）

会　計　名 平成２９年度予算 平成２８年度予算 比　較
１

２

３

４

５

４，２６５，０００

３９４，０００

２，７３９，０００

２，７２４，５９２

１４，４０８

１，０７１，０００

１，０００

４９４，０００

４６７，６００

２１６，５０３

３７９，２８７

４，２１１，０００

３８８，０００

２，５５２，０００

２，５３２，８８２

１９，１１８

１，０３５，２００

１，３００

４８６，０００

４８６，０００

１８９，６３７

３５０，４６１

５４，０００

６，０００

１８７，０００

１９１，７１０

△４，７１０

３５，８００

△３００

８，０００

△１８，４００

２６，８６６

２８，８２６

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

保 険 事 業

介護サービス事業

下 水 道 事 業

土地造成事業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

水
道
事
業
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◇
監
査
の
対
象

　
地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事

業
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ

い
て

◇
監
査
の
目
的

　
平
成
27
年
度
に
お
け
る
地
域

要
援
護
者
支
え
合
い
事
業
に
関

す
る
事
務
の
執
行
及
び
事
業
の

管
理
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
監
査
を

行
っ
た
。

◇
監
査
の
期
間

　
平
成
29
年
１
月
20
日
か
ら
２

月
23
日
ま
で

◇
監
査
の
方
法

　
監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当

課
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
及
び

関
係
書
類
に
つ
い
て
説
明
を
聴

取
し
、
そ
の
後
事
業
の
委
託
契

約
者
で
あ
る
七
飯
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
い
て
、
管
理
し
て

い
る
諸
帳
簿
等
の
関
係
書
類
に

つ
い
て
抽
出
に
よ
り
内
容
を
検

査
の
上
、
関
係
職
員
か
ら
説
明

を
聴
取
し
て
監
査
を
行
っ
た
。

◇
監
査
の
結
果

（
１
）事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　
地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事

業
と
は
、
七
飯
町
が
七
飯
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い

る
事
業
で
あ
り
、
高
齢
者
及
び

障
害
者
等
の
世
帯
に
対
し
、
こ

れ
ら
の
者
の
自
立
を
図
り
、
住

み
慣
れ
た
家
で
人
々
に
囲
ま
れ

な
が
ら
健
康
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
進

め
る
た
め
、
地
域
と
行
政
と
関

係
団
体
が
連
携
し
、
見
守
り
活

動
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
及
び

健
康
づ
く
り
活
動
等
を
実
施
し

て
い
る
。

　
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

事
業
の
一
部
を
町
内
会
、
青
年

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
実
施

費
用
に
つ
い
て
は
別
表
１
に
定

め
る
事
業
基
準
額
表
に
基
づ
き

当
該
事
業
者
へ
支
払
う
も
の
と

し
て
い
る
。

（
２
）対
象
者
及
び
費
用

　
こ
の
事
業
を
利
用
で
き
る
要

援
護
者
と
は
、
町
内
に
住
所
を

有
し
、か
つ
、在
宅
で
居
住
し
て

　

地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第
１
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
る

定
期
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査

結
果
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

定
期
監
査
報
告

監

査

報

告

別表３ 町内会別事業費一覧

事業の額及び事務手続き
平成２７年４月１日　８，４９５，０００円

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

七飯町本町４丁目８番１号

社会福祉法人　七飯町社会福祉協議会

会　長　大竹　幸次郎

平成２７年　５月２８日

平成２７年１２月３０日８，８５６，０００円
（３６１，０００円増額）

７月請求　　２，１２６，０００円

１０月請求　　２，１２３，０００円

１月請求　　２，１２３，０００円

３月請求　　２，４８４，０００円

　　　　　合　計　　　８，８５６，０００円

平成２８年３月３１日

〇七飯町社会福祉協議会への委託料交付額

（人件費、事業費含む）８，８５６，０００円

（別表２のとおり）

上記のうち町内会へ助成した額

　５，１６２，０００円

（別表３のとおり）

平成２８年３月３１日　８，８５６，０００円

当初委託契約年月日及び金額

委託期間

委託契約者

事業実施計画書提出年月日

変更委託契約年月日
及び金額

委託料概算払額

実績報告書提出年月日

委託契約確定年月日及び金額

別表２ 地域要援護者支え合い事業委託料交付額一覧
　　　（平成２７年分）

人 件 費

事 業 費

職 員 賃 金 等

一 般 経 費

町内会事業助成金

２，４９２，０００

１，２０２，０００

５，１６２，０００

８，８５６，０００

内　　容支出項目 委託料（円）

合　　　　計

本 町 中 通り町 内 会

本 町 下 通り町 内 会

七飯町中央親交会

本 町 和 町 内 会

南 本 町 町 内 会

本 町 西 部 町 内 会

仲 よ し 町 内 会

正 覚 寺 通り町 内 会

本 町 寿 町 内 会

本 町 駅 前 町 内 会

本町三百睦会町内会

桜 団 地 町 内 会

見 晴 町 内 会

桜 丘 町 内 会

本町上台団地町内会

本 町 上 台 町 内 会

ア カ シ ヤ 町 内 会

南本町第一町内会

本 町 町 内 会

本 町 中 央 町 内 会

本 町 高 台 町 内 会

公営桜団地町内会

光 陽 団 地 町 内 会

西 部 鳴 川 町 内 会

鳴 川 中 央 町 内 会

８５，０００

１３２，０００

７１，０００

４０，０００

２５６，０００

１０１，０００

７７，０００

７２，０００

２９，０００

１３９，０００

３９，０００

０

６４，０００

０

３８，０００

０

１５，０００

０

６６，０００

２３，０００

３７，０００

０

０

１１７，０００

３８０，０００

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

町　内　会　名 事業費額：円№
鳴 川 協 和 町 内 会

東 鳴 川 町 内 会

飯 田 町 町 内 会

緑 町 町 内 会

鶴 野 町 内 会

石 山 町 内 会

鳴川高台団地町内会

田 園 通 り 町 内 会

カメリアタウン町内会

桜 町 第 １ 町 内 会

桜 町 第 ２ 町 内 会

桜 町 第 ３ 町 内 会

桜 町 第 ４ 町 内 会

飯 田 町 第１町 内 会

桜 Ｂ 団 地 町 内 会

高 見 町 内 会

武 佐 川 町 内 会

上 大 中 山 町 内 会

大 川 町 内 会

大中山中央町内会

上 湯 出 川 町 内 会

湯出川団地町内会

大中山湯出川町内会

北 大 川 町 内 会

東 大 川 町 内 会

１０，０００

０

０

１１５，０００

０

０

１２９，０００

０

０

０

０

２５，０００

５５，０００

０

０

６３，０００

３０，０００

５，０００

５，０００

１８１，０００

１４５，０００

１２９，０００

７４，０００

９４，０００

１１４，０００

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

町　内　会　名 事業費額：円№
松 並 町 内 会

にんにく沢 町 内 会

松 の 木 町 内 会

大川十字街町内会

大 川 美 園 町 内 会

中 野 町 内 会

中 島 町 内 会

豊 田 町 内 会

大 沼 公 園 親 和 会

大 沼 親 交 会

大 沼 第 １ 町 内 会

吉 野 山 町 内 会

川 尻 親 交 会

軍 川 親 交 連 合 会

東 大 沼 町 内 会

西 大 沼 町 内 会

南 藤 城 町 内 会

上 藤 城 町 内 会

グリーンタウン藤城町内会

藤 城 中 央 町 内 会

青 葉 台 町 内 会

藤 城 北 部 町 内 会

藤 城 町 内 会

峠 下 連 合 町 内 会

０

１６０，０００

２９１，０００

４７，０００

６１４，０００

１０５，０００

０

０

１６９，０００

１９２，０００

７１，０００

０

１９４，０００

４５，０００

０

２５，０００

１４７，０００

４７，０００

１０，０００

０

０

４３，０００

０

４７，０００

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

町　内　会　名 事業費額：円№

別表１ 地域要援護者支え合い事業種目及び事業基準額表

ア　毎月定期的に訪問する友達訪問活動

イ　ひとり暮らし高齢者の安否確認運動

ア　ひとり暮らし高齢者等との会食会及び茶話会の開催

イ　ひとり暮らし高齢者等との交流会の開催

ウ　お年寄りと子どもの集いの開催

ア　ひとり暮らし高齢者等宅の除排雪活動

イ　地域での景観づくり運動

ウ　町内会館等を利用してのふれあいサロンづくり

エ　入浴・外出支援

オ　ふれあい趣味のサロン

ア　地域での軽スポーツの実施

ア　高齢者健康維持教室の開催

イ　介護予防教室の開催

ア　地域ごとの福祉だよりの発行

イ　地域ごとの福祉懇談会の開催

ア　ボランティア教室

（１）見守り活動
１
地
域
支
え

合
い
事
業

２
地
域
活
動

支
援
事
業

３
健
康
づ
く
り

介
護
予
防

支
援
事
業

４
地
域
活
動

促
進
事
業

（２）交流活動

（１）福祉活動

（１）健康づくり活動

（２）介護予防活動

（１）啓発・広報活動

（２）ボランティア活動

１人につき年３，０００円

年１０，０００円

１回２，０００円

年１回２００，０００円

１回５，０００円

１人につき年１０，０００円

年５，０００円

年５，０００円

年１０，０００円

１回５０，０００円

１回２，０００円

１回３０，０００円

１回２，０００円

１回１，０００円

年３０，０００円

１回１０，０００円

事業大区分 事業中区分 事　業　小　区　分 交付基準額
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◇
監
査
の
対
象

　
七
飯
町
が
関
与
す
る
公
金
以

外
の
現
金
及
び
通
帳
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て

◇
監
査
の
目
的

　
七
飯
町
に
お
い
て
は
、
職
務

の
関
係
上
、
町
の
歳
入
歳
出
で

あ
る
公
金
に
属
さ
な
い
任
意
団

体
が
所
有
す
る
現

金
及
び
通
帳
等
を

管
理
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
管
理
に
つ

い
て
は
七
飯
町
財

務
会
計
規
則
等
の

適
用
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
し

か
し
七
飯
町
職
員

に
よ
る
公
金
以
外

の
現
金
及
び
通
帳

等
の
取
扱
い
に
お

い
て
事
故
等
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、

町
の
責
任
管
理
が

問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
行
政
事
務
処

理
手
続
き
の
適
正
確
保
の
観
点

か
ら
「
七
飯
町
が
関
与
す
る
公

金
以
外
の
現
金
及
び
通
帳
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
対
象
と

し
て
行
政
監
査
を
実
施
す
る
も

の
と
し
、
公
金
以
外
の
現
金
及

び
通
帳
等
の
適
正
な
管
理
体
制

の
検
証
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

◇
監
査
の
期
間

　
平
成
29
年
１
月
20
日
か
ら
２

月
23
日
ま
で

◇
監
査
の
方
法

　
監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
全
課

に
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
様
式

に
よ
る
監
査
資
料
の
提
出
を
求

め
、
提
出
さ
れ
た
監
査
資
料
を

も
と
に
関
係
書
類
等
の
監
査
を

行
う
と
と
も
に
、
公
金
以
外
の

現
金
及
び
通
帳
等
を
取
扱
っ
て

い
る
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、任
意
団
体
等
の
現
金
、通
帳
、

印
鑑
等
の
保
管
状
況
、
規
則
等

を
確
認
し
た
。

◇
監
査
の
結
果

　
公
金
以
外
の
現
金
及
び
通
帳

等
を
取
扱
っ
て
い
る
課
、
件
数

及
び
任
意
団
体
名
等
は
表
１
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
決
算
時
の
残
高
が
100
万
円
を

超
え
る
任
意
団
体
の
主
な
理
由

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
な
な
え
倶
楽
部

：

会
員
か

ら
の
会
費
が
主
な
収
入
で
あ
る

が
繰
越
金
が
多
い
た
め

〇
農
地
管
理
組
合

：

農
地
維

持
支
払
事
業
の
管
理
通
帳
で
あ

る
た
め

〇
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

：

学
校
給
食
費

納
入
通
帳
で
あ
る
た
め

〇
七
飯
町
文
化
協
会
（
事
業
基

金
）

：

積
立
金
納
入
通
帳
で
あ

る
た
め

い
る
者
で
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、

要
援
護
者
の
費
用
負
担
は
無
料

と
し
て
い
る
。

要
援
護
者
と
は

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す

る
者

③
ひ
と
り
暮
ら
し
の
障
害
者

④
障
害
者
の
み
の
世
帯
に
属
す

る
者

⑤
高
齢
者
と
障
害
者
の
み
の
世

帯
に
属
す
る
者

⑥
そ
の
他
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
要
援
護
者
と
認
め
た
者

（
３
）事
業
の
額
及
び
事
務
手
続

き平
成
27
年
度
　
地
域
要
援
護
者

支
え
合
い
事
業
委
託
料
　
　

８
，８
５
６
，０
０
０
円

74
町
内
会
の
う
ち
50
町
内
会
で

事
業
を
実
施
　
事
業
費
合
計

５
，１
６
２
，０
０
０
円

◇
監
査
の
意
見

　
監
査
の
結
果
、
平
成
27
年
度

の
地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事

業
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び

事
業
の
管
理
は
、
関
係
書
類
及

び
支
出
証
拠
書
類
等
を
照
合
し

た
結
果
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
生
活

様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
、
地
域

や
家
庭
の
状
況
は
大
き
く
変
容

し
、
地
域
に
お
け
る
孤
立
死
や

引
き
こ
も
り
、
経
済
的
な
困
窮

や
低
所
得
の
問
題
、
虐
待
や
権

利
擁
護
の
問
題
な
ど
の
生
活
課

題
は
、
病
気
や
高
齢
等
の
生
活

環
境
の
変
化
が
理
由
で
、
だ
れ

も
が
要
援
護
者
に
な
り
う
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
相

互
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
活

動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事

業
は
、
平
成
27
年
度
は
町
内
会

よ
り
年
度
途
中
で
多
く
の
追
加

申
込
み
が
あ
っ
た
た
め
委
託
料

を
変
更
し
て
お
り
、
町
内
会
が

事
業
を
活
用
し
て
い
る
結
果
で

あ
る
と
い
え
る
。
平
成
21
年
度

開
始
か
ら
今
年
で
８
年
が
経
過

し
て
お
り
、
事
業
の
内
容
に

よ
っ
て
は
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
重
複
し
て
い
る
も
の
が
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
今
後
は
利
用

者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
に

な
る
よ
う
事
業
内
容
の
見
直
し

が
必
要
な
時
期
で
あ
る
。

　
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
い
て
は
、
住
民
参
画
に
よ
る

地
域
福
祉
活
動
を
援
助
し
、
住

民
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
今
後
も
事
業

を
継
続
し
、
未
実
施
の
町
内
会
、

青
年
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
が
全
町
内
に
浸
透
す

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
監
査
を

実
施
し
た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
結
果
に
つ
い

て
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

行
政
監
査
報
告

監

査

報

告

表１ 任意団体名等

七飯町自衛隊父兄会
七飯町地域公共交通活性化協議会
七飯町北海道新幹線建設促進期成会
北海道国際交流センター七飯支部
七飯町交通安全推進委員会
七飯町交通安全指導員会
函館中央地区暴力追放運動推進協議会七飯支部
七飯町有害鳥獣駆除会
大沼ラムサール協議会
赤松街道を愛する会
七飯町民生委員児童委員協議会
日本赤十字社七飯分区
ななえ倶楽部
函館大沼国際クロスカントリーフェスティバル実行委員会
大沼体験観光づくり実行委員会
ななえ町物産振興協議会
七飯町地域担い手育成総合支援協議会
アグリネットななえ
七飯町家畜自衛防疫組合
大沼べこっ子まつり実行委員会
仁山農地管理組合
大中山農地管理組合
桜町農地管理組合
七飯中須田農地管理組合
藤城農地管理組合
大沼農地管理組合
豊田農地管理組合
三木町小学生との交流事業実行委員会
七飯町学校給食センター運営委員会（ＪＡ口座）
七飯町学校給食センター運営委員会（函信口座）
七飯町地域こども会育成連絡協議会
七飯町文化協会
七飯町文化団体協議会
七飯町文化協会（事業基金）
七飯町体育協会
七飯町スポーツ少年団本部
トルナーレチャレンジカップ実行委員会
ななえスポーツクラブぷらっと
トルナーレ小学生親善サッカー大会実行委員会
三木町小学生スポーツ交流事業実行委員会
大沼湖畔駅伝競走大会実行委員会
七飯町農業委員協議会
渡島地方農業委員会連合会
七飯町議会議員会
七飯町森林・林業・林産業活性化推進議員連盟

１５１，４６３
１００

１３２，１１７
４０２，４９０
５２０，２４３
１２２，３６３
３７，５２７
１９９，８６６
１４４，８０６
４１，７４７
２４，６２７
２０７，７９４
１，２２２，０２０
２９５，７７２
８８２，３０６
７７４，１６７
２１５，５５７
４８，４２４
３９４，４５０

０
１，５３０，９９６
３，１５３，７００
４４４，６５６
３３３，５１８
１７７，０１２

２，３７６，５６４
１，４１４，７５２

０
２５８，９３０
６，４８１，３９６
２４，３６１
２８４，８９３
６００，８２０
２，２００，９５５
１６６，０００
１２７，６１１
３，７０４

４０７，８４２
３４，０４９
６４，６３６
４０５，３９９
２４５，５６５
２１２，２０８
５６３，２６７
５０，４３９

２７，３８１，１１２

１件

３件

３件

３件

２件

４件

１１件

１件

２件

４件

７件

２件

２件

４５件

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇

総務財政課

政策推進課

住 民 課

環境生活課

福 祉 課

商工観光課

農林水産課

学校教育課
学 校 給 食
セ ン タ ー

生涯教育課

ス ポ ー ツ
振 興 課

農業委員会

議会事務局

合 　　計

担　当　課 件数 決算時残額：円 町からの補助金任　意　団　体　名
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任
意
団
体
の
管
理
体
制
調
査

概
要
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
監
査
の
意
見

　
七
飯
町
職
員
が
職
務
の
関
係

上
、
町
の
歳
入
歳
出
で
あ
る
公

金
に
属
さ
な
い
任
意
団
体
が
所

有
す
る
現
金
及
び
通
帳
等
を
取

扱
っ
て
い
る
件
数
は
45
件
で
、

平
成
27
年
度
決
算
時
の
通
帳
残

高
は
合
計
２
７
，３
８
１
，１
１

２
円
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
現
金
は
公
金
で
な

い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
及

び
七
飯
町
財
務
会
計
規
則
の
適

用
が
な
く
、
会
計
管
理
者
の
審

査
対
象
外
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

こ
の
取
扱
い
に
関
す
る
統
一
的

な
基
準
や
規
則
等
は
な
く
、
所

管
課
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
七
飯
町
職
員
が
こ

れ
ら
の
現
金
及
び
通
帳
等
を
取

扱
う
か
ら
に
は
、
公
金
と
同
様

に
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
管
理
上
の
問
題
が
あ
れ

ば
七
飯
町
が
そ
の
責
任
を
問
わ

れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。特
に
最

近
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て
、
職

員
に
よ
る
こ
れ
ら
の
現
金
の
横

領
事
件
が
起
き
て
お
り
、
当
町

に
お
い
て
も
事
件
・
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
回
の
監
査
の
結
果
、
決
算

書
を
作
成
し
て
お
ら
ず
出
納
整

理
簿
と
通
帳
の
み
で
管
理
し
て

い
た
任
意
団
体
が
あ
っ
た
が
、公

金
と
同
様
に
厳
正
に
取
り
扱
う

べ
き
で
あ
り
、
事
務
局
の
信
頼

性
を
担
保
す
る
意
味
か
ら
も
決

算
書
は
作
成
す
る
こ
と
。最
近

の
数
年
間
は
活
動
を
休
止
し
て

お
り
、
口
座
閉
鎖
予
定
の
任
意

団
体
に
お
い
て
は
、
３
月
31
日

迄
に
完
了
す
る
こ
と
。ま
た
、
規

約
の
中
に
会
計
年
度
を
明
記
し

て
い
な
い
任
意
団
体
が
見
受
け

ら
れ
た
た
め
改
善
す
る
こ
と
。

会
計
年
度
内
で
入
金
、
支
払
を

完
了
す
る
こ
と
等
を
該
当
す
る

担
当
課
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

　
各
課
に
お
け
る
職
員
等
の
現

金
取
扱
い
業
務
に
つ
い
て
は
、収

納
体
制
、
確
認
体
制
、
保
管
体
制

の
機
能
充
実
が
図
ら
れ
て
い
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
通
帳
と
印

鑑
の
管
理
は
別
人
と
し
、
施
錠

で
き
る
保
管
庫
等
に
保
管
す
る

こ
と
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、人

事
異
動
等
の
際
は
引
き
継
ぎ
を

徹
底
し
、取
扱
い
に
つ
い
て
は
細

心
の
注
意
を
払
い
事
務
の
執
行

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
庁
舎
内
に
任
意
団
体

の
事
務
局
を
設
置
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
町
の
業
務
と
の

関
連
が
密
接
で
効
率
的
に
事
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
等

の
理
由
か
ら
合
理
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
自
立
運
営
で

き
る
任
意
団
体
に
お
い
て
は
、

事
務
の
外
部
化
を
検
討
し
、
職

員
の
現
金
管
理
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
、各
特
別
会
計
、水

道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外
会

計
及
び
各
基
金
に
係
る
現
金
、

預
金
等
の
出
納
保
管
状
況
を
次

の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
28
年
11
月
分
を

12
月
26
日
、27
日
、29
日

平
成
28
年
12
月
分
を

１
月
26
日
、27
日
、31
日

平
成
29
年
１
月
分
を

２
月
24
日
、27
日
、28
日

検
査
結
果

　
現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

横
　
田
　
有
　
一

例 
月 

出 

納 

検 

査

議会を傍聴しませんか。

　平成２９年第２回定例会は６月19日（月）午前10時
から開催を予定しています。
　議会では開かれた議会活動を目指して、多くの方々
の傍聴を望んでいます。

役場１階ギャラリーでライブ中継しています。

平成２９年 定例会・臨時会出席状況一覧表

第
１
回
定
例
会

坂 

田
　
邦 

彦

神 

﨑
　
和 

枝

田 

村
　
敏 

郎

中 

川
　
友 

規

坂 

本
　
　 

繁

池 

田
　
誠 

悦

川 

上
　
弘 

一

長
谷
川 

生 

人

青 

山
　
金 

助

木 

下
　
　 

敏

佐 

野
　
史 

人

中 

島
　
勝 

也

畑 

中
　
静 

一

平 

松
　
俊 

一

上 

野
　
武 

彦

小 

松
　
義 

光

川 

村
　
主 

税

横 

田
　
有 

一

開 会 日

3月

3月

3月

3月

3月

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

2日

3日

6日

7日

22日

表２ 任意団体の管理調査概要

通帳、印鑑の複数担当者の別管理の有無

通帳、現金及び印鑑の施錠可能場所での保管の有無

キャッシュカードの作成の有無

会則、規約などの有無

監査の有無

決算書作成の有無

収入簿、支出簿などの出納整理簿の整理の有無

請求書や領収書の整理の有無

任意団体事務の外部化を検討の有無

４５

４５

０

４２

１０

０

０

４５

３５

４４
（２閉鎖予定）

１
（１閉鎖予定）

４４
（２閉鎖予定）

１
（１閉鎖予定）

４２
（１閉鎖予定）

３
（２閉鎖予定）

３
（３閉鎖予定）

４３
（１閉鎖予定）

２
（２閉鎖予定）

項　　　　　　目 有（件） 無（件）

※凡例　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引


